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真昼の貴方に想いを捧げる





　









　明度の落とされた照明が設置された飲食店内は薄うす暗ぐらく、喧けん噪そうに満ちていた。一月の外気は完全に遮しや断だんされてあたたかな空調が利きいている。冷えた指先をすり合わせて、叶野かのう礼人あやとはほっと一息ついた。


　シンプルで落ち着いた家具や内装は、幅はば広ひろい年代に人気が出そうなデザインだったが、ぱっと見た限りでは、若者が多い。それでこの騒さわがしさなのかと思いながら、店内を見回した礼人は、奥に見知った顔を見つけて手をあげた。


「中なか川がわさん！」


「礼人。おう、わりーな、迎むかえに行けなくて。場所迷わなかったか？」


　同時にこちらに気が付いた相手は、礼人のほうへやってきた。派手な茶ちや髪ぱつを短く刈かり込んだ男は、紺こん色いろの縁ふちが印象的な眼鏡めがねの奥から、気さくな笑えみを浮うかべてみせる。いわゆるオシャレ眼鏡、というやつだ。会うたびに彼はフレームのちがう眼鏡をかけているが、雰ふん囲い気きのあるひとなので、どんな眼鏡でも似合うから嫌みな感じはしなかった。この派手さで建築士、というギャップも、女性には人気があるらしい。確かにいい男の部類には入るだろう。


　中川の問いに、礼人は首を振ふった。


「ううん、大だい丈じよう夫ぶです。途と中ちゆうまで理り帆ほもいっしょだったから。この辺詳くわしいらしくて、教えてもらったし」


「理帆ちゃん？　しばらく顔見てねーなあ。相変わらず美人か？」


　理帆というのは礼人の大学の友人だった。彼女は理工学、礼人は国文学と学部はちがったが、お互たがい院に進んだいまも交流のある、貴重な女友達だ。中川らしい質問に、笑いながら礼人は頷うなずく。


「美人ですよ。中身も相変わらずキツいですけどね」


「気の強い美人なんて最高じゃねーか」


　にっと口の端はしを上げて笑う中川は、手て強ごわい相手こそ落とし甲斐がいがあると豪ごう語ごするような性格でもあった。礼人が大学一年のときに四年生だった中川と知り合ったのは、ひょんなことからだったが、彼が大学を卒業してから四年経たついまでも、こうして呑のみに誘さそってくれたりしていた。


　すこしおちゃらけている部分や、不ふ真面目まじめだと取れる面も見えるひとだが、基本的に面めん倒どう見みもよく、気さくで明るい、とてもいい先せん輩ぱいだと礼人は思っている。その証しよう拠こに彼を慕したう後輩も多く、礼人もそのひとりだった。その彼に「呑み会があるけど来ないか」と誘われ、ほかに用事もなかったので頷いたのだった。


　概おおむね中川の知り合いと呑みに行くときには、初対面でもあまり構えなくともよかった。彼ら、彼女らは、多種多様なタイプのひとたちだったが、不思議とどの人物とも気が合うことが多い。中川がそういう人物を紹しよう介かいしてくれているだけかもしれなかったが、彼らとの時間はとても楽しかった。個性的なだけでなく、さり気ない気き遣づかいもうまかったりと、そういうひとたちに会うにつけ、まだ自分がいかに未熟な子供なのかを思い知らされることもあったが、それでも居い心地ごこちはいい。だから中川の誘いは滅めつ多たなことがない限り、初対面の相手がいる場でもそうそう断ることはなかった。


「俺は彼女にするなら、あんまり気が強いひとはちょっとやですけどね」


「礼人は自分が美人だからなー。負けないくらい美人か、あと超ちようカワイー子がいいか。うーんむずかしいな」


「……だれが容姿の話をしてるんですか」


　呆れた目つきの礼人に、中川はあっはっはとたのしそうに笑うと、店の奥を指した。


「向こうに席取ってあんだ。もうみんないるから、行こうぜ」


「あ、はい。そういえば、今日はどんなひとたちなんですか？」


　前述のような理由で、礼人はとくに呑み会の面子メンツも確認せずに来てしまった。先に歩いて促うながしながら、中川は、んー、と曖あい昧まいな声を上げる。


「今日はなー、出会いを貪どん欲よくに求める若者たち、かなー」


　いまいちはっきりしない答えに、は？　と礼人が首を傾かしげたとき、前を行く中川の足が止まった。


「ま、たまには礼人もこういう場に参加してみた方がいーかと思ってな。おーい、来たぞあとひとりー」


　半個室のような仕切りの向こうに顔を出した中川は、にっと笑って礼人の背を押した。











　合コンじゃないの、コレ。と呟つぶやいた礼人のことばは、胸の内から出ることはなかったので、もちろんだれにも聞こえなかった。


　女性七人、男性七人、きちんと人数をセッティングされた呑み会は、すこし大所帯だが、それ以外に呼びようがない。騙だまされた、と思いながら軽く睨にらんだ先の中川は、澄すました様子で、たのしめよ、とでも言っているように笑顔だった。


　確かにいま現在、礼人には恋こい人びとも好きなひともいない。だがこれといって彼女が欲しいとか、そういう欲求はいまのところなかった。


　彼女などいなくても、大学の研究室はたのしいし、それなりに友人はいるし、家に帰れば仲のいい家族もペットもいるし、こうしてときたま誘ってくれる先輩もいる。それだけで結構充じゆう実じつした毎日を送れているような充足感はあったから、切せつ羽ぱ詰つまって彼女をさがそう、などと思ったことはなかった。


　周りに存在する恋人同士のしあわせそうな笑顔を見せられれば、それはそれでいいものなのだろうと思いもするのだが、いまいちそういう気になれない。


　どちらかというと、自分からなにもしなくても向こうから寄ってくる程度には、興味を持ってもらえる容姿をしているらしいとの自覚は、早い時期からあった。そしてだいたいの場合、初対面やあまり面識のない相手から礼人は、繊せん細さいそうに整ったきれいな貌かお立だちと、穏おだやかな雰囲気から受ける印象そのままに見られることが多い。


　だが実際には、それほどおとなしい性格でもなかった。本音はあまり見せないが、必要だと感じれば思ったことはすっぱりと口に出すし、意外に毒どく舌ぜつになってしまうこともある。あっさりした物言いをするので相手に後あと腐くされはあまり残らないようだが、およそ第一印象通りとは言い難がたかった。


　そういうところは、どちらかというと理系の性格をしてるねとはよく言われるが、礼人は根っからの文系だった。自分の裡うちへ裡へと入り込んでしまうようなところが、礼人にはある。


　それでも自分なりに、そういう自覚をしているからこその前向きな考えかたを意図して持とうと、礼人はしていた。


　ひとに指し摘てきをするときも、言っていいことと悪いことの区別くらいはつけているつもりだし、無む闇やみにひとを不快にさせたり、敵を作ろうと思っているわけでもない。ただ「純じゆん粋すい」だとか「純情」だとかいう単語は似合わない己おのれというものをきちんと理解しているだけの話だ。


　作りが繊細なので笑みを浮かべればそれなりにひと受けはいいが、逆にそのたびに、自分のひねくれた部分を再さい認にん識しきしてしまうことは多々ある。けれどそこでずぶずぶと沈しずんでいきそうな思考を、半ば無理矢理にでも引っ張り上げること。多少強ごう引いんであっても、自分の心は最終的に自分でどうにかするしかないと、そんなふうに礼人は思っていた。


　けれど礼人も、いつでもそんな態勢でいるには疲つかれてしまうこともある。そうやって気を抜ぬいたときに、自分からつき合いたいと言ってきたはずの彼女たちは「なにかがちがう」と言って離はなれていくのだ。


　確かに自分はいささか男らしさには欠けるだろう。一見生活感が乏とぼしいようにも見えるのだろう。けれど自分はごく普ふ通つうの人間で、抜けているところもあれば、ひととして未熟な部分だってたくさんある。傍はたから見えているように穏やかでも、きれいでもない。


　そういう葛かつ藤とうが、だれかとつき合えばつき合うほどに強くなっていって、結局いまでは、敢あえてだれかとそういう仲になりたいと思うこともなくなってしまった。それだけがすべての理由ではないが、おおきな理由の一つになっていることも確かだろう。


　だから、いわゆるこういう、合コンなどと言われるような出会いの場は、礼人にはあまり興味がない。おつき合いする相手を探す前提での呑み会など、見目だけで言えば寄ってこられる確率が高いのもあって、極力避さけていた場なのだ。いささか自意識過か剰じようだとしても、たのしいとはあまり思えなかった。


　だが救いは、すぐに当たり障さわりのない笑え顔がおで対応してしまう自分の癖くせが、ここで発揮されてしまっても、そこから恋れん愛あいに発展することはたぶんない、ということだ。それは礼人本人にそういう気がいまのところまったくないということが、いちばんの理由だった。それにくわえて、理帆に言わせれば、いまの礼人は「色気がない」のだそうだ。


　どういうことかといえばつまり、恋愛に対するベクトルがない礼人からは、そういった魅み力りよくが感じられない、ということらしい。それはそれで、その気のない礼人にしてみればあたりまえのことだと思うし好都合なのだが、理帆などは「もったいない」と連呼する。ここ数年礼人に彼女ができないのはその「色気のなさ」が原因だ、せっかくモテ要素ばっちりの見た目なのにと、切々と訴うつたえられたりするさまだ。


　本人がそれでいいと言っているのだから放ほうっておいてほしいものだが、彼女なりに礼人を想おもっての言動だとわかるから、そういう助言はおとなしく聞くことにしている。ただしほんとうに「聞く」だけで、とくに変えようとしないことについてはいまのところ勘かん弁べんしてもらいたい。


　そんな彼女はしっかり彼氏持ちで、二年まえからつき合っているその恋人とはいままでになくうまくいっているらしい。確かに恋こいをしている人間はきれいだしすてきだと思うのだが、これがまた自分のこととなるとべつなのだ。


　中川はそういう礼人をよく知っているはずだった。だからこそいままでこうして礼人も懐なついていたわけだし、そんな無神経な、ひとの嫌いやがることをするような人物でもない。


（……単に人数合わせ、とかかな）


　中川の人脈から考えれば、ひとが足りない、という事態はないような気がするのだが、そう考えるのがいちばんしっくりくる。本人に訊きけばいい話だが、当の中川は幹事らしい振ふる舞まいで、みんなから注文をとったり場を和なごませたりと忙いそがしそうだ。


　とりあえず来てしまったからにはすぐに帰るというわけにもいかない。家に帰っても自分のぶんの夕飯は用意されていないし、ならばごはんだけでも堪たん能のうして帰ろうと、礼人は少々開き直った。


　それに、と礼人はちらりと自分以外のメンバーの顔を見み渡わたした。


　合コンというからには、おそらくみんな彼氏彼女のいない人間なのだろう。けれど見る限りではだれもがかわいく、そしてそれなりに格好いい、いまどきの小こ綺ぎ麗れいでセンスのいい若者たちばかりだ。こんな言いかたをすると、六つも年下だというのに、非常に冷静で冷めた性格の弟あたりから「おまえはオヤジか」と言われてしまうだろうけれど。


　礼人もそれなりにファッションやら流行やらに興味はあるものの、とくに拘こだわっているわけでもなく、ふらりと買い物に行っては気に入ったのがあれば購こう入にゆうする、という程度だった。シンプルで着やすいデザインのものが多くなるが、元来容姿が多少派手なほうなので、それでもそれなりに見えるところは助かっている。


　だがやはり、単に中川と呑のむという心構えでやってきた礼人が、この中ではいちばんラフだろう。比べて格好だけでなくある程度モテそうな顔ぶれに、逆に安心感がわく。このぶんでは自分が危き惧ぐするまでもなく、周りは勝手にくっついていくだろうという予想は容易たやすかった。


　二十代前半から半ば、という感じのメンバーを見ていっても、とくにいままで会ったことのある顔はない。


　中川自身も彼女をさがそうとしているのかどうかまではわからないが、至し極ごくたのしそうだ。もともとこういう騒さわぎは好きなひとだから、単に場にかこつけて呑みたいだけなのかもしれない。どうにもだれかひとりに本気になる中川、というものが想像がつかない。そんなふうに傍ぼう観かん者を決め込んで眺ながめていた礼人は、ふと視線を感じたような気がして首を回した。


　薄うす暗ぐらい照明の店内は、雰ふん囲い気きはいいが、いまいちひとの顔の判別がむずかしい。知り合いならともかく、初対面でそう話もしなかったなら、ぼやけた印象しか残らないかもしれない、という感じだ。


　目を向けた先はとなりで、目が合って初めて、礼人はまじまじと横にいた青年の顔を見た。


　くっきりときれいな形をした、意志の強そうな黒い双そう眸ぼうが、礼人を捉とらえている。同じように黒く力強そうな髪かみは短めに整えられていて、派手ではないが人目を惹ひく容姿をしていた。歳は同い歳くらいだろうか。年下のようにも、年上のようにも見えた。


　その黒い瞳ひとみに見つめられて、思わずどきりとする。ひどくまっすぐにこちらに飛び込んできたその色は、きれいだがどこか心を騒がせた。


　だがすぐに、ふっと緊きん張ちよう感が途と切ぎれる。次に青年が浮うかべた笑みが、途と端たんにやわらかく雰囲気を和ませたからだった。


（……うわ）


　その変化に一いつ瞬しゆん戸と惑まどって、礼人は問いかけるタイミングを逃のがしてしまった。青年は、礼人が見み遣やるまえからこちらに視線を向けていたように感じたのだ。だが、いっそ爽さわやかなほどのその笑みにはそんな素そ振ぶりは見えない。


「？　どうかしました？　俺の顔、なんかついてます？」


「あ、いえ。すみません、そうじゃないんだけど、あの……」


　不思議そうな青年に、ええと、と礼人はことばを濁にごした。ここで、いま俺のこと見てませんでしたか、などと言ったら、場が場なだけに変な誤解をされそうだとブレーキがかかった。言い淀よどむ礼人をどう思ったのか、青年はまた笑みを浮かべる。


「あんまり乗り気じゃないみたいですけど、礼人さんは中川さんに誘さそわれたんですか？」


「あ、はい。と、俺の名前……」


「ああ、ほらさっき、中川さんが呼んでたから。あ、俺、有あり沢さわです。有沢深み行ゆき」


　なぜ自分のことを知っているのかと思った礼人に、青年はそう名乗った。その説明になるほどと納なつ得とくしながら、有沢さん、と復唱する礼人に、青年はちいさく苦く笑しようを浮かべる。


「深行でいいですよ。つか礼人さん、俺より年上じゃないですか？」


「あ、そうなの？　えーと、深行くん、は」


「くん付けも照れるからやめてください。あー、でも、初対面の男にいきなり呼び捨てで呼んでくださいって言われるのも気持ち悪いかな？」


「いや、気持ち悪いとかはないけど」


「じゃあお願いします。ためしに呼んでみます？」


　軽く言われて、礼人は、えっ、とちいさく目を瞠みはった。だが、とんとんと進む会話と、懐なつっこい笑顔に流されているような気もしながら、どうぞ、と促うながされて思わず口が開く。


「えーと、……深行？」


「はい」


　なぜだかうれしそうに返事を返され、礼人は続くことばをさがした。このまま会話を終わらせるのは惜おしい気がして、そんな自分を不思議に思う。その笑みが次を期待しているようにも見えたからかもしれない。


　妙みようにくすぐったいような感覚に囚とらわれていると、ふと、さっき訊こうとしたことを思い出した。


「深行、は……えーと、俺が年上って、なんで？」


「ああそれは……礼人さんがここに着くまえに、中川さんが俺の大学時代の後こう輩はいだ、って言ってたから。俺はいま四年なんです。中川さんは確か二十六だから、少なくとも礼人さんは俺よりひとつ以上は上、ってことかなと」


　中川の大学の後輩となれば、彼よりも三歳下までになるだろうというあたりをつけての予想らしい。確かに、浪ろう人にんも留年もしていなければ深行は礼人のひとつ年下だ。


　どこかたのしそうな光をその黒い瞳に灯ともして、青年はさぐるように訊たずねてくる。


「当たってますか？」


「うん、俺いま院の一年だから、ひとつ上になるね。って言っても、あのさ。すでにこんな口調の俺が言うのもどうかって感じだけど、敬語じゃなくてもべつにいいよ？　まあ、話しやすいならどっちでも好きなほうで構わないけど」


「べつにどっちってことはないんですけど……じゃあ、礼人さんがいいなら、敬語はやめるよ」


　そう言って笑う深行は、さっきの和むような笑顔とはまたちがう笑みを見せる。けれど、思わず意識が惹き付けられるような、妙な引力を持っているところはいっしょだった。


（ずいぶん無む邪じや気きに笑うなー）


　それに、そうすると途端に少年ぽい印象になる。


　警けい戒かい心を抱いだかせず、構える必要がないとすぐに思えるような、ひと好きのする雰囲気に、これはモテるだろうな、とそんなことを思った。見た目もそれなりに格好いいのに、緊張感を与あたえずにこんなふうにすんなりと相手の懐に入ることができる人間は、そうはいない。


　そこまで考えて、礼人ははたと、なら俺はいま懐に入られてるのかな？　と自問した。だが答えはすぐには出ない。


　べつに礼人は、相手の容姿によって対応を変えたりするわけではない。だが、その人物がどういった性格であるかとか、どんなことばにどんな反応を返すかとか、そういった細かい観察を無意識にやってしまうことはよくある。相手の行動パターンをある程度見み極きわめたうえで、どの程度の距きよ離りを保てばいいのかを計算してしまうのだ。それは、多少見目がいいことから生じるトラブルを避さけるために、幼い頃ころから自然と身につけてしまった癖くせのようなものだった。


　だからか余計に、表向き愛あい想そよく対応する裏で、ここから先は、という一線がはっきりしている。逆に一いつ旦たん内側に入れてしまえばとことん甘くなってしまう傾けい向こうもあるのだが、その辺は性格が正反対の弟と、やっぱり血繫つながってるんだなーと納得してしまう数少ない共通点だ。


　まだその中までとはいかずとも、深行はどこかその線をひょいっと越こえてしまいそうな予感がした。それは曖あい昧まいな勘かんでしかなかったが、だからこそ、ふいに感じたその感覚は礼人の中に驚おどろきと同時に戸と惑まどいも運んでくる。


　初対面でそんなふうに思った人間は初めてで、しかもまだそう話してもいないというのに、どうしたことだろう。考えればどこか鼓こ動どうが速くなった。


「礼人さん？」


「あ……」


　不思議そうにこちらを見る深行の瞳に、本日何度目か見み惚ほれそうになって、慌あわててなにか言おうと口を開こうとしたときだった。


「お待たせしましたー。カシスオレンジと、ウーロンハイです」


　店員が追加オーダーぶんの飲み物を持ってきた声に中断され、思わずそちらを見遣る。ああ、と頷うなずいた深行が、テーブルに置かれたグラスをひとつ、礼人のほうへ差し出した。


「ウーロンハイ、礼人さん注文してたやつだよね」


　カシスオレンジはむこう、と向かい側にいた女の子にも躊躇ためらわず深行はグラスを渡わたしている。


　あたりまえのような深行の行動に、礼人はすこし驚いてその光景を見ていた。いちいちだれがなにを頼たのんだのか、深行は覚えていたのだろうか。それだけならまだしも、運ばれてきたものを注文した本人よりも早く気が付いて渡すなんて、礼人には到底できない気遣いだ。


（仁しのぶと張るかなあ……気配り屋だねえ）


　家事万ばん能のうの聡さとい弟を思い出して、そんな感想を抱く。礼人がぼけすぎなんだよ、とでも言いそうな弟とはちがって、深行のほうが何倍も愛想があるが。


　そんなことをひとりで思っていると、空いたグラスをさげていた若い店員が、わっ、と声を上げた。その慌てたような声に、え？　と礼人は振ふり返る。見ると、椅い子すの背にかけていた礼人のコートの一部が、じんわりと色を濃こくしていた。


「も、申し訳ありません！」


　どうやら、トレイに載のせたグラスが倒たおれた拍ひよう子しにわずかに残った飲み残しが零こぼれ、礼人のコートの上にかかってしまったらしい。柑かん橘きつ系とアルコールの匂においがした。


「あ、だいじょうぶですよ。そんなに濡れてないみたいだし」


　元々紺こん色いろのトレンチコートは、それほど目立つような染しみにはなっていない。反対にこちらが申し訳なくなるくらいに慌てている店員に、笑って言う礼人の後ろから、さっと伸のびてきた手があった。


「礼人さん、ちょい貸して」


　礼人の手からコートを受け取り、濡れた部分をおしぼりでとんとん、と軽く叩たたきながら、深行がおろおろしている店員に笑えみを向け口を開く。


「すみません。布ふ巾きん、乾かわいたやつも持ってきてもらってもいいですか」


「あっ、はい！　すぐにお持ちします！」


　決して横おう柄へいでなく、やわらかい口調で言った深行に、店員もはっとしたように頷いて去った。深行に言われた通り、すぐに乾いた布巾を持ってきた店員が何度も頭を下げるのに、礼人は、もういいですよ、と笑って対応する。これくらいの汚よごれなら、帰って仁に渡せば、たぶん一言二言なにか言われはするだろうがきれいになるだろう。なにより応急処置とばかりに、すぐに拭ふいてくれた深行のおかげで、だいぶ染みが取れたような気もする。


「ごめん、ありがとう」


「いいえ。でもこれ、一応拭いただけだから、帰ったらちゃんとクリーニング出したほうがいいと思うよ」


「そうする。でもまあとりあえずは、着て帰るのに支障がなかったらそれでいいから」


　はい、と渡されたコートを手にそう言うと、深行は、すこしおかしそうに笑った。


「礼人さん、意外とそういうところどうでもよさそうで心配だなー。それ、いますぐクリーニング出して、コート、俺の貸そうか」


「ええ？　そんなのいいよ。っていうか俺に貸したら深行が寒いでしょ。べつに深行のせいでもないんだから、そこまで気き遣つかってくれなくてだいじょうぶだよ」


　そう？　と首を傾かしげる深行は、どこか残念そうで礼人は不思議に思う。だが言った通り、深行がそこまでしてくれる理由もないのだから、変な断りかたでもなかったはずだ。


　それなりに聡い自覚のある礼人は、そうしようと思えばひとの機き微びを推おし量るのは得意なのだが、深行の反応はいまいちわからなかった。仁に、礼人は聡そうで鈍にぶい、と言われる所以ゆえんなのだろうか、と考え込んだところで、ふいに中川の声が降ってきた。


「おー、礼人。コート大だい丈じよう夫ぶか？」


「平気ですよ。ちょっと零れただけだから」


「んならいいけどな。ところでおまえら、隅すみっこにいい男ふたりで引っ込んでんなよなー。女の子たちが興味津しん々しんでうずうずしてんだろーが」


　がしっと礼人の肩かたに腕うでを回してきた中川に、苦く笑しようを返す。


「はいはい、ちゃんとそっちにつき合えばいいんですよね。でも俺、いま彼女欲しいわけでもないから、その辺はあきらめてくださいね」


「わかってるって。俺だってべつに無む理り強じいはしねーよ。ただ気に入った人間がいりゃ、遠えん慮りよすんなよって話。……あれ、深行、どこ行くんだ？」


　中川の声に目を向ければ、背を向けた深行がちらりと振り返る。


「ちょっとお手洗い行ってきます。進めといてください」


「おう。テキトーに席せき替がえしてっからな」


　はい、と頷く深行は、礼人と目が合うと笑みを浮うかべた。そこにはすでにさっきの残念そうな表情はない。だが、ほっとする反面、理由を見つけきれなかったことがすこし気になった。けれどそう思っているうちに深行はさっさと踵きびすを返してしまう。


「おまえらずいぶん打ち解けてんな？」


　ふっと中川に言われ、礼人は瞬まばたきをした。深行の背を追っていた視線を、となりにいる中川に移す。


「え、ああ───うん、そうですね。話しやすいっていうか……あ、俺、もしかして顰ひん蹙しゆくかってたりしてますか？」


　深行ほどの男なら、女の子たちは喜んで寄ってくるだろう。すこしの間とはいえ、仮にも合コンという場で男である自分が彼を独どく占せんしていたのはよくなかったかもしれない。


　そう思って訊きいた礼人に、中川は一いつ瞬しゆん目を瞠みはってから、小さく吹ふき出すように笑った。


「え？　なんか俺、おかしいこと言いました？」


「いやいや……うん、えーとな、いや、いいよべつに。さっき言ったのはそういう意味じゃねえっつうか、まあ……とにかく。べつに女の子たちは僻ひがんでたりはしてねーから、安心しろ」


「？　そうですか？　ならいいですけど……」


　もう少し深行とはいろいろ話をしたい気もしていたが、中川のことばを鵜う呑のみにするわけにもいかないだろうと、礼人はいささかさみしく思った。どうせ席替えをすると言っていたし、この辺で深行の相手は女の子たちに譲ゆずるべきなのだろう。


　はーいじゃあ席替えねー、と手を叩く中川の声に、適当に移動する。ちょうど端はしが空いていたのでそこへ陣じん取どった。


　とくに積極的に礼人が参加意欲を見せずとも、場はそれなりに盛り上がっている。時折話しかけられれば笑顔で対応したが、しつこく迫せまられたりもしなかった。これはほんとうに今日は楽かもしれないと安あん堵どする。そうすると今度は、トイレに立った深行の戻もどりが遅おそいような、とそんなことが気にかかりだした。


（混こんでんのかなー……。具合悪くなってる、とかじゃない、よね）


　そんな素そ振ぶりは見えなかったからだいじょうぶだろうとは思ったが、考え出すと気になって、ちょっと様子を見てこよう、と席を立った。だが仕切りを出てすぐ、頭上に差した影かげに足を止める。


「あ、礼人さん。お手洗い？」


「え、あ、深行」


　笑みを向けられて礼人は咄とつ嗟さに頷いた。きみの様子を見に行こうとしてたんだけど、とはなぜか言えず、それよりもすこし、深行の身長に驚おどろいていた。


　さっきは意識しなかったが、深行の背はかなり高かった。一七〇以上ある礼人よりさらに高い位置に目線があるところから見て、軽く一八〇はあるだろう。だがすらりとしたバランスのいい体形をしているからか、威い圧あつ感かんを与あたえるわけでもなく、ただスタイルがいいなという感かん嘆たんしか出てこない。


「そうだ、じゃいまのうちに渡しとく」


「え？」


　それまでよりわずかに声のトーンを落として、深行が背を屈かがめた。


「あのさ、これ。ごめん、もしかしたら余計なお世話かとも思ったんだけど」


　すこし腰こしを折るようにして、礼人の耳みみ許もとへ潜ひそめた声を送りながら、深行はなにかを手て渡わたしてきた。その、いままでよりも低い声こわ音ねに、思わずどきりとして内心で小さく声を上げながらも、視線を落とす。するとてのひらに握にぎらされたものは、よく見る茶ちや封ぶう筒とうと名めい刺しのようだった。


「……？　なに、これ？」


「うん、いまさ、一応店に話して、クリーニング代と店長の連れん絡らく先もらってきたから、どうぞ」


「え？」


　言われたことばに驚いて、礼人は手の中のものと深行の顔を交こう互ごに見み遣やった。


　もしかして戻るのが遅かったのは、店に交こう渉しようしてくれていたからなのか。わざわざトイレに行くと言ってそんなことを、と思う反面、ことを大げさにすることなく自分に気をつかってくれたその気持ちが伝わってきて、礼人は困こん惑わくした。


「あ、揉もめたとかクレームつけたとかじゃないから安心していいよ。こういうのは言えばきちんと対応してくれる店が多いし。礼人さんが気にすることないから、受け取ってもらえるとありがたいんだけど」


「え、わー、ごめんっ。あの、ありがとう。わざわざ……」


　黙だまってしまった礼人を誤解したのか、詳くわしく説明までしてくれる深行に、慌あわてて口を開いた。


「俺ぼうっとしてることが多いから、そういうのまで気回らないっていうか……ほんとありがとう。助かる」


　礼人のことばに、深行はふっと笑みを浮かべた。それはひどくやわらかいなにかを含ふくんでいるような笑みで、礼人はとくんっと微かすかな音を立てた心臓を感じる。


「うん、よかった。これで礼人さん、忘れずにクリーニングちゃんと出せるな」


「……俺そんなに無む頓とん着ちやくそうに見えるわけ？　っていま自分で言ったけどさあ」


「ごめんごめん。なんか礼人さんって世話焼きたくなるっつーかさ」


　揶揄からかいまじりのことばにつき合うように、軽く睨にらんで見せると、深行はたのしそうに笑う。もうそれはさっきまでの笑えみとはちがっていた。


「礼人さん、お手洗いの場所わかる？　レジ通り越こして右奥だから、迷わないようにね」


「……ちょっと深行、きみはひとをなんだと思ってんの」


　迷うか、とさらに睨ねめ付ける礼人に、深行はまた笑って、いってらっしゃいというように手を振ふってみせた。それから、戻ってきた深行に気が付いた中のだれかに呼ばれ、彼は仕切りの向こうへ姿を消してしまう。その背を見送って、礼人はとくに行く気はなかったトイレへと足を向けた。


　実はまだ、とくんとくんと鼓こ動どうは不思議なリズムを奏かなでたまま、耳の奥に響ひびいていた。その感覚を振り払はらうように礼人は、熱を持った指先をきゅ、と握りしめる。その先を、それがなにかを追及してはいけないという躊躇ためらいが無意識にストップをかけたようだった。


　どうしてそこまでしてくれるのか、そんな疑問もほんとうは小さく頭の隅を掠かすめたのだけれど、訊くことはできそうにない。その親切の理由を訊いて返ってくる答えはきっと、ないのではないかと思ったからだった。


　子供のような笑みと、大人のような笑みと、両方を持つ青年は、そういう性格なのだ。細かい気配りがうまくて、聡さとくて、ひとの世話を焼くのが好き。ただそれだけのことだ。


　そんなふうに考えれば、お手洗いから戻る頃ころにはたぶん、この奇き妙みような気持ちも消えているだろうと、そう思った。











　どうしよ、と呟つぶやいた礼人のことばは、やはり声には出さなかったのでだれも拾ってくれなかった。だがもし、口にしていたとしても聞こえなかったかもしれない。まだ場所を移したわけでもないのに、相当な盛り上がりを見せている周りを傍ぼう観かんしながら、礼人は何なん杯ばい目めかのウーロンハイを口に含んだ。


　合間にカクテルなどの甘いものも挟はさみながら、グラスの数だけで言えば相当の量を呑のんでいる。だが、礼人の意識にたいした変化は訪おとずれていなかった。多少の心地ここちよさはあるものの、いたって正常だ。いわゆる「ざる」と呼ばれる、酒に耐たい性せいのある体質を持っていると、こういうとき、なんだかいたたまれない。酒の勢いを借りて呑み会の場はもう、異様なほどにテンションが上がっていた。中川もそう弱くはないはずだが、すこし酔よいが回っているようにも見える。


　深行は、といえばあのあとやはり、彼に興味があるのであろう女の子たちにかわるがわる取り囲まれ、その後なかなか話ができずにいる。すこし離はなれたところから見る限り顔色も変わらず、爽さわやかな笑顔で好感度をあげているようだった。それなりに呑んでいるはずだが、酒には強いのだろうか。それならなおさら、呑みながら話がしたかったなあと、そんなことを思う。


　けれどこのまま二次会にでも移るなら、先に帰らせてもらおう。明日は学校も休みだしバイトも入っていないが、この盛り上がりについていく気にはなれなかった。


　だが周りの様子を見ていると、この場が解散するのはいつになるだろうという不安が頭をもたげてくる。もう一度、どうしようかな、と思ったとき、酔っていささか呂ろ律れつの回らない口調で、男側のひとりが手を挙げた。


「じゃっ、今度は王様ゲームーっ！」


　おおー、いーねえ、きゃー、と様々な声が上がる。まだそのゲームってはやってたのか、と素そ朴ぼくな感想を抱いだきながら、礼人は場を見守った。いつも思うが、こういうのはいったい、だれが用意してくるのだろう。そんなことを考えていると、礼人のまえにも筒つつに挿ささった棒が回ってきた。


（……やっぱ参加しなきゃなのかー）


　できれば、このテンションに乗り切れていない自分は辞退したいところだった。だが、どうぞー、とアルコールで顔を赤くした女の子に促うながされ断れるはずもなく、笑顔を返しながら一本引く。棒の先に記されている番号を一いち瞥べつして、王様ではないことを確かく認にんした。


　そうしているうちに全員に棒が行き渡わたり、お約束通り「王様だーれだ！」ということばとともに、ひとりの青年が手を挙げた。こちらもだいぶ酔っているようで、顔が赤い。だが機き嫌げんはたいそういいらしく、はいはい俺！　と立ち上がった青年は、かくんっと首を傾かしげた。


「えーとー、そんじゃあ……ここはやっぱ、キス！」


　なにがやっぱなんだと思いながら、この手のゲームの厄やつ介かいなのはこういうところだよね、と礼人は小さく息をついた。無造作に選ばれる番号によっては、罰ばつゲームも甚はなはだしい。もし自分の番号が言われてしまったりしたら、と思うと、やっぱり憂ゆう鬱うつだ。ひとり流れから遠ざかっている礼人にしてみれば、場を盛り下げるようなことはしたくないが、それでも遠えん慮りよしたい。


「しょっぱなからかよー！」


「いいじゃんやれやれー！　王様さっさと番号言えー」


　無責任なコメントが飛び交かう中、王様は「番号……番号ね」と呟く。相当酔ってるなあと、冷静に観察する余よ裕ゆうはまだ多少あった。とりあえず自分の番号さえ言われなければいいんだし、と他人ごとのような感覚だったからだろう。


「じゃあ五番と六番お願いしますー」


　すでになにについてなのかを覚えているのかあやしい幼い口調で、王様がぺこんっと頭を下げた。礼人は、え、と目を瞠みはる。おそるおそる手の中の棒を見た。ほんとうは確認などしなくてもわかっている。だが、思わずそうせずにはいられなかったのだ。


「あー、礼人さん、五番ですねっ」


　となりにいた女の子がひょこっと礼人のほうを覗のぞき込んで、たのしそうに言う。礼人が答える間もなく、続いて向かいから、おお、と声が上がった。


「六番はここにいるぞーっ」


　そのことばに礼人が目を遣やった先には、同じように驚おどろいた表情を晒さらした人物がいた。こちらもほかから指し摘てきされてまじまじと番号を凝ぎよう視しし、それからつと礼人と視線が合う。


（……深行!?）


「はーいじゃあ、そのふたり、お願いしまーす」


　へらっと笑った王様のことばに、女の子たちから、きゃーっと黄色い声が上がった。


　だがその声の意味を考える余裕もなく、礼人はただ困惑を抱かかえて、深行と合った視線を逸そらせずにいた。


　確かに、下手に女の子と当たってばつの悪い思いをするよりは、男のほうが冗じよう談だんっぽく済ませられていいかもしれない。


　けどよく考えてみれば……ほんとにおもしろいの、これ。男と男のキスシーンなんか見て、なんか得があるのかな。たのしいかな。たのしくないよね。そもそも相手だって同じこと思ってる、はず……。


「……っ、み、深行？」


　ぐるぐると考えているうちに、テーブルを隔へだてて向かいにいたはずの深行の顔が、目のまえにあった。驚いて声を上げた礼人は、思わずがたっと席を立つと、あとずさる。


（……うわ、酔ってるよ……！）


　黒々とした深行の目は、どこかとろんと揺ゆらいでいる。それはさっき礼人と話していたときの彼の目とは、明らかに色が異なっていた。どうやら、酔っていないようだと思っていたのは間ま違ちがいだったらしい。顔色にこそ出ていないが、深行のその目はしっかりと酔っぱらいのそれをしている。


　どこか夢心地のようにも見えるその雰ふん囲い気きに呑まれそうになって、礼人は焦あせりを感じると、らしくなく慌あわてた声を上げた。


「ちょ、深行？　本気？　あの俺、男だよ？　わかって……っ」


　ふいに、ぎゅっと左上じよう腕わんを摑つかまれ、肩かたを竦すくませた礼人に、深行はそれまでじっと閉じていた口を開いた。


「……礼人、さん」


　なにがおもしろいのか、やんややんやと周りはひどく騒さわがしい。その中で届いた、すこし掠れたトーンのそれは礼人の名前で、途と端たんにどきん、と心臓が跳はねた。潤うるんだような黒い瞳ひとみに吸い込まれそうだと、そんなことをちらりと思う。


「みゆ……」


　独特の印象ばかり与あたえる瞳を持つ男の名前を、最後まで呼ぶまえに、礼人の声は途と切ぎれた。


　深行のもう片方のてのひらが礼人の頰ほおから耳のあたりを緩ゆるく捉とらえ、くいっと仰あお向むけられる。視界が揺れたときにはもう、熱いものが礼人の口唇くちびるを覆おおっていた。


「……っン……！」


　反射的に固く瞼まぶたを閉じ、すぐに礼人は後こう悔かいした。視界を遮しや断だんした途端、感覚はよりリアルに礼人へ深行の口唇の熱を伝えてくる。熱い。ひとの口唇は、こんなにも熱を持ったものだっただろうか。


　わずかに開いた深行の口唇の間からもたらされた息も、かつてないほどの熱さに感じ、礼人は思わず喘あえぐように己おのれの口も開いた。


「は、……っん、ぅ……っ」


　その熱から離れたかったのに、深行は許さずさらに礼人の口こう腔こう内に侵しん入にゆうしてきた。ぬるっと蠢うごめく舌で逃にげそうになった自分のそれを搦からめ捕とられ、喉のどが鳴る。同時にぞくっと脊せき椎ついを駆かけ抜ぬけた震ふるえに、礼人は意識を持って行かれそうになった。


「んん……っん、ふぁ」


　それなのにまだだめだと言うように、引き出された舌を甘あま嚙がみされ、さらには角度を変えた口唇にまた新しい刺し激げきを与えられる。腕うでから肩に移っていたおおきなてのひらが、後頭部に回され頭を撫なぜるのがわかった。


　溢あふれそうになる唾だ液えきは押し込められて飲み下してしまう。上うわ顎あごをくすぐられて指先が震え、歯列をなぞられて睫毛まつげが揺れた。


（……や、っなに、これ……っ）


　頭がくらくらする。息さえ奪うばわれているようで、苦しかった。こんな口くち接づけを、自分はいままでしたことがあっただろうか。されたことはもちろんない。


　本意ではないのに、本気で拒こばむことができない。突つき飛ばそうと思えば、体格差が多少あるとしても同じ男なのだから、できないことではないのに、どうして。


　それでもせめてもというように、いつの間にか深行の肘ひじを摑んでいた手に、力を込めた。襲おそい続ける震えのせいでたいした力ではなかったが、頰に触ふれる深行の指先が小さく動く。だが、一いつ瞬しゆんだけ離れたかと思った口唇は、熱い吐と息いきを含ふくんだまま微かすかな声を礼人に伝えた。


「……あやと、さん……」


「……ぁ、っんん……っ」


　名前を呼ばれた。それだけのことなのに、その瞬しゆん間かん礼人の脳のう髄ずいがじん、と痺しびれたように麻ま痺ひした。


（……なんで……っ）


　すぐにふたたび重なった口唇は、さらに礼人の中をさぐるように深くなる。


　くちゅ、と水音が頭の中に響ひびいた。耳には深行のおおきなてのひらが添そえられて、半ば閉じられたようになっているからか、それは余計に礼人の感覚を煽あおる要因になる。


「っんぅ……っんんっ、ン……っ」


　じわ、と眦まなじりが熱くなってきた。頰も熱い。耳に、首筋に触れる深行のてのひらも、なにもかもが熱い。熱くて仕方がない。


　いま自分がどんな状じよう況きようにあるのか、考える力がなくなっていく。そうして思考が緩むと同時に、身体からだからも力が抜けた。


「……ふ、……っ」


　拍ひよう子しに離はなれた口唇と口唇の間には、透とう明めいな糸が引いて、ちゅっ、と濡ぬれた音がした。


　いつの間にか周りは、痛いほどにしんとしている。だが、幸か不幸か、礼人の意識はまだそこまで気が回っていなかった。


　ただ顔が熱い。アルコールでも滅めつ多たにそんな変化をもたらしてはくれないのに、いまは頰から首からじんじんと痺れているようだった。酸素が足りないと思考も働いてくれないのか、ぼんやりとそんなことしか感じられずにいると、ふいにその場に甲かん高だかい音が響いた。


「……っ」


　びくんっと肩を揺らした礼人だったが、ふっと顔を上げるといつの間にか座り込んでいた足を立たせた。


（……俺のケータイだ）


　鳴り続けている音は、最近好きでよく聴きいている、クラシックの一曲だ。


　まだふわふわした中に、わずかに理性のようなものが戻もどった気がする。だが混乱は残っていた。証しよう拠こにきちんと周りを見ることができない。無数の視線は感じるのに、そちらに配る気を取り戻すことがむずかしかった。


　どこかふらつく足取りでバッグをさぐり、携けい帯たい電でん話わを取り出した礼人は、そこに表示されている弟の名前を見て、ふっと息を吐はいた。


「……あ、礼人……？」


　声をかけてきたのは中川だった。まだ周りはしんとしている。ふとそのことに気が付いたが、酔よいが醒さめたような中川の呼びかけにも応こたえず、礼人はコートとバッグを摑むと口を開いた。


「……俺、帰りますね」


　なにごともなかったかのようにそれだけ呟つぶやいて、礼人は携帯電話の着信音を響かせたまま、その場から抜け出した。目のまえにいたはずの、黒い瞳をした青年の顔は、もう、一度も見られなかった。











　次の日、人生初の二日ふつか酔よい、というもののせいで、礼人はベッドからしばらく起き上がれず、文字どおり頭を抱かかえていた。


　今日が休みでよかった。見た目に反して朝に強い礼人ではあったが、どうにも頭がすっきりしない。いや、頭というよりは気持ちのほうだろうか。いつもの爽さわやかな気分が微み塵じんも感じられなかった。


　そしてその理由が、酒のせいだけではないという自覚もきっと、この気分に輪をかけているのだろう。


（……最悪……）


　どうにも複雑な気持ちで、礼人は緩く頭を振ふりながらベッドから降りた。


　礼人の起き床しよう時間も活動パターンも概おおむね不規則なため、だいたいその辺の管理は自分自身でやっている。家事の殆ほとんどを取り仕切っている仁も、わざわざ起こしにきたりはしないので、たまに寝ね坊ぼうしたからといって怒おこられる、ということもなかった。そもそも弟に怒られるなどという事態がほかにあるということが、情けないことではあるのかもしれないが、それは仕方がない。


　礼人が仁に怒られることといえば家事全ぜん般ぱんにおいてが主である。たまに自身の研究などに没ぼつ頭とうしすぎて食事をとり忘れたりするときにも叱しかられたりはするが、それはまあ、心配からくる小言なのでありがたいと思っていた。


　だが家事に関しては、あまり役に立てないのがほんとうだ。そんなもん慣れだと、ひとり暮らしをしている友人たちは口をそろえて言うが、ひとにはやはり、向き不向きというものがある。とりあえずいまのところ、叶野家の両親はふたりして仕事の都合で海外在住であるし、礼人を含め四人いる兄弟の中で、成人しているのは自分ひとりだ。そういった意味でもまだ家を出るつもりもなかったし、ならば適材適所、やれることをやるのがいちばん家庭円満につながるというものだろう。まあ、自分にやれることなどたかが知れているが。


　壁かべかけの時計を見ると、もう正午近い。どうやらほんとうに、いつもより寝過ぎてしまったらしかった。パジャマ代わりのスウェットとシャツを脱ぬぎ捨てて、ジーンズを穿はき、カットソーの上に毛糸でざく編みされているカーディガンを羽織る。


　ケータイどこにやったかな、と思いながら、礼人はノートパソコンを置いている小さな机とセットの椅い子すのうえに、昨夜無造作に放っておいたバッグをさぐった。


（……あ）


　手帳やら財さい布ふやらの合間に、すこし皺しわになって挟はさまっていた茶ちや封ぶう筒とうを見つけて、手が止まる。途端に脳のう裏りに甦よみがえった記き憶おくに、思ったよりも狼ろう狽ばいしてしまった。


　思い出されるそれは映像というよりは、感覚として礼人の中に残っていて、急に膝ひざから力が抜ける。へたん、とラグの上に座り込んで、礼人は両手で耳を押さえた。


（……なんなんだよ、もう……っ）


　なにを拒みたいのか、自分でもよくわからない中での行こう為いだった。耳を塞ふさいでもなんの意味もない。目を閉じればよりいっそう、思い出してしまうだけだ。


　けれどなにか、ひどくうずうずとした感覚が、腹の奥のほうから湧わき上がってきて胸を伝い、それからぐるぐると身体中を駆かけ巡めぐっている。その奇き妙みような疼うずきをどうにかしたくて、でもその方法がわからなくて、ただ自分を抱え込んでしまっただけなのかもしれない。


「……なんで起き抜ぬけから俺は、こんなもやもやしてんの……」


　呟いた声はすこし弱いが、とくに掠かすれてもいない。呑のみ過ぎた故ゆえの後こう遺い症しようは頭痛以外には残っていないようだ。だがそもそもこの頭痛だって酒のせいだけだとは言い切れない。


　酔って記憶を失なくすことのできる人間が、心底羨うらやましい。


　生まれて初めて、礼人はそう思った。だがはっきりきっぱり、昨夜の記憶はきれいに残っている。鮮せん明めいに、細部まで、思い出せてしまう……。


　はあ、と意識せず礼人の口からため息が漏もれた。こういうのをなんて言うんだろうと、礼人の頭の中を様々なことばが通り過ぎる。


（あべこべ？　ちがうか。……ギャップ？　ちがうな……）


　国文学専せん攻こうが聞いて呆あきれる。言い表したいことの的を射ることばが、浮うかんでこなかった。


「……わけわかんないよ、もう……」


　挙げ句には、そんな呟きがいちばんいまの礼人の心情を表していた。


　あの黒い瞳ひとみの青年は───彼から感じたあの、気持ちのいい印象はなんだったんだろうか。噓うそだとは思えない。あれは彼の人間性をただしく感じた故のものだったはずだ。けれどやはり、酔った未のあの行動も、彼の中に確かに存在するものにちがいない。


　いままでにないくらい、急速に自分の中に入り込んできた青年の笑え顔がおは、心地ここちがよくて、ほんとうはすこしうれしかったし、たのしかった。中川の知り合いはみんないいひとだけれど、それでもほんとうに長くつき合えそうな人間なんてそうは巡り合えない。それが昨日は、感覚的に、どこがどうとか考える必要もなく、仲よくなれそうだとそう思った人物だった。


　それなのに、……いや、だからこそ、だろうか。そんなふうに好意的な気持ちを感じた相手に、いきなりあんなことをされて、ショックを受けないほうがおかしいというものだ。


（そりゃ確かにあれはゲームだよ……。お遊び以外のなんでもないものだけど……けど）


　せめて自分の意思を、礼人の気持ちを慮おもんぱかったうえで対たい応おうしてくれていたら。そう思うのはわがままだろうか。酔っぱらった相手にそんなことは通じないと、納なつ得とくしなければいけないのだろうか。


　疑問ばかりが重なっていく。それはもやもやとした煙けむりのように礼人の中に溜たまる一方だった。


（……でも、なんでだろ……。俺、なんでこんなに───かなしいのかな……）


　あの青年は……深行は、思わなかったのだろうか。あんなことをして、礼人にきらわれるかもしれないとは、すこしも考えなかったのだろうか。


　それは実際礼人がどう感じたかという問題ではなく、ただ深行の気持ちが見えないということで───。


　キスされたこと以上に、そのことが、どうしてこんなにかなしくて、ショックなのか───それが、いまいちばん、礼人がわからないことだった。











　とりあえず、顔も洗わずぐずぐずしていても仕方がないと、散々沈しずんだあとでそんなふうに礼人は腰こしを上げた。


　階下へ下りて昼食を食べたら、外へ出かけようと、なかば無理矢理のように本日の予定を決める。この際だからきっちりもらったクリーニング代は使わせてもらおう。外は寒いかもしれないが天気はいいようだし、散歩がてら歩いて馴な染じみのクリーニング店まで行けば、すこしは気晴らしにもなるかもしれない。


　それに、ちょっとくらい悩なやんでいても腹は減るらしい。食が細そうに見られる礼人だが、これまた見目に反してそれなりの食欲を持ち合わせていた。それは礼人が育ってきた環かん境きように多少影えい響きようしているかもしれない。


　まずいちばんの理由は、礼人が十五歳のときに亡なくなった実の母親が、とても料理の上手なひとだったということだろう。


　だがいま父親が再さい婚こんしたふたりめの母は、家事には向かないひとらしい。けれど彼女はいま父と共に海外だし、母親が亡くなるまえから自主的に家の手伝いをしていた弟の仁は、元来の器用さからすぐにそれらを継ついでしまった。おかげで礼人の舌は肥えたままだ。家のごはんがいちばんおいしいなんて、なんて贅ぜい沢たくでしあわせなことなんだろうと思うほどだった。


　集中していると食べずにいても平気な性質たちだが、一いつ旦たん気持ちが食事に向けば、一般的な成人男性並みの量は平らげることができる。それでも余計な肉がつかないのは体質だ。たまに友人の、主に女の子連中に、羨うらやましい羨ましいと恨うらみ言のように漏もらされるのには、困ってしまうことも多かったが。


　二階にもある洗面所で顔を洗い、階段を下りる途と中ちゆうで礼人は足を止めた。


（……にんにくの匂におい……なんだろ、パスタかな）


　くん、と漂ただよってきた食欲をそそる香かおりに鼻を鳴らして、止めていた足をふたたび動かす。仁の作るペペロンチーノは唐とう辛がら子しの利き具合が絶ぜつ妙みようで、すばらしくおいしい。我が弟ながらその腕うでに惚ほれ惚れしてしまうほどだ。


　すこしあとには腹を満たしてくれるだろう料理を想像して、わずかに気持ちを浮ふ上じようさせた礼人は、だがまたすぐに立ち止まる。リビングへと下りていく階段の途中からは、キッチンの様子が窺うかがえた。その視界に入った光景にきょとんと瞬まばたいて、礼人は小さく笑みを浮かべた。


　光の差し込むキッチンに立っているのはふたりの少年だった。艶つやのある黒くろ髪かみとシルバーフレームの眼鏡めがねが、嫌いやみなくらいに知的な雰ふん囲い気きを醸かもし出しているのは仁だ。そのとなり、数センチ低い位置に色素の薄うすいやわらかそうな髪かみの毛を揺ゆらしているのは、仁と同い年で義理の弟である、郁いく郎ろうだった。


　父の再婚で弟になった彼は、仁に比べれば線も細く、見目だけの話でなくとてもかわいい。どこか人見知りの気けのあるらしい彼は、最初こそひどく緊きん張ちようしてなにか失敗しては落ち込んだり、控ひかえめな態度で遠えん慮りよばかりしてた。礼人にしてみれば、それでも素す直なおな反応やひたむきなところにすぐに好感を持って「家族」として快く迎むかえ入れていたつもりだった。


　だが、どうやら郁郎がいちばん気にかかっていたのは仁の対応らしい。しかしそれについての解決が済んだいま、同居しだして二ヶ月ほど経たち、だいぶこの家にも慣れたようで、自然にたのしそうに見えた。


（そっか、今日は郁郎くん、部活ないんだったっけ）


　普ふ段だんこうして学校が休みの日であっても、高校のバスケ部に所属している郁郎は部活に出ていることが多い。そういえば一昨日あたりにそんなことを言っていたなと思い出した。


　仁の手元を覗のぞき込むように眺ながめていた郁郎が、首を傾かしげる。


「え、そのボウルに移してる茹ゆで汁じるはどうすんの？」


「あとでパスタにソース絡からめるときに足すんだよ。そうすると焦こげない」


「へえ、なるほど……。そっか、それでいつも仁のパスタってつるつるなんだ」


　ふたりともシンプルな色と形のエプロンを身につけている。会話からして、協力して昼食準備中というよりは、郁郎が仁にクッキングレッスンを受けているような感じだ。


　小さな発見がとてもうれしいことなのだというように笑う郁郎に、仁のいつも静かな瞳が和なごむのがわかる。長い指で菜さい箸ばしをあやつる仁は、三つあるコンロのひとつに載のった寸ずん胴どう鍋なべから、茹でているパスタを一本掬すくい取った。


「湯から上げてまた炒いためるから、茹で時間はちょい短めにする。まあだいたい、袋ふくろに表示してある時間より一分くらい早く上げればいいけど、ほら、喰くってみろ。直接自分で確かめるのがいちばんいい」


「あ、アルデンテってやつ？　って、え、これ？」


　箸はしから指で直接摑つかんだパスタを差し出されて、戸と惑まどったように郁郎が声を上げた。心なしか顔が赤い。仁は至し極ごくたのしそうに瞳の奥で笑うと頷うなずいた。


「ほら、早く喰えよ。パスタは時間が命だぞ」


「う、え……」


　すこし迷った様子を見せたものの、郁郎はそのままぱくんっと仁の指からパスタを銜くわえた。ますます頰ほおの赤みを強くする郁郎の顔を覗き込むように、仁は首を傾かたむける。


「どうだ？」


「……う、ん……あの、芯しんがある、かな？」


「どの程度？……ああ、もうちょいかな」


　自分でも一本、また掬ったものを咀そ嚼しやくして頷きながら、仁はつと頰を染めたままの郁郎を横目に見る。


「どうした？」


「えっ、あ、……えーとあの、そうだ。アルデンテって、いま俺が食べたのよりもっとやわらかいってこと？」


「今日は、さっきも言った通りもう一回麵めんに火通すから、アルデンテよりはすこし固めで上げる。アルデンテなら芯がほんのちょっと残っているくらいだけど……わかりづらいか。よく言われるのは、コレ」


「っひゃ……っ」


　つ、とふいに伸のびた仁のてのひらが、郁郎の耳朶みみたぶに触ふれた。軽く指先で耳の先をつままれた郁郎は肩かたを揺らして声を上うわ擦ずらせるが、仁は手を引っ込めない。


「耳朶くらいの感かん触しよく、だな。けどよく考えたら、パスタ食べてみたところで、ほんとうに耳朶の感触と同じかどうかなんてわからないと思わないか？」


「っ、え、え？」


「まあ俺は、わかるけどな。……耳、齧かじったことあるし、おまえの」


「ちょ、っし、しのぶ……っ」


「───きみたちいーかげんにその辺で止やめとこうよー」


　このままだとパスタの茹で具合、アルデンテどころの話じゃなくなるんじゃないかな、と思いながら、礼人はあやうくピンク色になりそうだった空間に声を割り込ませた。


　途と端たんにかわいそうなほど動揺して、真っ赤な顔をこちらへ向ける郁郎に、礼人は微び苦く笑しようを浮うかべる。


「おはよう、郁郎くん。ってもうお昼だけどね」


「っあ、お、おはよ……礼人さん」


「なんだ礼人、いま起きてきたのか？」


　しれっとそんなセリフを寄こす仁のほうは微み塵じんも顔色に変化はない。礼人の存在になど、絶対に最初から気が付いていたにちがいないのに、この面つらの皮の厚さはいったいなんだろうか。相変わらずすてきな性格をこの弟は持っている。


　家族で義理の兄弟であるまえに、実は恋こい人びと同士でもあるこの対照的なふたりの、いちゃつくさまなどすでに日常茶さ飯はん事じではあった。だが一応保護者の立場を預かる者として、人目に触れる場所での甘ったるい空気作りには提言せずにはいられない。


「なーにそのもっと遅おそくてもよかったけどみたいな目はー。お腹なか空すいたんだよ。お昼ごはん、俺のぶんもあるよね？」


「なくても喰うんだろ」


「仁のぶんが俺のぶんになるだけの話だもんねー」


　礼人のことばに応こたえながらも仁はさっさとパスタを湯から上げてフライパンに移している。先に作っておいたソースと手て際ぎわよく絡められていく麵を見てみれば、それが三人ぶんあることはわかった。しかし、あれ、と礼人は首を傾げた。


「そういえば王たか志しは？」


　この家にはあとひとり、まだ八歳である弟もいる。さすがに幼い彼には、郁郎はもちろん仁もふたりのことをまだ伝える気はないだろう。その辺の配はい慮りよは、自分が心配せずとも仁がきちんと考えているだろうことはわかるから、保護者云うん々ぬんも半分以上は建前に過ぎなかった。


「あ、王志なら、アキくんだっけ？　あのよく遊んでる子と、動物園に行くって昼まえから出かけてったよ」


　まだすこし赤い顔に笑えみを浮かべて、郁郎が答えてくれる。そっか、と頷いて礼人は笑い返した。自分がふたりの仲を知っていることも、反対どころかちゃんと応おう援えんしていることも、郁郎はわかっている。さっきの礼人のことばも冗じよう談だん交じりにからかってみせただけだと理解しているのだろう。家族として慕したってくれていることを伝えようとする、いつでもひたむきな瞳ひとみを向けられて、礼人は笑みを深めた。


「そっか、そんなこと言ってたっけ」


　どうやら今日は、ことごとく自分以外の人間のことには頭が回らないらしい。さっき郁郎を見たときも、同じように考えたことを思い出して心の中で苦笑した。


「この寒いのに子供は元気だねー。でも、てことは仁のお弁当持参か」


「アキくんのぶんも仁が作ってくれてたから、王志すごい喜んでたんだよー」


　すでに慣れたもので、教えられずとも棚たなから食器を出しながら、郁郎が王志の様子を話してくれる。


「向こうの親おや御ごさんに車出してもらうっていうし、それくらいしかできないからな」


「でも仁のお弁当ってほんとにいっつもすごいおいしいし。王志は普段給食じゃんか。だから余計うれしいんじゃないかなあ」


　日ひ頃ごろ、自分も仁に作ってもらった弁当を学校へ持参している郁郎のことばに、噓うそがないことはすぐにわかる。王志のことを話しながら、自分のことのようにうれしそうだった。


　パスタを皿に取り分けながらさして表情を変えない仁だったが、恋人に全力で褒ほめられて満まん更ざらでもなさそうだ。普段クールな弟の小さな変化を見つけたこんなときは、ちゃんとかわいいとこもあるんだよねえ、と兄バカなことを思う。


　それにその変化を引き出すことのできる郁郎の純じゆん粋すいで一いつ生しよう懸けん命めいなところも、仁や王志とはまたちがったかわいさがあった。


　そんなふたりの様子は微笑ほほえましく、礼人のもやもやした心をわずかに癒いやした。


「礼人、パンは？」


「パンあるの？　食べる」


　問われて頷くと、テーブルの上に載のせられた紙かみ袋ぶくろは近所のパン屋のものだった。いくつかの種類のパンたちを袋から取り出し、郁郎が礼人を見る。


「礼人さんどれがいい？　お昼用にはね、これ買ってきたんだけど。ほかにもいろいろあるよ」


「郁郎、それ、切るから貸せ」


　郁郎が指したカンパーニュを摑んだ仁は、パンナイフで二センチくらいの厚さに切りわけていく。


　なるほど、と礼人はひとり頷いた。ふたりで散歩がてら買いにでも行ったのだろう。午前中からすっかり恋人との休日を満まん喫きつしているふたりに、いささかあてられたような気にもなったけれど、それは決して不快ではなかった。


　こんなふうに、ひとがしあわせそうなのを見るのは好きだ。恋れん愛あいっていいものなんだな、と素す直なおに思う。それが自分自身のことにまでなかなか繫つながらないのが普ふ段だんの礼人だ。


　だが今日はふと、思い出したものがあった。十数分まえまで、礼人の心を乱す要因になっていた青年の、黒い瞳をまた思い返す。


　まっすぐに見つめてきたきれいな色、それとは正反対にどこか理性を緩ゆるめてしまったような濡ぬれた色。同じ人物がそう時間を置かずに見せたそれらを、なぜだかまた甦よみがえらせてしまった。


（……なんでまた、思い出してんの、俺は）


　どういう思考の連れん鎖さなのか、自分でもわからず、礼人はそれらを振ふり払はらった。せっかくかわいい弟たちの様子で和なごませていた心を、わけのわからないもやもやでまた重くしたくはなかった。











　今年の冬は暖冬だという話だったが、それでも一月の気温は一ひと桁けた台が連日続いていた。だが陽ひ射ざしは家の中から感じたように燦さん々さんと降り注いでいる。昼間はそれなりの防寒対策をとっていれば気持ちよく過ごせそうではあった。


　クリーニングを出しに行くというと、じゃあついでにこれも頼たのむ、と仁にほかの衣類も渡わたされてしまった。礼人のコートもまとめて紙袋に入れられ、持たされたものを手に家を出る。


　外にいた愛犬のロンは、ゴールデンレトリバー特有の毛並みを太陽の光に反射させながら昼ひる寝ねをしていた。散歩にはきっと、朝仁と郁郎のふたりがパン屋へのデートの際にでも連れて行ってくれたのだろう。歩いて出かける礼人にねだる様子もない。


「寒いけどいい天気だー……。じゃ、行ってきます、ロン」


　ちらりと見上げる黒い目に小さく手を振った。


　昨夜のトレンチコートはこの冬の初めに買ったもので、ここ最近ずっと着回していたから、この辺でクリーニングに出すのはちょうどよかったかもしれない。代わりに羽織ってきたグレイのＰコートは去年からの愛用品だったが、飽あきがこないデザインだしなにより厚手であったかいのが気に入っていた。


　ものは考えよう。どんな方向へ意識して思考を持っていくかで、案外心の中は軽くなるものだ。不注意ですこしだけ汚よごされてしまったコートも、凍いてつく冬の空気も、そんなふうに意識を切り替かえればそう悪いことでもない。


　それは普段の通りの礼人の考えかたなのに、なぜかいまだに心の裡うちは、ほんとうには晴れてくれなかった。


『なんか嫌いやなことでもあったのか？』


　家を出るまえ、そう仁に訊きかれたことを思い返す。


　昨夜、飽ほう和わ状態のような思考のまま店を出た礼人は、一いつ旦たん切れてしまった電話をかけ直した。すると仁の用件は、礼人が今朝玄げん関かんに家の鍵かぎを忘れているようだったから、というものだった。


　昨日は呑のむつもりで家を出た礼人は、車でなく電車だった。たまに車で行くこともあるが、基本的に大学へは電車通学だ。電車で出かけるときは車の鍵は家に置いて出るのだが、どうやらいっしょに家の鍵まで置いてきてしまったらしい。


　自分たちが起きている間に帰ってくればいいが、遅おそくなるようなら家に着いて電話で起こしてくれれば鍵を開けに出るから、という仁に「もうすぐ帰るよ」と告げ帰宅した。


　そのときに迎むかえてくれた仁に、どこかぼうっとしているさまを気付かれた自覚はあった。だがとくになにを訊かれるでもなく「風ふ呂ろ入るならまだあったかいから、早くしたほうがいいぞ」とだけ言うと、仁はそのまま二階へ上がってしまった。


　今朝もべつに普ふ通つうだったし、聡さとい弟は、兄になにかあったとしても、それがおおごとでなければ構う必要はないと判断しているのだろうと思っていた。だがそれでも、気にかけてくれてはいたらしい。過か干かん渉しようでなく、かといって放置でもなく、興味本位でもない仁のことばには、わずかな心配も含ふくまれていたのだろう。


　けれど問いを向けられた礼人は「え？」と目を瞠みはった。そう訊かれて初めて、疑問を感じた。


（……嫌な、こと？）


　それは仁の質問の意味へでなく、ただ自分の気持ちに対しての疑問だった。確かに淀よどむような塊かたまりは気持ちを塞ふさいでいる。けれどそれは、怒いかりや嫌けん悪おを向けるような激しい感情ではなく、ただ気持ちが沈しずむような、落ち込んだときのそれに近いものだった。そこへ多少の混乱が混じって、複雑な心持ちになっている、という感じだ。


『……嫌なこと、じゃない、けど』


　そう口から出たことばに自分で驚おどろいて、さらに困こん惑わくしてしまった。けど、の続きを待っているような仁に、慌あわてて礼人は「だいじょうぶ。ごめんね、心配かけて」と笑ってみせた。それで礼人が話を続ける気はないと悟さとったらしい仁は、そうか、と頷うなずいて「ぼけっと歩いて事故に遭あうなよ」と軽く揶や揄ゆを返すだけだった。


　引くところはさっと潔いさぎよい弟の姿勢に感謝しつつ「そこまで間ま抜ぬけじゃないよ。それより俺のいない間にいちゃつくんなら、自分たちの部屋にしといてよ」と混ぜっ返して出かけてきた。


　けれど仁のことばで気付かされた気持ちに、礼人の混乱は続いている。


　自分は、昨日のことを、「嫌なこと」とは分類していない、らしい。


（そりゃ元々べつに、同性同士だからどうのっていう偏へん見けんはないつもりだけど……）


　それは弟と新しい家族になった少年が、そういう気持ちをお互たがいに抱かかえていることに気が付く以前から変わらないものだ。


　だれかひとりのひとを想おもう気持ちが、どれだけの重さと繊せん細さいさを持っているのかということ。傍はたで見ていてすぐに伝わってくるほどのものを、尊いとこそ感じれど、侮ぶ蔑べつしたり差別したりする気にはなれなかった。


　もともとなにごとも受け入れかた次し第だいだと思っている、礼人の性格もあるのだろうが、そういったことにそこまでの抵てい抗こうはなかった。


　けれど、自分が巻き込まれるかたちで同性とのキスを体験することになっても、嫌悪感すら抱いだいていなかったことは、いささか衝しよう撃げきだった。しかも自分では気付いていなかったということは、礼人のこの気落ちの要因がべつにあることの証明になってしまう。


　起きがけに、昨夜のことを思い返して感じた切ないようなかなしさの、その理由の駄だ目め押おしになってしまった。


（……覚えてるのかな、あっちは）


　相当酔よっていたことは確かな青年が、いまどんな気持ちでいるのかなんて想像もつかないけれど。忘れられていたらなんだかさみしいような、と思うこの気持ちは、どこかおかしくはないだろうか？


「……俺、すごい久しぶりだったんだけど、ねえ……」


　だれかとキスをするなんていつぶりかわからないくらいで、けれどなによりもあのとき自分が感じた震ふるえや奇き妙みような感覚を思い出せば、恥はずかしさも襲おそってくる。衆しゆう人じん環かん視し、まさにあの場にいた人間に一部始終を見られていたことにもはたと気が付いて、途と端たんに礼人は心のなかで（うわ……！）と叫さけびながら首を振った。


　そういえばそうだ。あのとき、中川にもしっかり見られていたはずだ。ほかの人間は初対面だったからまだいい。だが中川は、それなりにつきあいのあるひとなのだ。恋愛話もしないではないし下ネタだって交かわしたことはいくらでもある。けれどそれと実際に見られるのとではまったく話がちがう。いたたまれない。次会ったときどんな顔をすればいいのだろうか。


（……なんか郁郎くんの気持ち、いまさらわかっちゃった……）


　散々おもしろがってからかってきたが、郁郎はこんな気持ちを味わっていたのかと思うと、すこし申し訳ない。仁のほうはたぶんなにも感じていないどころか、礼人以上にたのしんでいるだろうから謝る気も起きないが。


（……って、待てよ。でもべつに俺は、深行とそんな仲なわけじゃないんだし）


　厳密には郁郎の立場とシンクロするほどかわいい話でもない。あれはそうだ、成り行きなのだ。


　そもそも連れん絡らく先すら交こう換かんしていない。いや、していたからと言ってこちらから連絡を取るなんてしないだろうけれど、それをまた、すこしだけさみしいと感じてしまう自分に、礼人はため息をつきたくなった。


　自分がわからない。確かに困惑しているのに、嫌だとは思っていない。気持ちが落ち込むのは男にキスをされたからじゃなく、その相手にどうでもいいと思われていたかもしれないというさみしさが原因。


　……いったいあの数時間で、自分はどれだけあの青年に心を許してしまったのだろうか。


　そうして、どうすればこの、曖あい昧まいにいろんな感情が混じり合ったような複雑な気持ちを、すっきり拭ぬぐい取れるのだろうか。


（……やっぱわかんない、なあ……）


　はあ、と白くこごる息を吐はき出したときだった。尻しりポケットに入れていた携けい帯たい電でん話わが、ぶるぶるっと着信を知らせてきて礼人は足を止める。どうやらメールのようだと見ると、送り主の名前は『増ます岡おか』となっていた。


「増岡さん？　珍めずらしいな……」


　なんだろう、とメールを開いてみると、文面は『おひさしぶりです。礼人くんのくれたお話は、相変わらず子供たちにも人気があります。保護者さんたちにも評判がいいんだよ。そこでなのですが、また新しく、なにかお話をくれませんか。ほかの話も読みたいと、リクエストが出てます。学校も忙いそがしいと思うけど、考えてみてください。お願いしますね』というものだった。


（リクエスト？）


　すこし驚いて、礼人は文面を読み返した。


　増岡、というのは礼人の知人で、厳密に言えば中川を介かいして知り合った人物だった。


　礼人は大学院で国文学を専せん攻こうしているわけだが、そのなかでいくつも古文や古典などを学んできた。それは教科書に載のっているような有名なものから、日本全国の地域それぞれに伝わっている民話まで、様々だ。そのなかには、そのままではすこしわかりにくい物語もある。そういうものを、わかりやすくくだいて、こんな話があるんだよ、とひとに教えることが礼人は好きだった。


　礼人は自分の心がそれほどきれいでないことの自覚はしている。さすがに「汚きたない」というほど卑ひ屈くつでもないし、べつにそれに絶望しているわけでもない。だが時折だれかを羨うらやんでしまう気持ちや、せめてもうすこし素す直なおな性格だったら、と思うことは多かった。それらの、ときに持て余してしまう自分のマイナスな部分とどう折り合いをつけていくのかが、たいせつなのだろうともわかっていた。


　だが思うことと実行することはやはりおおきな差があって、実際どうすればすこしでも前向きに、心が軽くなってくれるのか、楽に過ごしていけるのか考えるのはむずかしい。


　それでも、この、昔の物語を繙ひもといて自分の中にあることばで綴つづっていくことは、礼人の心を癒いやした。古人の想いに心を馳はせ、思考を巡めぐらせることはひどく心地ここちいい作業だったのだ。潰つぶしが利きかないと言われた学科に進んで、さらに院にまで上がったのは、そういう理由もあった。


　それは単なる自己満足なのかもしれず、そろそろ本格的にこの先の進路についても考えなくてはならないという時期にきて、礼人をすこしだけ迷わせていた。


　そのほとんどオリジナルのような昔話を、礼人は王志に手作りの絵本のようにまとめて、いくつかプレゼントしたことがある。


　あるときそれを知った中川が、礼人が書いたそれらの話を貸してくれないか、と言ってきた。そんなものをどうするのかと疑問に思いながらも渡わたした礼人に、中川はひとりの人物を紹しよう介かいしてきた。それが増岡だった。


　増岡は小学校の教きよう諭ゆをしている三十代半ばの男性で、礼人が書いている話を、子供たちに様々な物語を教えるために使用させてほしい、学校で配るプリントや、授業で引用したりしてもいいだろうか、と言った。


『自分たちが生まれ育った国で、語り継つがれてきた話を、こうして知る機会があるのはいいことだと思いませんか。それぞれの地域でどんなことがあったのか、どんなひとたちがどんな生活をしてどんなことを考えていたのか、伝承から学ぶことも多いと思うんですよ。文字離ばなれが進む子供たちに、こんなふうにわかりやすく物語を読むたのしさを教えてあげられるのは、すてきなことです』


　そう語る増岡は穏おだやかで、ほんとうに生徒のことを想っている笑えみを浮うかべていた。少なくとも礼人はそう感じたのだ。殆ほとんど趣しゆ味みでやっていることだし、拙つたない部分も多いだろうとは思ったが、それでもお役に立てるなら構いません、と増岡の頼たのみを受けた。それが一年くらいまえの話だ。


　そのときあったストックはすべて増岡にも渡していたが、また新たなものが欲しいと言われるとは思ってもいなかった。だがその依い頼らいはうれしい。すぐにというわけにはいかないかもしれないが、いくつかまたやってみたい話はあった。


　すこし気分が浮ふ上じようして、増岡へ、いくらか時間をくれれば大だい丈じよう夫ぶです、という旨むねのメールを返す。それからふいに、礼人は連れん鎖さして中川のことをまた思い出し、ひとつ忘れていたことがあるのに気が付いた。


（……そういえば俺昨日、会計してないんじゃ……）


　途と中ちゆうで抜ぬけたようなものだったし、あのときはそこまで頭が回らなかったが、思い出してよかった。だとするとだれかが礼人のぶんまで払はらってくれていることは間ま違ちがいないが、昨日の面子メンツからして、おそらく中川だろう。


　どんな顔をして会えばいいのかはまだわからないが、とりあえずメールで連絡を取ってみようと礼人は一度しまった携帯電話を再度取り出した。迷った末簡潔に、途中で帰ってすみません、という謝罪と、もし中川が礼人のぶんまで支し払はらってくれているのなら、ちゃんと返すから近いうちに会えませんか、ということを記す。


　あれからどうなったかとか、こちらがどうだとか、具体的なことには触ふれないことにした。それが自然だし、そうすれば中川も無理につっこんでくるようなことはしないひとだから、だいじょうぶだろう。


　道の先に見えてきたクリーニング屋の看板に、礼人は一いつ旦たん、ぐるぐるする思考を切った。


　顔かお馴な染じみの店の奥さんに、コートの汚よごれの説明をして、ほかのといっしょに袋ふくろごと渡す。控ひかえを受け取ると、すこし世間話のようなものを交わして礼人は店を出た。一度暖だん房ぼうの利いた屋内に入ったからか、歩くことで存外にあたたまっていた身体からだに、ふたたび冷気を感じて肩かたを竦すくめる。


　そこにさらに振しん動どうを感じて、礼人はちいさく、わっと声を上げた。また携帯電話だ。確かく認にんすると早々に中川からの返信が届いていた。内容を読んだ途と端たん、礼人はさらに、ええっと目を瞠みはる。


　───『おお、昨日はこっちこそ悪かったな。無事帰れたか？　今度は合コンじゃなくちゃんと呑のみに誘さそうから、懲こりずに相手してくれよな。奢おごるからさ。それとおまえのぶんの支払いだけどな、あれ俺じゃねーんだよな。払ってくれたの、深行なんだけど……どうする？』


「……どうするって……」


　どうしろと言うのだろう、と礼人は項うな垂だれた。


　自分が飲み喰くいしたぶんを、ひとに支払ってもらっておいて知らん顔はできない。だがだからといって、よりによって、どうしてそれがあの青年なのだ。


　そもそもどうして深行が礼人のぶんを出しているのだろうか。中川が出していてくれればよかったものを、ややこしくなることは目に見えているというのに……。


　深行は相当酔よっていたように見えたし、反対に中川はすこし酔いが醒さめていたようだった。


（……おもしろがってんじゃないだろうな、中川さん……）


　メールの文面は一見殊しゆ勝しようだが、これでは礼人が取るべき行動などひとつしかないではないか。


　深行の連れん絡らく先を訊きいて、立て替かえてもらった金を返す。それが最善だろう。逆さか恨うらみとわかっていながら、すこしだけ中川に恨うらめしい気持ちを覚えた。


　複雑な想おもいはまだなにも解決していないというのに、とそれでも返信を躊躇ためらっていると、手のなかの携帯電話が再度震ふるえて、礼人はどきんっと鼓こ動どうを跳はねさせた。気を抜いているとバイブレーションはたまに心臓に悪い。


　どきどきいう胸を押さえながら見ると、今度はメールでなく電話のようだった。だが登録している知人の名前ではなく、知らない携帯電話の番号が表示されている。


　院の研究関係の連絡は、すべてこの携帯電話にかかってくる。その中にはもちろん、電話帳に登録していない番号からのものも多々あった。だいたいはいつも固定電話からが多いが、携帯電話からかかってくることもないわけではない。その類たぐいだろうと予想をつけて、すこし迷ったが礼人はそのまま通話ボタンを押した。


「はい、もしもし」


『───すみません、そちら、叶野礼人さんの携帯電話で間違いないでしょうか』


　一いつ瞬しゆんの間のあとに、控えめなトーンで届いた声を耳にして、礼人は目を瞠った。


　そう多く聴きいたわけでもなく、そういくらも話したわけでもなかった。けれど忘れてしまうほど耳に残っていないわけもなかった。


　電波と距きよ離りを介しても、それがだれの声かは理解できて、思わず礼人は小さく口を開いた。


「……深行……？」











　礼人さん、とわずかにどこかほっとしたような声を、電話の向こうの人物───深行は上げた。


　当の礼人は、次のことばが出せずにいる。どきんどきんと、なぜか鼓動は高まるばかりだった。


『あの、礼人さん？　ごめん、いきなりでびっくりしたと思うけど……礼人さん？』


「え？」


『えーと……俺のこと、覚えてるよね？　昨日いっしょに呑んだ、有沢深行』


「あ、ああ、うん……覚えてる」


　礼人の心こころ許もとない反応に、深行のほうもすこし心配になったらしい。確認されて返事をすると、またちょっと安心したような息が伝わってきた。


『よかった。あ、つかあのさ、ええと、最初に謝っとく。礼人さんの電話番号、中川さんに勝手に聞いちゃったんだ。ごめん。どうしても……もっかい連れん絡らく取りたくて』


　謝罪しながら己おのれの意思を示すその声が、耳に近く響ひびいて、礼人はどうしてか逸はやってしまう胸をてのひらで押さえた。


　いきなり、直前まで考えていた人物から逆に電話がかかってきて驚おどろいてしまっているだけだ。落ち着こう、と自分に言い聞かせる。


『あの……礼人さん、俺ともう一度会ってくれないかな』


「……え？」


　沈しずめようとした先から、礼人は心臓を跳ねさせた。


（……な、なに……っ？）


『ちゃんと、会って謝りたいんだ。───昨日のこと』


　言われて、礼人は小さく息を呑んだ。


　それはつまり、昨夜自分がしたことを、深行は覚えているということだろうか。


（……謝る……）


　そうしてそのうえで、それが過あやまちだと認めたということ、だろうか。そう考えて、なぜか礼人は胸がきゅっと縮むような感覚を味わった。


『俺の話、聞いて欲しいんだ。礼人さんにとったら言い訳に聞こえるかもしんないけど、その、反省してて……悪いことしたって、思ってる』


　深行がことばを重ねるほどにその痛みのような刺し激げきが増して、礼人は困こん惑わくを深めた。深行はいたって誠実に、殊勝な態度で謝罪しているというのに、なにがこうも心を騒さわがせるのだろう。


　今朝自分は確かに、深行がこのことを覚えていないかもしれない、礼人のことを実は、こちらが思うほど気の合う人間だとは思っていなかったのかもしれないと、そんなことを考えて落ち込んだのではなかったのか。


　それなのになぜいま、謝られても完全に心が晴れないのか。考えてもわからずに、礼人が応こたえを返せずにいると、深行はさらに言い募つのる。


『礼人さんが怒おこんのも無理はないと思うんだ。でも、会ってきちんと謝りたい。……駄だ目めかな』


　小さく訊いてきた声が、あまりに沈んでいるように聴こえて、まだ困惑は残っているままだったが、なんとか礼人はことばを探した。


「……ええと、怒っては、ないよ。でも」


『でも、なに？』


「えーと、もういいっていうかね。その、深行がそこまで気にすることじゃないっていうか……」


　よく考えれば、男が男にキスをされたことくらい、たいしたことではない。ぐるぐるといままで自分を複雑な気持ちにしていたものを、無理矢理棚たな上あげする。そうすれば、いつまでも頑かたくなな態度をとるほうがおかしいような気もしてきた。


「そんなに謝ってもらうほどのものじゃないし……べつに俺は女の子でも、ファーストキス奪うばわれたわけでもないから、だからだいじょうぶだよ。深行がそんなに謝ることないから」


　半分冗じよう談だんのようなトーンに乗せて礼人は言ってみせたが、深行はまだ納なつ得とくいかないような声を出す。


『でも礼人さん、俺は』


「あのね、ほんとに、怒ってるとかないんだよ。こうしてちゃんと電話かけてくるのなんか、それこそすごい勇気いることでしょ。それで深行の気持ちはわかったし」


　とにかくもうこの話はおしまいにしたいと、ただそんな気持ちが強くなって、礼人は締しめくくろうとした。深行の誠意を慮おもんぱかりたいという気持ちも確かにある。けれどなぜか、蒸むし返せば返すほど、心のなかのもやは濃こくなるばかりで、これ以上この話題を広げたくなかった。


『……じゃあ、会ってはくれないってことか』


　だがぽつん、と深行が呟つぶやいたことばがどこか寂さびしげで、礼人は不思議に思う。なぜそんな声を出すのだろう。それではまるで、自分のしたことを許してもらうためじゃなく、会うこと自体が本来の目的だったように聞こえる。


「？　えと、深行……？」


『……やっぱ俺の顔はもう見たくない？』


「え？　あ、そういうんじゃなくて。単に俺はもう気にしないからっていうことだから、ね、あの……」


　沈んだような声に焦あせって、そんな深行の様子の理由はわからなかったが、礼人は懸けん命めいに弁解じみたことを口にしてしまう。口下手なほうでは決してないはずなのに、どうしてだかうまく言えないことがもどかしかった。


　深行はどうやら、礼人がやはり怒っていると思っているようだ。そうではないのだけれど、わだかまりがまったくないかといえばやはりちがうから、曖あい昧まいになってしまう。自分でもどうしたいのかわからない、というのがいちばん正直なところかもしれなかった。


　だが、それをどう伝えていいのかも、やはりわからない。そもそも自分はこんなに迷いながら会話をするような性格ではないはずなのに、どうしたことだろう。そう思うとさらに、礼人のなかの困惑は深まるばかりで、出口が見えなくなった。


『……すごい身勝手な話だってわかってんだけど』


　礼人が口ごもっていると、すこし躊躇うような間を置いて、深行が口を開いた。


『俺、もう一度、礼人さんとちゃんと会って話したいんだ。昨日あんまり話せなかったし、まあそれは、俺のせいもあるんだと思うけど。───お願いします、俺と会ってください』


「───……」


　静かだがどこか強い色を込めたような声で、そんなふうに言われ、礼人は思わず眉まゆを寄せた。急に圧あつ迫ぱくされたような感覚を胸に感じたからだった。けれどその苦しさは、不快ではない。


　礼人はふと中川のメールを思い出した。


　この電話のタイミングを考えてみると、あのメールの時点で、中川は深行に礼人の連れん絡らく先を訊きかれていたということではないのか。なら中川は、そのうえで礼人に「どうする？」などという問いを向けたきたわけだ。


（……やっぱおもしろがってるな、中川さん……）


　敢あえて展開を訊きはせずに、傍はたでたのしく成り行きを見ているつもりらしい。けれど、どんな意図で中川がそうしているのかは知らないが、彼はそう簡単にひとのプライバシーを漏もらすひとでもない。その彼が深行には礼人の連絡先を教えてやったということは、きっと中川なりに深行を信しん頼らいしているということなのだろう。


　そうして、礼人自身昨日深行へ感じた印象を思い返した。細かい気配りに驚きながらもうれしかったこと、屈くつ託たくのない笑えみに惹ひき付けられたこと、心地ここちいい空気を確かに共有したこと───。


　それは全部ほんとうに、礼人が深行に感じたことだった。その気持ちを思い出してしまえば、うずうずとする感かん触しよくが湧わき上がってくる。


（それは俺だって……もっと話したいって、そう思った……）


　そもそも自分はひたむきなものに弱いのだ。どうして深行がそこまで言ってくれるのか、それはわからないけれど。


　……会って、もう一度話したら、ずっと礼人を翻ほん弄ろうしているこのわけのわからないなにかの正体も、すこしは見えるだろうか。


『……礼人さん？』


　答えを待つ深行の呼びかけに、小さく息を吸って、礼人は口を開いた。


「───昨日の俺のぶんの会計、深行が払はらってくれたって聞いたんだけど……」


『え？　ああ───うん。でもそれは』


「払うよ、それ。ちゃんと返すから」


　え、と深行が声を上げる。


『礼人さん、それって』


「昨日のことはほんとにもう、いいし、そういうの抜ぬきで───あ、もちろんお金は返すけど。ただゴハンとかでもっていう誘さそいなら、断る理由はない、かなあ」


　わずかに喜色を含ふくんだような深行の語ご尾びに被かぶせるように、礼人は応えた。











　深行の行動は早かった。明日の日曜はなにか用事があるかという問いに、昼間はバイトがあると答えると、じゃあ夜、という話になった。


　深行お薦すすめの中ちゆう華か料理屋があるというので場所を訊くと、彼の通う大学のすぐそばらしい。大学は名前を聞けばだいたい場所もわかってしまう国立大だった。だが大学自体は休みなので、近くの駅で落ち合うことになった。


　礼人のバイト先は、小さな古本屋で、本好きの人間にとってはこれ以上ないくらい居心地のよい場所だ。個人の店ということと、中川の知り合いだということで紹しよう介かいしてもらったところだったのもあり、比ひ較かく的てきシフトの調整が利きくからとはじめたバイトだった。


　いつもならバイトが終わって小一時間ほどはうろうろと店内を物色してから帰る。だが今日は深行との待ち合わせの時間に合わせて早めにバイト先を後にした。


　バイト先も今回待ち合わせている駅も、家から大学までの沿線途と中ちゆうにあるので、家には戻もどらず、電車に乗り込んでそのまま向かう。


（……ちょっと早かったかな）


　駅について腕うで時ど計けいで時間を確かく認にんすると、約束した六時半にはまだ十五分ほど早かった。どの辺で待っていればいいだろうかと思考を巡めぐらせながら、指定された改札を出たときだった。


「礼人さん！」


　待っていたように呼びかけられて、驚おどろいた礼人は肩かたを揺ゆらすと声のしたほうを見み遣やった。


　時間帯のせいもあり、それなりにおおきな駅はひとで溢あふれ返っている。けれど、すこしきょろ、と見回しただけで、声の主を見つけることができた。


　頭ひとつ、とはいかないが背の高い青年は群衆のなかでもすぐに目に入る。長い脚あしを駆く使しして器用にひとの波を縫ぬい、深行はすぐに礼人のそばまでやってきた。


　目が合って、礼人は思わず跳はねた鼓こ動どうにびっくりして瞬まばたきをした。


　その黒い瞳ひとみが和なごむように笑みを浮うかべる。それは礼人が二日まえ深行に感じた好印象とかっちり重なった。それなのにどうして、こうも心臓が落ち着かないのだろう。


「よかった、ちょうどだった。俺もいま着いてさ……礼人さん？」


　不思議そうに顔を覗のぞき込まれて、礼人ははたと我に返った。


「え、あ、あーえと、ごめんね。ちょっと早かったかなって思ってたら声かけられたから、びっくりして」


「そっか、俺こそ大声出しちゃったから、驚かせてごめん。見失うまえにと思って……っと、礼人さん、こっち」


「え？　わっ」


　ふいに、軽くではあるが腕うでを摑つかまれ、礼人は声を上げた。くいっと引かれ、足が動くままに一歩深行のほうへ距きよ離りが近づく。背中にてのひらのぬくもりを感じた。


「ひと多いから、とりあえず外出ようか」


　そのことばで、通行人とぶつかりそうになったところを避よけさせてくれたらしいと悟さとる。だが急に近くなった声と体温に目を瞠みはったままの礼人をどう取ったのか、深行は、あ、と表情を変えた。


「ごめん、つい癖くせで……」


「ううん、俺ぼうっとしてたから……ありがとう」


　答えながら、癖とはどういうことだろうとも思ったが、礼人のことばに深行はほっとしたようにまた笑みを浮かべた。それよりも意識が向いていたのは、背中と腕に添そえられたてのひらの体温で、さり気なく離はなれていったそれを礼人は目で追ってしまう。


「五分くらい歩くけどいい？」


　そのままその手で深行は駅の外を指した。おおきな手だな、仁よりももうちょっと節張ってるかも……とぼんやりそんな感想を抱いだきながら頷うなずく。促うながされて歩き出しながら、ふっと、なにをまじまじとひとの手なんか観察してるんだろうという困こん惑わくに囚とらわれた。


（……やっぱどうにも俺、おかしい、よね）


　深行の行動に対する反応が、予想とはかけ離れた方向へばかり行っている気がする。それは先日初めて会ったときから感じているものではあったけれど、だからといってそれが不快かと訊かれれば、そうではないとも答えられた。


　どこか理由のわからない複雑さはあるのに、それでも、きっとこの人物とは相通ずるなにかがあるはずだという、純じゆん粋すいな興味に勝つことができない。自分はそんなにも、深行のなにに惹かれているのだろう。


　たとえばいまもこうして、よく注意して観察してみれば気が付くことはいくつもある。


　歩道を行くのに、さり気なく車道側に自分の位置を取って礼人が追いつくのを待っていてくれたり、狭せまい道を渡わたるときも車が通るのを察して声をかけてくれたり、意識して考えなければあたりまえのように受けてしまうような気き遣づかいばかりだ。


　さっきの駅構内で通行人との衝しよう突とつを回かい避ひさせてくれたこともそうだ。さかのぼればこのまえの呑のみ会のとき、飲みものが来たときの配はい慮りよだけでなく、コートを汚よごされた本人よりも先にシミを拭ふき取ってくれたこと、クリーニング代や店長の連絡先までもらってきてくれたこと。


　そういう小さな気配りに感じるものは素す直なおな好ましさだ。ひとつひとつ、気が付くたびに深行の印象にプラスされていくものは、礼人の心をやわらかにする。


　ひとに警けい戒かい心を抱かせない笑顔も、勘かんのいい態度も言動も、これまでの短い時間のなかで偽いつわりなくきちんと礼人のなかにある深行だった。


　けれど、どうしてか、それだけでないなにかがあるような気がしてならない。だけどそれがなにかが、まだわからないのだ。


（……って、まだ会ったばっかだろうに）


　再会してすぐにぐるぐる考えても答えなど出るはずもない。こうして、わからないことに惹かれてその先を求めようとするのは、理系のそれとはまたちがうが、研究者としての性さがのようなものかもしれないと、礼人は心のなかでひとつ息を吐はいた。


　とりあえず、そうして思考を巡らせるよりは、目のまえに本人がいるのだから、そちらに集中すべきなのは明白だ。


「礼人さん、バイト先からそのまま？」


　歩きながら深行が訊きいてくるのに頷く。


「うん。深行は？　バイト……じゃないよね。四年だって言ってたし」


「いや、俺もバイトだったよ」


　返ってきた答えに思わず「え？」と驚いた声を上げた礼人を見て、深行がおかしそうに笑った。まさか、と思った礼人の表情を読んだらしい。


「ちがうちがう。内定は一応決まってるよ。ただね、辞令がまだなんで、比較的いま時間もあるし。まえからやってたとこ、いま人手足りないからもうちょっとだけって言われて、続けてんだ」


「辞令？」


「あーそっか、学部言ってなかったっけ？　教育学部なんだよ、俺」


「教育学部？　じゃあ先生になるんだ。高校とか？」


　礼人の問いに、首を振ふって深行は笑えみを返した。


「いや、小学校。一応ちゃんと公立の採用試験には合格してます」


　軽い調子でそんなふうに言った深行だったが、その笑みはうれしそうで、彼がその職に就つけることを心底喜んでいるのだとすぐにわかる気がした。


「へえ、すごい。小学校の先生って、教えるの全教科だよね」


　よく考えてみれば同じ教師でも、中学や高校よりも大変そうだ。だがこの青年ならオールマイティな才能を持っていそうな気もすると思いながら、礼人は深行を見た。それにすでに教員免めん許きよはもちろん取得しているのだろうし、採用試験にも合格しているというのなら、その想像はそう間ま違ちがっていないのだろう。


「うーんまあ、すごいっつーか……。それなりに大変なんだろうとは思うけど、そんなのはどの仕事だっていっしょだし。たださ、知り合いの小学校の先生がいんだけど、そのひとが言うには、やっぱ小学校の先生にいちばんたいせつなのは、子供が好きかどうかってことだって、そう教えてくれて。なら俺、やれそうかなあって思ったんだよね」


　そう言って笑う深行の笑顔を見ていると、一昨日の夜礼人を惑まどわせたあの瞳は、錯さつ覚かくだったのではないかと思うほどに、好印象だ。まさに好青年、ということばがぴったりなほどで、小学校の先生、という職業が違い和わ感かんなく似合いそうだった。


「子供好きなんだ？」


「好きだねー。なんかさ、あれくらいの子供ってすげー予想外のことやったり言ったりすんだよね。それがなんかおもしろくて刺し激げきになるっつーか、惹ひき付けられる」


　答える深行も子供のようにたのしそうで、ふと礼人もつられて笑みが浮かんだ。


　こうしてなんでもない会話を交かわすと、やはりこの青年との空間は心地ここちよくて、初対面で感じた相あい性しようのよさは勘ちがいではなかったのだという確信まで持てる。


　まだなにも、礼人のなかの問題に対する出口は見つけられていなかったが、それでも、やっぱり会ってみたのはいいことだったかもしれない、という気持ちは浮かんできた。


「まあでも、辞令があるまではどこの学校になるかもわかんないんだけど。内示出るの三月だから」


「三月までどこの学校かわかんないの？　結構間があるね」


「そう。でも一応、二月に入ったら研修とかはあるし。とりあえず内示出るまでは自分でいろいろ勉強とかしないとって感じかな」


　話しているうちに目的の店に着いたらしい。ここだよ、と深行が示した店は、個人経営らしき中ちゆう華か料理店だった。どこか庶しよ民みん的で、それが味になっているようなこぢんまりとした店構えだが、礼人は好きな雰ふん囲い気きだった。


　朱しゆ塗ぬりの引き戸を開けた深行は、ここでもさり気なく先に礼人を店内に促し入れる。


　お薦すすめというだけあって、店の人間と深行は顔かお馴な染じみらしい。中もそう広くはなかったが、すでに席はほとんど埋うまっていた。予約をしていてくれたのか、出で迎むかえてくれた中年の女性と挨あい拶さつを交わした深行は、奥へと礼人を案内した。


　鮮あざやかだが派手ではない中ちゆう華か風ふう文様の衝つい立たてで仕切られていた座ざ敷しきへ上がると、メニューを差し出される。


「礼人さん、好ききらいとかあったりする？」


「うん？　俺なんでもだいじょうぶだよ」


「そっか、そういやこのまえも、料理結構なんでも食べてたな。じゃあ、なんにする？　好きなの注文していいからさ」


　深行が言う「このまえ」はもちろん一昨日のことだろう。よくそんなとこまで見てるなあと、やはり深行の視界の広さに感心する。だが、手書きらしいメニューを眺ながめていた礼人は、続いた深行のことばに顔を上げた。


「俺奢おごるから、腹はら一いつ杯ぱい食べていいよ」


「え？　ちょ、そういうのなしって」


「礼人さん」


　思わず声を上げれば、深行はそれをゆるく遮さえぎるように礼人を呼んだ。それでもそのどこか真しん剣けんな声と、ひた、と合った視線は、また礼人の心臓を騒さわがせる。黒い瞳ひとみをまっすぐに礼人に向ける深行は、そのまま口を開いた。


「ごめん、礼人さんの気持ちもわかるけど、でも、一回だけ。ちゃんと俺に謝らせてくれないかな。そうしたら、もう蒸むし返さない」


「……もう、電話で謝ってもらったよ？」


「あんなの謝ったうちに入んないよ。つかほんとうは……俺のわがままなんだけど。ちゃんと礼人さんの顔見て謝って、……その、許してもらいたかったんだ」


「え……？」


　わずかに深行の瞳が揺ゆれたような気がして、礼人は瞬まばたいた。言われたことばにも、すこし驚おどろく。


「電話だと、礼人さんの声は聴きけても、顔は見られないだろ。もういいよって言われても、それがほんとうに礼人さんが許してくれたことばなのかどうかは、わかんないからさ……。直接会って顔見て、それできちんと、礼人さんの気持ちを自分で確かく認にんしたかったんだ」


　どうしてそこまで、と思った礼人の心のうちがわかったのか、深行は小さく苦く笑しようして続ける。


「あの日さ、俺ほんとに礼人さんと話してたの、たのしかったんだよ。あんまり時間はなかったけど、でも純じゆん粋すいに、もっと礼人さんと話したい、こんな呑のみ会じゃなくて、普ふ通つうに会っていろいろ遊んだりしたいなあって思った。だから、あれっきりにしたくなくて」


　昨日の電話でも似たようなことを言われ、そして自分も同じことを思っていたと礼人自身もう認めている。けれど直接また告げられたことの効果は、予想外におおきかった。じんわりと滲にじんでくるうれしさに心が揺れる。


「言い訳だってわかったうえで言わせてくれる？　俺、酒駄だ目めなんだ。呑むとちょっと箍たがが外れやすくなるっていうかさ……酒さけ癖ぐせあんまよくなくて。その自覚はあるからなるべく呑まないようにはしてんだけど、厳密には呑めないわけじゃないから、たまにああして失敗しちゃうってか……」


「……覚えては、いるんだ？」


「……うん。記き憶おくはいつもはっきり残ってるから……だから余計、申し訳ないっつか……その、迷めい惑わくかけて、すみませんでした」


　ことばと同時に、深行の頭が下がる。深くはないが礼人からその表情は見えない。けれどたぶん、想像とそう遠くない様子なのだろう。明るく気の利きく青年の笑顔はなく、きっと、眉まゆを寄せて真剣な顔をしている。


（……ああ、もう───）


　心のなかでだけ、礼人は嘆たん息そくした。


　そもそも、もういいから、と最初から自分は言っているのだから、こんな状態になっていること自体は不本意なのだ。


　それでも、これだけひたむきにことばを送られて、どうしてこれ以上つっぱねることができるだろうか。きっとこの誠実な青年は、自分が頷うなずかなければその形のいい頭を上げてはくれないのだろうし。どうせ昨日の礼人のぶんの会計だって、受け取ろうとはしてくれないのだろうという予想もつく。


　ばらばらなふたつの印象を与あたえてくれていた深行の人物像が、いまになってすこし固まった。一見欠点のなさそうな好青年のひそかな弱点だと思えば、かわいいかもしれない。むしろいいところばかり目に付くよりは、つき合いやすい。


　そう思って、礼人はすでに自分が、彼とこれから先さらに交流を深める気でいることを自覚した。なら、もう自分が取るべき態度はひとつだ。


「……奢ってもらったら、もうそれで終わりだからね」


「え」


　礼人の曖あい昧まいな言いかたに意味を摑つかみきれなかったのだろう。ばっと顔を上げた深行を待ってましたとばかりに、礼人は笑いかけた。


「おとなしく奢られてあげるから。そうしたらもう、謝んないって約束。それですっきりもう、この話はおしまい。あとはたのしくやってこうよ」


　結局もうなにを許してるのかわかんないな、と思いながらもそう言った礼人に、深行の表情が変化した。


「わかった、約束する。……ありがとう、礼人さん」


　それは本人の意識しないところで滲んでしまったような、じわっとした笑え顔がおだった。ただうれしいという感情を表すだけの笑みは、いままで見た深行の笑みとはまたすこしちがったけれど、それもまた、青年に惹かれる理由のひとつになってしまったことだけは確かだった。


「礼言ってる場合じゃないよ。言っとくけど俺、こう見えて結構食べるからね」


「あー、それはこのまえ見てて思ってたからだいじょうぶ」


　そんな自分の思考がふいに恥はずかしくなって、茶化すように言った礼人に、深行はするっと調子を合わせてくれる。


「それに俺、むしろそういうひとのほうが好きだけどな」


　それどころかそんなことまで言って、悪戯いたずらっぽく笑った。


「好ききらいなくて、なんでもおいしいって食べるひと見てんのは、気持ちいいよ。作る側だってうれしいしさ」


　一いつ瞬しゆんからかわれているのかと反論しかけた礼人は、口を噤つぐんだ。


　きちんと態度を切り替かえてくれるその気き聡ざとさは好ましいが、その臆おく面めんのなさは天然なのか計算なのか。おそらく表情を見るに後者なのだろう。それでも悪意は感じないから、向けられることばに奇き妙みような恥ずかしさが襲おそってきてしまう。


　思えばさっき礼人に謝罪しているときから、案外にストレートな物言いを深行はしていた。


　それなりにひねくれている自覚もある礼人にしてみれば、どう反応していいのやらすこしだけ迷ってしまう。


「……そういうこと言うと、ほんとに遠えん慮りよ無く注文するよ」


「どうぞ。ここハズレってないくらい、旨うまいもんばっかだから。安心していいよ」


　微び妙みように論点のずれた……たぶんわざとずらされたその応こたえに、やはり彼の細かい気き遣づかいのうえで向けられたことばばかりなのだとわかる。礼人が逆に気にすることのないようにしてくれているのだろう。


　深行が浮うかべた笑みは、さっき無意識に見せてくれたそれとはちがって、またあの朗ほがらかでひとをほっとさせるようなものに戻もどっていた。


　ひとの気持ちを慮おもんぱかるのがうまくて、さり気なく聡いうえに勘かんがいい。けれどそれは押しつけがましくなくて、気が付けば与えられているような、心地ここちのいいものだ。それを嫌いやみに思わないのは、酒に弱いという意外な弱点を知っただけでなく、その笑顔の内側に潜ひそむ配はい慮りよがわかってしまったからだろう。


　それもまたひとつ、礼人のなかの深行の印象に積み重ねられていく。消えたわけではない心の中のもやもやも、いまはもうひっそりとなりを潜めていた。











　料理はほんとうにおいしく、久しぶりに食べた中ちゆう華かは礼人の心もお腹なかもめいっぱいに満たしてくれた。


　デザートまでつけてもらって食事を終えたあと、深行はまた駅まで送ると言い出した。


「え、わざわざいいよ？　道ならもうわかってるし。深行は電車使わないんでしょ？」


「うん、電車は使わないんだけどさ。実はチャリ預けてる」


　ほら、と深行がジーンズのポケットから出してみせたのは、自転車の鍵かぎらしきものだった。


「え？　駅に預けてんの？」


「そう。いまんとこ俺の主な交通手段だから、チャリ。どのみち、取りに行かなきゃなんだよね」


　ないと困る、と笑う深行はたぶん、最初からそのつもりだったのだろうとは予想がついた。


　礼人を駅に迎むかえに来たときに預け、わざわざ歩いて案内してくれたということだ。確かに自転車と徒歩ではいっしょに行くのはむずかしいが、ならば自転車は押していけば余計な金を使うこともなかったのではないだろうか。そうも思ったが、言ってもまたなにかしらもっともらしい理由ではぐらかされてしまう気もした。


　この時点までそれを明かさずにいたのも、それが礼人を送る理由にもなるからだろう。


（……どこまで見み越こして気回してんだろ）


　こんな扱あつかいをされたら、女の子なんかはすぐにオチるのではないだろうか。


（でもあの合コンにいたってことは、彼女はいない、のかな……？）


　礼人にはその辺はよくわからないが、彼女がいても合コンに参加する男はいるらしい。けれど少なくとも深行はそんなタイプには思えない。


　だとすればやはり深行はいまフリーなのか。そう思うと、それはそれで不思議だ。これだけ性格がよくて、子供好きで、見た目だってそれなりに格好よくて、なぜ恋こい人びとがいないのだろうか。


（……あ）


　ふと、忘れていた彼の酒癖のことが頭を過よぎる。まさかそれが理由だとは思えないが。それでもあのできごとを考えれば、このまえの呑み会で深行がだれか女の子と仲よくなるのは、ちょっとむずかしかったかもしれない。あんなことをされた礼人もそうだが、した深行にしてみても、あれで食いついてくる女の子はいないだろうということくらいわかった。


　すこし気にはなったが、その辺を訊きくためには、自分から封ふう印いんした話を蒸むし返すことになってしまう。それになんとなく、わざわざそこまでして知りたい話にも思えなかった。


　たまたま、いまいないだけで、すこしまえに別れたという可能性だってあるだろう。ならすぐに次の彼女が見つかる可能性も高い。


　深行に彼女がいてもいなくても、そんなもの自分には関係ない話かもしれないけれど……。


「礼人さん？　どうかした？」


　ぼうっとそんなことを考えていたからか、深行のことばに対する反応が薄うすくなっていたらしい。怪訝けげんそうに顔を覗のぞき込まれて、慌あわてて礼人は首を振ふった。


「あ、ごめん、ちょっとぼうっとしてただけ。なんでもない。それより、自転車ってことは、深行の家って駅から距きよ離りあるの？　あ、でもバイト先から来たんだっけ」


「うん？　バイト先もそう遠くはないけど、アパートのが近いよ。チャリだったら十分もかかんないかなー。徒歩だとその倍くらいだからもうちょいかかるけどね」


　誤ご魔ま化かされてくれたのか、深行は笑みを浮かべるとそう答えた。けれどその目がじっとこちらを見るのに、わずかに鼓こ動どうを高鳴らせてしまう。


　どうにも自分は、この黒い瞳ひとみに見つめられるのには慣れないようだ。会った当初からその傾けい向こうがあったのは確かだが、それ以上にたぶん、連れん鎖さして思い出してしまうものがあるからだろう。ひどく近い距離で感じたそれを無意識に脳が甦よみがえらせるのだ。


「ねえ、礼人さん」


「え？　なに？」


　覗き込まれたまま名前を呼ばれて、すこし顎あごを引いてしまう。深行はわずかに躊躇ためらったような間を見せてから、口を開いた。


「……会ってすぐこんなこと言うの、どうかとも思ったんだけどさ」


「……なに？」


　その言いかたにまたどきっとして、視線を返すと、深行は足を止めた。つられて礼人もその場に立ち止まる。


「礼人さん、国文学専せん攻こうだって言ってたよね？……それで頼たのみがあるんだけど」


「頼み？」


　礼人の専攻や研究の話は、さっき食事中に軽く話題に出た。その確認をされて頷うなずきながらも、続きを待つ。


「うん。───礼人さん、俺に家庭教師やってくんない？」


「……え？　家庭教師？」


　オウム返しに問うと、頷いて深行は続ける。


「俺、どっちかっつーと理系で、国語とかそういうのは、ほんとはそんなに得意じゃないっていうか……。一応それなりに勉強はしてんだけど、いまいち不安で。だから礼人さんにいろいろ教えてもらえないかなって思ってさ」


「って、でも俺、べつにひとに教えるほどのものは持ってないよ？」


「でも、確実に俺より国語には強いだろ？　俺自分で詰つめたいところまとめてくるから、アドバイスとかくれるだけでもいいんだ。もしちゃんと辞令下ったら、一年目から担任とか任せられることもあるかもしんないしさ、ちょっとでも苦手なとこなくしときたくて」


　駄だ目めかな？　と深行はまっすぐに視線を向けてくる。だからその目は反則だって、と礼人は内心で声を上げた。


「もちろんちゃんと礼もする。礼人さんも忙いそがしいだろうってわかってんだけど、一ヶ月くらいの間でいいから、考えてみてくんないかな」


　深行がどれだけ、これからの自分の仕事に対して真しん剣けんなのかはすぐにわかる。けれど深行にいま頼たよりにされてうれしいと思う気持ちと、なぜか相反してどこかがっかりしたようなさみしさがじんわり胸を覆おおうのはどうしてだろう。


　そんな複雑な想いを感じて、礼人は自分が、深行から純じゆん粋すいに次に会う約束を取り付けられることを期待していたのだと気が付いた。ただ普ふ通つうに、ごはんでも買い物でもいい。そういう他愛ない誘さそいを待っていた自分を思い知らされて、いたたまれないような気持ちが襲おそった。


（……なに考えてんの、俺は）


　こんなふうにいちいち次の約束なんか取り付けないのが普通だ。周りにいる友人や先せん輩ぱい後こう輩はいのだれとでも、普ふ段だんはそうだ。それなのに、次が待ち遠しいみたいな変に逸はやった気持ちになるなんて、おかしい。


　静かに困こん惑わくする胸のうちを、それでも表に出さないようにと抑おさえながら、礼人は口を開いた。


「……お礼とか、そういうのはべつにいらないけど」


　ぱっと深行の瞳が期待にか輝かがやく。それでもその光を向けられるのは嫌いやではないと、そんなことを思った。断ってしまってそれが無くなるよりはいいと、頭の中でこの先のスケジュールを思い出す。


「わかった、いいよ。週一くらいでいいなら、たぶん時間は取れると思うから」


「ほんとに？　ありがとう、礼人さん！」


「ただしそんな過大な期待はしないでね。俺にわかることは教えてあげるけど……っわ！」


　ふいにぎゅっと手を握にぎられて、礼人は声を上げた。


「だいじょうぶ。教えてくれるひとがいるってだけで、すげー心強いから」


　もう一度、ありがとう、と言う深行の笑え顔がおはほんとうにうれしそうだった。


　そんなに喜んでもらえるほどのことではないのにと思いながらも、握られたままの手を取り戻もどすことがなぜかむずかしかった。











　俄にわか家庭教師一回目の日も、また駅で待ち合わせることになった。迎えに来てもらうのは手間ではないかと思ったのだが、深行のアパートの場所を知らないのだから仕方ない。


　結局なんだかんだで、自分は深行の言動に最初から流されているなということに、ふと気が付いたが深くは考えないことにする。


　懐なつかれたり頼られたりすることには、案外弱いこともほんとうなのだ。そういうときは自分も長男だったな、という気になるからなんだか複雑だ。


「礼人さん、こっち」


　前回来たときから一週間ぶり、同じ改札口を抜ぬけ駅構内から出ると声をかけられた。目をやると自転車をひいた深行が手を挙げている。


「礼人さん、運動神経ある？」


「……出会いざまどういう質問なの、それは」


　礼人の返事に、深行は笑って「これ」と自転車を指した。今日初めてみる深行の自転車はネイビーカラーの小型のものだった。おそらく折りたたみ式だろうと思われるが、それがどうしたのかと視線を返す。


「礼人さん後ろ乗っけてこうと思ってんだけど、ふたり乗りって結構バランス感覚大事だからさ」


「え？　これふたり乗りできるの？」


「一応荷台ついてるからね。できそう？」


　すこし揶揄からかうような響ひびきで訊かれ、礼人はきっぱりと頷いてみせた。


「運転するのは深行なわけだよね？　だったら俺は後ろに乗ってるだけだし、全然だいじょうぶでしょう」


「まあそうなんだけど。それって俺のこと、信用してくれてるってこと？」


「おお、深行はプラス思考だねー」


　じっといつもの黒い瞳に見つめられ、内心では鼓動を跳はね上げながらも礼人は茶化して返した。べつに深行も本気で訊きいているわけではないことくらいわかるから、この反応で間ま違ちがっていないはずだとは思ったが、やはりその瞳にはなぜか心しん拍ぱく数すうを上げてしまう。


　いつもの顔を保てそうになくなるような妙みような感覚が襲うのは、いちいち心臓に悪い。これだけはどうにか免めん疫えきをつけたいとそんなことを思っていると、小さく笑った深行は自転車に跨またがり首を捻ひねった。


「いいけどね。もちろんもとから礼人さんには怪け我がさせるつもりないし。はい乗って」


　さらりと言われたことばに、一いつ瞬しゆんどう返していいのかわからずにいた礼人に笑って、深行は再度「ほら乗って乗って」と促うながしてくる。はっと我に返って言われるまま小さな荷台に乗った。


「ちゃんと俺の腰こし、摑つかんでてね」


「え？　腰？」


「摑まってないと危ないよ。あ、脚あしは巻き込まないように引っかけててね」


　言われて素す直なおに腰のあたりを摑み膝ひざを曲げると、「じゃ出発」と深行はぐいんっとペダルに乗せた足に体重をかけた。その割にはたいした反動もなくスムーズな走り出しで、ふらつきもしない。安定したバランスを保って、自転車は進んだ。


（……意外とたらしだよね。ああいうのはちょっとなんか、ずるい、よねえ……）


　ふとさっき言われたことを思い出して、そんなことを思った。


　後ろの自分から深行の横顔はほとんど見えないが、バランスのいい造形をしていることはわかる。近づきがたい秀しゆう麗れいさではなく、どこか手の届きそうな雰ふん囲い気きを与あたえる、ひと好きのする容姿を、改めて背後から観察した。


　モテはするが自分からがっつきそうなイメージはなかったものの、すらっとあんなセリフが出てくるなんて、それなりにやはりこなれているようだ。しかもそれに反応できなかった自分がちょっと悔くやしい。あれではまるで、女の子のようにときめいてでもしまったかのようだ。


（……いやいやいや、まさか）


　確かに自分は深行のことを好ましく思っている。それにことあるごとになんだかどきどきしてしまってはいるが、その辺はたぶん、次から次に見えてくる深行の意外なところに驚おどろいているだけだと、慌あわてて自分に弁解した。


　無む邪じや気きかと思えば大人びていたり、爽さわやかかと思えば多少黒かったり、いろんな笑顔を浮うかべる彼は、そのどれもが印象深い。それでも元来のまっすぐな光のようなものは失われることなく、深行という青年を彩いろどっているから不思議だった。


「あ、俺んち行くまえに、ちょいスーパー寄ってくね」


「スーパー？」


「晩の買いもんしてこうかなと思ってさ。礼人さんなに食べたい？」


　訊かれて、礼人は瞬またたくと深行を見た。


「え？　俺？」


「うん。晩飯喰くってってよ、時間だいじょうぶなら。俺作るし」


　大学で昼から試験監かん督とくの臨時アルバイトをしてきた礼人は、そのままこちらへ向かったので、いまはもう五時を過ぎている。夕飯はすでに仁にはいらないと言ってあるが、とくにどうしようとは決めていなかったので、この申し出はうれしかった。


「えー、ほんとに？　それ助かるなあ、どうしようかなって思ってたんだよね」


「せめて授業料代わりにどうぞ。礼人さんいらないって言うんだもんなあ」


「ちょこっと見るだけなのにもらえないでしょ。それに俺べつに、お金が欲しいから受けたわけじゃないし」


「あ、俺のため？」


「深行自じ炊すいするんだねー。えらいえらい」


「あ、スルーされた。しかも子供にするみたいな褒ほめかただなーなんか」


　とんとんと弾はずむ会話が心地ここちよくて、笑いながら礼人は、すこし拗すねたような声の深行の背中を軽く叩たたいた。


「感心してるんだよ。俺家事は苦手だからねー。それだけじゃないけど、深行はしっかりしてるなあって思ったの」


「そう？　やっぱ家出てもなかなか長男気き質しつ抜ぬけないからかな」


　深行の口から出たことばに、礼人は一瞬目を瞠みはって訊き返した。


「深行、長男なの？」


「うん。あれ、見えない？」


「いや、ううん、納なつ得とく。何人兄弟？」


「みっつ下に弟と、あと小四の男女双ふた子ごがいるから、四人兄弟。下ふたりって母親が再さい婚こんしてから生まれてんだけど、歳離はなれてるからかすげーかわいいんだよね。もちろんすぐ下のもかわいいし差はないけど。でも、考えてみれば俺が子供好きなのって、その辺がいちばん影えい響きようしてる気がすんなー」


　弟妹たちのことを話す深行はとてもたのしそうだった。ほんとうにかわいがっているのだろう。顔は知らずとも、深行と彼の弟妹が仲よく笑い合っている風景が想像できそうだ。


（……それにしても、親の再婚で四人兄弟なんて、ウチとちょっと似てる）


　異父兄弟がいることを、なんでもないことのように言ったのは、それがほんとうに深行にとって気にするようなことではないからだろう。べつに礼人も特別視している事こと柄がらではないから不思議ではないが、ただ深行は、こうして話を聞いてみればとても理想的な長男のように思えた。


　半分しか血の繫つながっていない弟妹たちも実の弟も分け隔へだてなくかわいいと、他人に言える情の深さもそうだし、彼の明るく世話好きな性格もきっとずいぶん懐かれ頼たよられているのだろうとわかる。


（環かん境きようは似てて同じ長男でも、俺とはだいぶちがう、なあ……）


　微び妙みようなコンプレックスを刺し激げきされて、そんな苦く笑しようめいたことが心に浮かぶ。だがだからといって、変な羨うらやみかたを深行に持ちたくはなかった。


　確かに深行は、礼人がこうであればと思う長男像にひどく近いものがある。けれどそうなりたいと言ったところで、自分の裁量を自覚している礼人は、それが土台無理な話だとは理解しているし、深行みたいになれるとも思ってはいない。そもそもタイプがまったくちがうのだ。


　それよりも、妙な意識をして深行の存在を遠くしたり、淀よどんだものを含ふくんだ目でなど見たくなかった。それに、そんな妙なコンプレックスを知られたくないという気持ちもある。


「じゃあ深行が家出てるの、弟くんたち寂さびしがってるんじゃないの？」


「んーでもまたそれがかわいいんだよな。すぐ下のはもう地元の大学に上がってるしそうでもないけど、ちびたちはなあ……。にしても泣かれるのは弱いから、一応暇ひまを見ては帰るようにはしてんだけどね」


　親バカならぬ兄バカといった感じで、深行のまた新しい一面を見た気になっているうちに、スーパーに着いた。


　ふたたびメニューを訊かれたが、深行がいったいどの程度の料理の腕うでなのかがわからず迷う。仁に注文するのと同じに考えては駄だ目めだろうとは思ったが、なんでも言ってよと促され、ならばと和食が食べたいとリクエストしてみた。具体的なものは思いつかないので考えてくれと言って、あとは深行に任せることにする。どのみち店内を見ても礼人には品の善し悪あしもわからないし、ならば深行がいいと思ったものを作ってもらいたかった。


　スーパーを出てまた自転車で五分もかからず着いた深行のアパートは、二階建てのこぢんまりとしたものだったが、築年数は新しいらしく小こ綺ぎ麗れいだった。二階のいちばん奥が深行の部屋で、室内はどうやら１ＤＫの間取りになっている。


「どうぞ、上がって」


　促されて上がった玄げん関かんを入ってすぐはダイニングキッチンで、五帖じようほどはあるだろうか。そのキッチンを挟はさんで南側にどうやら風ふ呂ろや洗面所などの水回り、そして奥の北側にひと部屋あるようだった。


「お邪じや魔ましまーす。……ん、すごいきれいに片付けてるね」


「癖くせなんだよね、置きっぱにしてても案外すぐ片しちゃうっつーかさ」


「ああ、弟くんたちの世話で慣れちゃってるんだ」


　深行のことばに、そういえばまえにも───二回目に会ったあの日、駅で礼人を通行人から避よけさせてくれたときにも同じように「癖で」と言っていたことを思い出した。あれは弟たちといるときの行動が出てしまったという意味だったのかと思う。彼の弟と同じ扱あつかいかと思えばすこし情けないが、礼人がぼうっとしていたのだから仕方ない。それに深行はたぶん自分で言っていたように無意識での行動だったのだろうし、そういう彼の配はい慮りよを好ましく思っているのも確かだ。


　本や雑誌、テキスト、メモ類、ファイルなどの学生業に欠かせないものはたくさんあるが、すっきりとまとめられていて、男のひとり暮らしにありがちな不潔さは感じられなかった。だからと言って生活感がないというわけではなく、それなりに雑然とした部分とうまい具合に折り合いがついている。青や紺こんなどのシックな色合いだけでなくホワイトカラーの家具などもバランスよく配置されているからか、暗い雰囲気もない。深行という人間がそのまま反映されているような部屋に思えた。


　キッチンもきれいに整せい頓とんされていて、きちんと使っているからこその整然さが窺うかがえる。とりあえず夕飯を食べてから勉強ということにしたが、手伝うと逆に邪魔になるかと礼人は傍ぼう観かんを決め込むことにした。


　手て際ぎわよく準備を進めていく深行の作業は、手慣れたもので、見ていてたのしい。家でもたまに仁がキッチンに立っている姿を意味もなく眺ながめていることがあるくらい、ひとが料理をする姿というのが礼人は好きだった。自分にできないからこその羨せん望ぼうと尊敬がなぜか心地いいのだ。


　結局献こん立だては、鯖さばの煮につけ、豚とん汁じる、だし巻き卵、ほうれんそうのおひたし、ちくわの磯いそ辺べ揚あげ、といった素そ朴ぼくなものになったが、どれも驚くほどおいしかった。仁の料理に慣れた舌でも、深行の作った食事は礼人を満足させてくれ、お礼代わりというにも充じゆう分ぶんすぎるほどだった。


　もしかしたら自分は意外と餌え付づけされてしまうタイプかもしれないと、そんな馬ば鹿かなことを思ってひとり苦笑しつつ、せめて片づけはと買って出ることにする。これくらいは家でもよくやるし、失敗するということもなかった。


　その夕飯のあと、軽く深行がまとめてきたものにアドバイスをしたりと、本来の目的を終えた頃ころには、結構な時間になっていた。


「礼人さん、ひとに教えるのとかってうまいね」


「え？　そう？」


　コーヒーでも淹いれてくるとふたたびキッチンに立ち、戻もどってきた深行に、意外なことを言われて礼人は首を傾かしげた。


「うん。向いてんじゃないかなあ、そういうの。丁てい寧ねいだけど的確っつーか、わかりやすい」


「……役に立てたんならよかった。それより深行のごはんもおいしかったよ。うまいね、料理」


　ストレートに褒められて、いささか照れながら話を変えて笑えみを返すと、深行は向かいに座って同じように笑う。


「ほんと？　やっぱ食べてくれるひとがいると作り甲斐がいがある。ところで礼人さん、次いつが時間取れそう？」


「時間？　あれ、来週じゃ駄目だった？　次のカテキョー」


　一応週一ということに決まったのではなかったのかと見返すと、深行は「ちがうよ」と首を振ふる。


「そうじゃなくてさ、どっか遊びに行けないかなと思って。映画とか、ふつうに買いもんでもいいけど」


「遊び？　俺と？」


「あれ、なんでそんな意外そうな顔すんだよ。俺このまえ言ったじゃん、礼人さんとはもっと話したり遊んだりしたいって。もともとそっちが本命なんだけど」


「え、えー……？」


「ちょっとちょっと礼人さん？」


　困こん惑わくしたような声を出す礼人に、深行は眉まゆを寄せてテーブルの向こうから身を乗り出した。


「まさか俺が自分の勉強のためだけに礼人さんにカテキョー頼たのんだなんて思ってる？」


「え、いやー、そうじゃないんだけど」


　と礼人はことばを濁にごした。


　遊びの誘さそいじゃなかったことを残念がっていたのだから、似たようなことは思っていたことになる。それでもうすっかり、純じゆん粋すいに遊ぼうと言われることなど想定していなかったこともほんとうだし、けれどやっぱり、こんな用事付きでなく会いたいと思っていたことも、ほんとうだ。


　だがそれをそのまま言ってしまえばひどく恥はずかしい責めかたにもなってしまうのでは、という思いも浮うかんでくる。自分は遊びたかったのに誘ってくれなかったじゃないかと、そう言ってしまうようなものではないだろうか。そもそも、ならば自分から誘えばいい話ではないのかという声も頭の隅すみを過よぎる。


　そうやって礼人が迷っているうちに、深行は首をかくんっと俯うつむかせた。


「うわ、ショックだー……」


「え、ええ？　わー、ごめん深行、そうじゃなくてね？　あの、なんていうか」


「伝わってないってことだよね？　俺が言った礼人さんにもっかい会いたかった理由とか、そういうの……」


「いや、知ってる。ちゃんと覚えてるよ。深行が俺とちゃんと会って話したいとか言ってくれたことは、うれしかったし。……俺だって深行とはもっと話したいって、思ってたから」


　それでもただ誤解を与あたえたままにはしたくないと思いながらそう言う礼人に、深行がふっと顔を上げた。じっとまたあの黒い瞳ひとみが礼人を捉とらえる。それに性しよう懲こりもなくどきっとしながらも、視線は逸そらさずに見返した。


「それ、初めて聞いたかも」


　深行の呟つぶやきに、礼人は「え？」と訊きき返す。するとじわっと、深行の顔に笑みが浮かんだ。


「礼人さんも俺と話したいって思ってくれてたって、初めて聞いた。……よかった」


「……あ、そうだっけ？」


　そういえば口にはしていなかったかと、その笑顔にまた騒さわぐ胸を持て余しながら思い返す。


（なんでいちいち俺はどきどきしてんの、もう）


　深行は、そうだよ、と頷うなずくと滲にじむような笑顔のまま続けた。


「俺結構強ごう引いんに約束とりつけたかなっても思ってたからさ、ほんとは嫌いや々いや礼人さんがつき合ってくれてるんだったらどうしようって、ちょっと心配だったんだ。だからうれしい」


「……ほんとに嫌だったら断ってるよ。俺これでもはっきりしてるから」


「うん、知ってる。でもそこが礼人さんらしくていいよね」


　だからどうしてそうさらりと、臆おく面めんもなくひとが照れるようなことを言えるのだろうか。どうにもやはり、深行といるといつもの調子が出ないと思いながら、それでもそれは嫌な気持ちではなかった。たびたび感じるその複雑な想おもいは、いったいなにを示しているのだろうか。


　けれどそんな疑問を突つき詰つめていくにはまだ、わからないものが多い気もしていた。


「じゃ、相思相愛だってわかったところで、遊びの約束しようよ」


　冗じよう談だんめかしてそんなふうに誘われて、ようやく礼人は笑みを漏もらした。いまはまだ、わからないなら先送りするほうがいいのだろうと、そう思って深行のことばに頷いてみせる。


　そうすれば純粋に、次の約束をたのしみに思う気持ちが湧わいてくる気がした。











　結局、それから週一の家庭教師に加え、純粋に呑のんだり遊んだりといった機会を含ふくめると、多いときには週二日から三日、深行に会うようになった。


　だが、授業で発表するための論文の作成、そのための資料の読解、修士論文の準備、さらにバイトなど、やるべきことはたくさんあったし、課題も多い。その合間を縫ぬってこのペースで深行と会うことは、礼人のスケジュールをいささかタイトにはしていた。


　だが無理をしているつもりではなく、会いたいから会うことに、もちろん苦しさなど感じない。相変わらず、ふいに深行の言動に鼓こ動どうを跳はね上げてしまう自分に戸と惑まどうことはあった。けれどそれを補ってなお、深行といる空間は心地ここちよく礼人を包んだし、特定のだれかとこうして頻ひん繁ぱんに会うことがこれほどたのしいと思ったことも、いままでになかったことだった。


　そうしているうちに修士一年目も終わりに近づき、二月に入って十日以上を過ぎた。とりあえず今日のゼミが終われば、数日後には春休みだし、すこし時間も空くだろう。修士論文の準備は休みの間も進めていかなければならないが、いままでよりはましだ。


「あら、寝ね不ぶ足そく？」


　大学へ向かうまえに、久しぶりにランチをと約束していた理帆と落ち合いそう訊かれて、礼人は、んー、と生返事をした。


「今日のゼミで発表するやつのレジュメが、うまくまとまんなくて……気が付いたら朝だった」


「礼人にしては珍めずらしくない？　取りかかり遅おそかったの？」


「んーまあ……」


　理帆が最近見つけたのだというカフェは、自然食が売りのようで、ランチの最初に出てきた枝豆のスープがまろやかな味で胃にやさしかった。朝食よりも仮か眠みんを取ったので、本日初めての食事にはちょうどいい。


　あふ、と欠伸あくびをする礼人を眺ながめて、理帆が首を傾げるようにじっと視線を送ってくる。


「忙いそがしいの？　にしてはなーんか……」


「ん？」


　視線を返す礼人に、理帆はその猫ねこのようなおおきな目で探さぐるような眼まな差ざしを向けたかと思うと、とんでもないことを言い出した。


「もしかして礼人、恋こい人びとできた？」


「……は？」


「もしくは単に好きなひと？　どうなのよ？」


「……なに言ってんの。俺に〝色気がない〟って言ってたのはどこのだれですか」


　いきなりなんの話だと目が覚めた。どこからそんな思考になったのかと呆あきれ半分で返すと、理帆は「そうなんだけど」と言いつつも、まるで観察でもするかのように礼人をじっと眺めている。


「でもねえ……寝不足が論文のせいだっていうのはほんとなんだろうけど、なんかそれにしてはこう、肌はだつやがいいっていうか、潤うるおってる気がすんのよね」


「肌つや……？」


　どんな理由だと思いながら、飲み終わったスープ皿を脇わきに除よける。お冷やを一口含んで口の中をリセットしている礼人を、理帆はたのしそうに見ながら続けた。


「なんか最近変わったことあった？　礼人に〝色気〟の影かげを出させるようなこと」


　変わったこと、と礼人は無意識に天てん井じように視線を遣やった。わざわざ思い返さずとも、最近自分の生活の中に入り込んできた変化など、ひとつしかない。けれどそれが理帆の言うように「色気の影」を出しているなどと関連づけるには、すこし問題があるのではないだろうか。


「あ、ほらこのまえ、中川さんに呼び出されたときあったじゃない。あれでだれか礼人好みの女の子とでも会ったとか？」


「あいにく女の子はひとりとしてメアドもケー番もゲットしてません。しかも俺途と中ちゆうで帰ったし」


「……女の子は？　ってことは男とは交こう換かんしたの？」


　ふっと問われて、礼人はもろに「あ」と声を上げてしまった。理帆がおもしろいほど悪そうな笑えみを浮かべる。


「なにそれっ、だれ？　それが理由？」


「ちがうって。単にともだち！　中川さんの知り合いにしてはいつもより若くて、俺といっこちがいの大学生だったから、気が合って遊んでるだけだよ」


　このままでは変な誤解をされかねないと簡潔に説明して、妙みようにきらきらした瞳の理帆を見返した。


「ってことは年下かー。で？　同性なのにときめいちゃった？　そんで恋こいに落ちちゃった？」


　嬉き々きとして問われ、どきりとする。ときめき、などというかわいらしいものでは決してないが、いちいち深行の視線やことばに過か剰じような反応を示してしまう心臓はさすがに自覚していたから、すこし焦あせった。だが理帆のことばに頷くわけにはいかない。


　呆れたふうを装って、礼人は小さく息を吐はいた。


「……あのね、どういうねつ造なのそれ。だれもそんなこと言ってないでしょうに」


「だけどほかに思い当たる理由もないんでしょ？　べつにあたし、礼人がオトコノコとつき合っても反対しないわよ？」


　まるでひとの言うことを聞いていない理帆の笑顔に、礼人は肩かたを落とした。偏へん見けんがないのはいいことだろうが、まったく会話がかみ合っていない。


「反対もなにも、そういうんじゃないし。……確かに、モテそうな見た目で性格もいいから、彼氏にしたいって子はたくさんいるだろうけど、俺は……」


「俺は？」


　言こと葉ば尻じりをそのまま問いの形で向けられて、はたと礼人は、なにを言う気だと自分の口をつまみたくなった。寝不足は判断力を鈍にぶらせるところが怖こわい。慌あわててなんでもないと見せるように視線を返す。


「……俺は純じゆん粋すいにともだちとしてつき合ってんの。っていうか、理帆、なんでそうくっつけたがるわけ」


「なによ、つまんない。でも、礼人に恋人がいないっていうのは、ほんとにあたし、勿もつ体たいないって思うのよね。だけど正直、女に礼人取られるのはちょっと気にくわないっていうかねー。礼人に釣つり合う女の子ってそうそういないんじゃないかとも思うし」


「取られるってべつに、俺理帆の彼氏じゃないんだから」


　というか気にくわないってそんなことさらりと言われても、と女性特有の毒どく舌ぜつに戦慄おののきながらもそう返すと、理帆はふっと笑みの種類を変える。それまでの揶揄からかうような色はなくなって、ただの情に彩いろどられた友人のそれだった。


「ともだちだから思うんじゃない。まあだから、なんにしろ礼人がちょっと変わった理由が、オンナじゃなくてオトコでも、あたしはうれしいだけってことね」


「……だからちがうって言ってるのに」


　弱々しい反論はさらっとスルーされた。メインのパスタがきたこともあり、そのまま話題がほかのことに移ったのは助かったが、礼人の心の中には妙なわだかまりが残った。


　確かに深行の存在は、いままでのだれと比べるべくもなく礼人にとっておおきい。まだ知り合ってひと月ほどしか経たっていない人物に傾かたむける情としても、ほかとはちがうかもしれない。けれどそれは純粋に、彼の人間性に好感を持ち、理り屈くつではない居心地のよさに惹ひかれているというだけで……。


（……おかしい、のかな。これ……）


　思い始めれば、彼のまえでやたらと不規則なリズムを刻む心臓や、妙な息苦しさを時折感じてしまうことが、どこか向いてはいけない方向を指し示しているような気にもなる。


　ずっとわからないわからないと思っていた、深行に対するなにかは、そこにあるのだろうか。寝不足な頭もたたり、混乱しだした思考はまとまらずに礼人を悩なやませた。


　そうして飽ほう和わ状態のまま出席したゼミでの、準備不足もあったレジュメでのプレゼンの結果は散々だった。あまりのひどさに、先せん輩ぱい院生からは「こんな中ちゆう途と半はん端ぱな状態でやっても、時間がもったいない」と注意まで受けてしまう。普ふ段だんからゼミでは相談に乗ってくれたりアドバイスもよくしてくれるひとなだけに、礼人のことを思ってのことばだったのだろうが、やはりすこし落ち込んでしまった。


（……なにやってんだかな、もう）


　なにはなくとも研究だけはしっかりと進めていくことが、礼人の基き盤ばんだっただけに、余計情けない思いに囚とらわれた。


　ゼミを終えたあとに図書館に寄りしばらく資料収集してから大学を出ると、もうすでに外は陽ひが暮れ始めていた。冬の陽の落ちかたはほんとうに早い。時間的にはまだ夕方なのに、ほかの学生の姿もいまは見えない構内は、ひどくもの悲しい気配を感じた。それはたぶんに心情的なものも含ふくまれているのだろう。


　滅めつ多たに後ろ向きになることはない礼人だが、それは普段意図してそういう姿勢を取っているのであって、だからかこうしてたまにそのバランスが崩くずれてしまうこともある。


　そういうときはやはりどうあがいても、そんなにすぐには立ち直れないものだ。だが時間が経てばちゃんと、すこしずつでも気持ちが上向いてくれることは経験上知っている。だから、気をつけることといえば、ひとに当たらないようにすることくらいだった。


（……ひさしぶりに、ひとりでどっか呑のみに行こうかな）


　もしくは一いつ旦たん家に帰って、ひとりドライブにでも出ようかと考える。家に帰れば仁にはこの落ち込み具合もばれてしまうだろうが、それでいらない詮せん索さくをしてくるような弟ではないから、心配ない。


　呑みに行くなら、晩ご飯は要いらないと連れん絡らくしなければいけないし、さてどちらにしようかな、と思案したときだった。


「礼人さん！」


　ふいに名前を呼ばれ、礼人は驚おどろいて目を瞠みはった。この場所では聴きくと思っていなかった声のしたほうを振ふり向く。


「……深行？」


「あーよかった。いま電話しようかと思ってたんだ」


　薄うす暗ぐらい夕ゆう闇やみの中をこちらへやってきた青年は、間ま違ちがいなく深行だった。近づいて顔を判別できる距きよ離りになり、礼人は瞬まばたきを繰くり返す。


「え？　なんで深行ここにいるの」


「後こう輩はいの買いもんにつき合ってたんだけど、場所聞いたら礼人さんの大学のそばだったから、そいつと別れてから来てみたんだ。礼人さんがいるかどうかはわかんなかったからケータイにメール送ってたんだけど、気付かなかった？」


「え？……あ、ほんとだゴメン。ちょっと図書館にこもってたからサイレントにしてて」


　慌ててバッグをさぐり携けい帯たい電でん話わを見ると、深行のことば通りメールを受信していた。謝る礼人に、深行はあっさり笑って首を振る。


「見つけられたからいいよ。けど俺すごくない？　とりあえずと思って捜してたらすぐ礼人さんいて自分でびっくりした。礼人さんセンサーでもついてんのかも」


　ね、とたのしそうに言う深行の笑顔に、礼人は笑い返せない自分に気付き戸と惑まどった。驚いているというのももちろんある。落ち込んでいるからというのも確かにそうだ。けれどそれよりも、どくどくと血が逆流でもしているかのような鼓こ動どうが耳の裏でうるさく鳴り始めたことが、たぶんいちばんおおきい。


（……俺、なんで……）


　理帆に言われたことが頭を過よぎる。それで動どう揺ようした気持ちまで甦よみがえって、礼人は自分を疑った。そんな、おかしいと思い始めたそばから裏付けるような反応をしてしまうなんて、いくらなんでも単純すぎる。けれど錯さつ覚かくだというには無理があるほどに、心臓は依い然ぜん勢いを衰おとろえさせない。


「礼人さん？……なんかあった？」


　なにか言わなければ、と思いながらも反応を返せずにいた礼人に気が付いて、深行が顔を覗のぞき込むようにして訊きいてくる。近くなった黒い瞳ひとみにまた鼓動を跳はね上げながら、礼人は急いで理由を探した。なんでもないというには変な態度を取っている自覚はある。


「えーと……ちょっとゼミで、情けない発表しちゃって……」


　仕方なしに口に出せたのは、今日の失敗のことしかなかった。それだってほんとうは、ひとに言うようなことではないと普段なら口にしない。けれど思わず俯うつむいてしまった理由としてはよかったかもしれなかった。ずっと目を合わせ続けているのは心臓に悪い。


「ゼミ？」


「うん。俺がちゃんと準備しとかなかったのが悪いんだけどね。レジュメの詰つめが甘くて、きちんと討議すらできなかったから。ちょっと、教授にも先輩にも申し訳なくて……」


　言っているうちに、無意識に沈しずんだ声になってしまいすこし焦あせる。


　愚ぐ痴ちは言えばすっきりするかもしれないが、言われたほうはきっと気持ちはよくない。だからといって気を遣つかわれてしまうのも実は苦手だった。


「って言っても、しょうがないから次がんばるしかないんだけどね。呆あきれられたぶん挽ばん回かいするつもりで、今度はもっとまえから準備できるようにする」


「……礼人さんなら、だいじょうぶだよ」


　だが、なんでもないことだと思ってもらえるようにと明るく言ってみせた礼人に、深行はそんなふうに静かな声を出した。次いでそっとてのひらに触ふれたぬくもりに、微かすかに指先が震ふるえた。


「礼人さんが研究好きなことは、だれでもすぐにわかる。詳くわしい内容を知らない俺だってそう感じるくらい、礼人さんはちゃんと研究と向き合ってるなって思うよ」


　きゅ、と深行は礼人のてのひらを握にぎりしめた自分のそれに、力を込めた。温度のなくなっていたてのひらの先が、じんわりとしたような気がする。その熱に戸惑って顔を上げた礼人を、きれいな光を含んだ黒曜石みたいな瞳がじっと見ていた。またひとつ、胸の音が速くなる。


「……深行」


「だからきっと、礼人さんの先輩も先生も、礼人さんのこと呆れたりはしてないんじゃないかな。それに礼人さんにそういう前向きな気持ちがあるんなら、それだってきっと伝わってるよ」


「……そう、かな」


「そうだよ。俺が保証する。……って俺に保証されてもって話だけどね」


　最後はすこし茶化したように笑って、深行はまたそっと、礼人からそのぬくもりを離はなれさせた。途と端たんにひどくてのひらが冷たく感じて、さみしいような気持ちになり、礼人は胸の裡うちで、ああ、と嘆たん息そくする。駄だ目めだ、と思った。


　どうかしている。うれしいのと困ったのと、ばらばらの感情が綯ない交まぜになってしまっている。


　そうだ、深行はこんなふうに、驚くほど自然に気き遣づかいをしてくれるひとだった。礼人は最初から、深行のそれだけは受け入れることができていたのだ。


　そうして深行の気遣いを貰もらえることはひどくうれしいくせに、その奥にあるものに気付いてしまった。


　───好き、なのかな。


　ぽつん、と浮うかんだことはそれしかなくて、けれどまだ、迷いのような揺ゆれが残っていた。


（……だって俺、へん、だよね……）


　まさか、でも、やっぱり。それでも頭の中は混乱を免まぬかれず、ぐるぐるし出す。


　けれどその気持ちを決定づけようにも、いま目のまえにいる当人に対応することでいっぱいになってしまって、思考はまとまってくれない。


　まるでどうしたらいいのかわからずに、さらに降りてきた宵よい闇やみで深行の顔が見えにくくなることに感謝すらしながら、礼人は小さく微笑わらい返すことしかできなかった。











　それでも、思ったよりも感情は外に出ていなかったらしい。


　じんわり落ちてきて、礼人の心を埋うめた気持ちは、ただうろうろと胸の中をさまよっていた。どこへ持っていけばいいのか、どこへ落ち着かせればいいのか、まだその行き先がわからずに揺れているようだった。


　ごはん食べに行こうよ、という深行に頷うなずいて、近くにある鉄板焼き屋に向かい、食事が済んだあと途と中ちゆうまでいっしょに電車で帰ってきた。


　その間、すこしぼうっとしていた礼人を、深行はゼミのことが理由だと思っているようだったし、あまり寝ねていないのだということも告げれば、それでさらに納なつ得とくしたのだろう。家まで送ろうか、と深行は言ってくれたが遠えん慮りよした。


「じゃあ俺降りるけど。礼人さん、寝ちゃって乗り過ごさないように」


「だいじょぶだってば。このまま立ってるし、そうすれば寝ないでしょ」


　気持ちはうれしかったが、そのとき笑えみを返せたことが不思議なくらい、深行が電車を降りたあと、礼人は気が抜ぬけたのだ。


　それまでつり革かわを持っていた手をドア近くの手すりに握り替かえて、その思ったよりも冷たく感じた金属に、自分のてのひらが結構な熱を持っていたことに気が付く。ドア硝子がらすに映る顔はその色まではっきりとはわからないが、赤くなっていないだろうかと、すこし心配になったほど、じんと滲にじむような熱が礼人の中に渦うず巻まいていた。


　深行が心配したように乗り過ごすこともなく、自宅最も寄よりの駅で電車を降り、歩いて家まで帰る。だが、二月に入りさらに厳しくなった冬の冷気で一いつ旦たん冷えたのは身体からだの外側だけで、すぐに内部に溜たまっている熱がまた指先を熱くした。


（……おかしい、俺……）


　それぞれもう部屋に戻もどっているのか、だれの姿もないリビングにほっとして自室へ上がり、ベッドに突つっ伏ぷす。はあ、と無意識に息を吐はき出したとき、コンコン、とドアがノックされ、びくっと背中が揺れた。


「礼人？　帰ってんだろ。風ふ呂ろどうする？」


　どうやら礼人が帰ってきた気配に気が付いたらしい仁が、そうドアの外から訊いてくる。時計を見るともう九時近かった。ということはもうほかの人間は済ませているのだろうと、身体を起こした礼人はドアに向かって口を開いた。


「入るよ。そのままにしといて」


「なら最後、忘れずにお湯落としとけよ」


　掃そう除じはしなくていいからと言う仁に、わかったと答えると足音が遠ざかる。たまに考えごとなどしながら風呂に入ると、自分が最後だということが頭から抜けて、湯を落とし忘れることがあった。今日の自分はその可能性が高いと、頭の中にメモしながら、再度息をつく。


　廊ろう下かで仁と鉢はち合あわなくてよかった。きっといま自分は、変な顔をしている。聡さとい弟に訝いぶかしがられ、もしなにか訊かれても、きっと答えられない。自分の中でまだきちんとまとまっていない思考はそれでも、ひとに話せるようなものではない気がしていた。


　このままだとまた思考のループにはまってしまう。とりあえず風呂に入ってすこしすっきりしようと思ったとき、今度はベッドの上に放っていたバッグから、音楽が鳴り響ひびいた。思わずまたびくっとなったが、引き寄せてさぐる。どうやら電車に乗るときにマナーモードにし忘れていたらしい。取り出して画面を開いた礼人は、今度は携けい帯たい電でん話わを持つ手を震わせた。


　メールでなく電話をかけてきている相手は、深行だった。一いつ瞬しゆん出ようかどうしようかと迷って、結局通話をオンにする。たぶん、無事に礼人が家に着いたかどうかの確かく認にんだろうと思ったのだ。もし出なかったら、余計な心配をかけてしまうかもしれない。


「……もしもし？」


『あ、礼人さん？　無事に家には帰り着いた？』


「……やっぱそれ？　そうじゃないかなとは思ったんだけど、俺そんなに危なっかしかった？」


　予想通りのことばに、礼人は苦く笑しようを滲ませるようにして返した。携帯電話をあてた耳の裏で、途端にどくんどくんと、心臓の音が響いてくる。これが外に聴きこえない音だなんて不思議だと思うくらいに、おおきな振しん動どうだった。


（……も、だめだ）


　なんだろう、この顕けん著ちよすぎる反応は。いくらなんでも、これはない。じわじわと、湧わき上がってくるものが苦しくて、礼人はコートを羽織ったままだった胸むな元もとを、ぎゅうっと摑つかんだ。


『危なっかしいっていうかさ、まあ単に俺が心配だっただけなんだけど』


　返ってきた深行の声は、茶化すような響きもなく、静かに礼人に届く。やたらに性能のいい携帯電話から、普ふ段だん聞くときよりもよほど近い位置で伝わるそれに、たまらなくなって礼人は目を閉じた。


『ちゃんと帰れたんならよかった。安心した』


「……ん」


　頷く声がすこし掠かすれてしまったのは、もう仕方がなかった。そんな声でそんなことを深行が言うからいけない。どうしてそこまでと思うほどの気をかけてくれる青年に、それでも期待なんかしては駄目だとわかっているのに。


『……礼人さん、えーと……もしかして、眠ねむい？』


　反応の薄うすい礼人をそう解かい釈しやくして訊きいてくる深行に、また相あい槌づちしか打てない。それでもそれが逆に信しん憑ぴよう性せいを増したのか、電波の向こうの青年は「そっか」と頷いてくれた。


『なら、もう切るよ。風邪かぜ引かないようにね。……じゃ、おやすみ』


「……うん、おやすみ」


　なんとかそう答えて礼人は通話を切ると、そのまま携帯電話をベッドにぽんっと投げ出した。


　それから、ゆるゆるとした動作でコートを脱ぬぎそれもその辺に放ほうると、ベッドに身体を埋める。


　その振動と、半分うつぶせのような体勢のせいでシーツに擦こすれた胸から伝わった痺しびれに、礼人は震ふるえる息をこぼした。


（……もう、俺、ほんとおかしい）


　震えが止まらない。なのに指先から身体の芯しんまで、ひどく熱を持っているような、もどかしい感覚が、礼人を翻ほん弄ろうしていた。じわじわと礼人を蝕むしばんでいたそれは、いまの深行からの電話で、さらに深く、強くなってしまったようだ。


　礼人さん、と呼ぶ声を思い返して、それから頭の芯に響くように連れん鎖さして甦よみがえったものがあった。


　───あやと、さん。


　それはすこし、いつもの深行の声とはちがって、どこか掠れたような、熱を含ふくんだもの。


「……っ」


　は、と礼人は息を呑のんだ。思い出したのはいつかの……いや、覚えている。あの、最初に会った日の、深行の声。それは唐とう突とつに与あたえられた、慣れない熱の合間に囁ささやかれた睦むつ言ごとのようだった。


　あの日キスをされた。その中で深行に名前を呼ばれたときと同じように、脳が灼やける。


　自分の口唇くちびるに、容よう赦しやなく重ねられた熱があった。舐なめて、食はんで、絡からめて、吸い、礼人を翻弄した口くち接づけを、ふやけた思考が辿たどりだす。そうするともう、すでに緩ゆるんでいた理性は霞かすんだように見えなくなってしまった。


　左手が、無意識に口唇に伸のびる。そっとなぞると、熱い息が指先にかかった。


「……ん、」


　だがもっと熱い場所がある。それに触ふれたくて我が慢まんできずに、礼人の右手は下方へと降りていった。辿り着いた先でたどたどしく解いたベルトとファスナーをくぐり、熱の中心に触れると、それまでにない痺れが礼人を襲おそった。


「ぁ……っ、ん」


　先せん端たんからすでに滲しみ出ている雫しずくの濡ぬれた感かん触しよくに、さらに意識が昂たかぶる。一度触れてしまえば、わずかな躊躇ためらいはもうきれいに消えてしまって、礼人のてのひらは動きをおおきくした。


　そこだけ空気に晒さらされた中心は、冷えるどころか熱くなるばかりで、硬く芯を持ちながらも礼人の手の動きに従順にぐにぐにと弾だん力りよくを持って変化する。


　震えのような快感はその中心から礼人の身体の至るところに伝わるようで、全身がじんじんと痺れていった。


「ふ……っ、ぁ、あ、ん……っ」


　ひくんっと喉のどが鳴って、ずっと口唇にあてたままだった指を甘あま嚙がみしてしまう。己おのれの唾だ液えきで濡れた指は妙みようなやわらかさで、礼人の頭の中にはまた、あの日与えられた口接けが再現された。


　深く覆おおう熱い口唇は、その隙すき間まから濡れた舌で礼人の咥こう内ないを犯おかし、とろとろにする。唾液は混じり合って喉の奥に流れ込み、長い指先に耳朶みみたぶをくすぐられ、濡れた音が鼓こ膜まくに響いた。


（……て、深行の、手……）


　数時間前に重ねられた深行のてのひらのぬくもりを、無意識に追う。目を閉じたまま、つっと意識が右手に注がれ、それはそのままあのおおきな節張った深行のてのひらに変わった。


「……ぁっ、ん、ん……っ」


　礼人の中心をなぶる手は、もう自分のものとは思えないような動きに変わっていった。滲み出る雫は垂れるまま塗ぬりつけ、先端のくびれをぐりっとなぞるように強めに刺し激げきして、また全体をゆるゆると圧あつ迫ぱくし続ける。


（……や、だ……っ、も、へん……っ）


　いままで想像してきたどんなきれいな女の人の指先よりも、濡れた口唇よりも、ただあの青年に触れられたことを思い出すだけで、ものすごい悦えつ楽らくがやってくる。彼がこんな欲に濡れた意味を持たずに与えてくれたぬくもりさえも、礼人の熱を煽あおって仕方がなかった。


　そんな自分がどれだけおかしいか、微かすかな自覚は頭を掠めても、すぐに霧む散さんしてしまう。ただただ溜たまってしょうがない疼うずきを、高めるだけ高めて逃のがすことしか考えられなくなった。


　気持ちがいい。その理由すら摑めずに息が上がり、腰こしが跳はねる。ん、ん、と無意識に抑おさえようとしている声が鼻にかかったようになって、余計に濡れた色を晒していた。


（……あ、あ、なんでこんな、きもち、いいの……っ）


　段々と、頭がくらくらしてくる。息が苦しくて、酩めい酊てい感に似た揺ゆらぎが、脳のてっぺんを麻ま痺ひさせたように支配しては、礼人を駄だ目めにした。


　けれど依い然ぜん妄もう想そうの中の青年の手は、礼人を上り詰つめさせることを止やめず、より卑ひ猥わいに熱の塊かたまりを追い上げていく。


　───あやと、さん。あやとさん……。


　仰のけ反った頤おとがいに、口唇から離はなれた指先が唾液で濡れた感触のまま触れ、それはまるで喉に口接けられたかのような錯さつ覚かくを呼び起こした。同時に脳内の聴ちよう覚かくで、囁くような熱に埋うもれた声が名前を呼ぶのを聴いた気がして、ぞくぞくっと甘い痺れが脊せき椎ついを駆かけ抜ぬける。


（……う、あぁ、出ちゃう……っ）


　あふ、と熱い息を吐はき出した口唇は、想おもいのままに声を紡つむいでしまった。


「……ッぁ、みゆき……っ」


　これまでにないくらい急速に頂点まで突つっ走ったものが溢あふれ出てしまうと、そう思った瞬しゆん間かんに音に出して呼んでしまったその名前は、予想以上の効果を発揮した。息を呑むほどに凄すさまじい愉ゆ楽らくが一いつ瞬しゆんにして身体からだの奥から広がり、おかしいほどに震えが止まらない。


「……ぁ、は……っ、ん……っ」


　吐き出してしまったものが、とろんっと名残なごりを残して伝う感触にも、喉が上うわ擦ずる。息がうまく整えられずに苦しかった。


「……ふ、ぅ……は……」


　肩かたを揺らして空気を吸い込んでも、すこしも楽にならない。わずかに戻もどってきた呼吸もあまり役に立たず、肺が重かった。


　粘ねばついた生ぬるい自分の体液を気持ち悪いと思う余よ裕ゆうすらなく、おざなりに服の裾すそで拭ぬぐう。どうせシャツもジーンズも、確認する気力はないが、どこかしら飛び跳ねたそれで汚よごれてしまっているだろう。


　じんと残る身体の奥の燠おき火びのような熱が、まだ無くなっていないことに気が付いて、礼人は戦慄おののきを覚えた。億おつ劫くうな腕うでをのろのろと動かして、手の甲こうで顔を覆う。眦まなじりが熱かった。


「……最、低……」


　小さく呟つぶやいた声はもちろん己の裡うちに返ってきて、胸を塞ふさぐものが痛みだということはもうわかっていた。











　好きだ。自身の心にすら曖あい昧まいに濁にごしていた気持ちは、もう、はっきりとしていた。


（……俺、深行が好きなんだ……）


　その答えがいままで出てこなかったのが不思議なくらい、心も身体も顕けん著ちよな反応を見せていたというのに。


　確かにあまり免めん疫えきはない類たぐいのものではあるかもしれない。けれど、ひとを好きになるというのは、こんなにも制せい御ぎよできないほどおおきな波に呑まれるようなものだっただろうか。


　その痺しびれるような感情の震ふるえも、それに煽られるように身体が覚えた昂りも、久しいというよりは初めて感じるようなもので、いままでいかに自分が恋れん愛あいというものに縁えんがなかったのかを、礼人に思い知らせた。


　だれかとつき合ったことがないわけではないのに、礼人自身そう積極的でなかったのもあって、あまり深い触れ合いをした経験がないことが余計に戸と惑まどいを運んでくる。あの長く節張った指を、その触れた感触を、[image: ]りんとした形の瞳ひとみを、思い出しただけでこんなにおかしくなるなんて、どうしてしまったのだろう。


　自己嫌けん悪おに陥おちいってしばらく放心したあとやってきた風ふ呂ろ場ばで、シャワーを頭から浴びながら、礼人はゆるゆると思考を働かせた。


（……だけど、俺はたぶん、最初から深行を……）


　初めて会った日、あの黒い瞳に見つめられたときから、きっとすこしずつ、礼人の中のベクトルは深行のほうへほうへと、傾かたむいていっていたのだ。


　キスされたことを嫌いやだと思えず、それを謝罪されて複雑な気持ちになったのも、すでに礼人の中に、深行に向かう恋れん情じようが存在していたからだ。「もう一度会いたい」ということばがうれしくて、けれど家庭教師を頼たのまれたことでまたさみしくなったのもそうだ。


　なにより、ずっと自分の心臓は礼人の気持ちを素す直なおに教えていたのに、認めずにいただけで、ほんとうは最初から───。


「……」


　きゅ、とコックを捻ひねってお湯を止め、湯船に浸つかった礼人は、そのまま沈しずんでいってしまいたいような心持ちになった。


　だけど、と心の端はしから上がってきた声がする。


（……だけどそれがわかったからって、なに……？）


　いままでの自分の言動の不可思議さの解明ができて、深行を好きなのだという結果を見つけられた。それはけれど、なにも礼人を救うものには成り得ない。


　だってどうしろというのだろう。自分の気持ちを理解したからといって、考えるまでもなくそんなもの、本人に告げることなどできない。偏へん見けん云うん々ぬんの問題じゃなかった。もし深行がそういうことを気にしない人間だとしても、きっとこの気持ちを言ってしまえば、確実に壊こわれるものがある。


　それはいまある、深行と礼人の距きよ離りかもしれないし、惜おしげもなく向けられる気き遣づかいや、優やさしかったりすこし意地悪かったりきれいだったりする、彼の笑え顔がおかもしれない。


　なにか行動を起こせば、そこに変化は免まぬかれないのだ。その変化を、礼人は望まない。おおきななにかを期待してすべて失ってしまうより、いまのままでいられるほうが、ずっといい。


　いま深行から向けられるものを、手放したくなかった。


（……俺は案外鈍どん感かんで、そのうえ臆おく病びようだったんだなー……）


　いざ慣れないことになると二の足を踏ふんでしまう。礼人の中の「前向き」は、自分が傷付かないための予防策だったのだ。そしてきっと、ほんとうはこんなに弱い自分を晒さらしたくないがための、無意識のカモフラージュでもあった。


　笑顔を浮うかべるのは本心を見せないため。悩なやみをひとに話すことや、それで気を遣つかわれるのが得手ではないのは、その結果見放されてしまうかもしれないことが不安だからだ。


　なるべくひとに迷めい惑わくをかけないように。だれからも、いい子だね、と言われるように。優ゆう秀しゆうな弟をきらいになったことは一度もないけれど、それでも自分が長男だからという想いだけはいつもあった。そのための姿勢を、ずっと礼人はとってきている。


　他人ひと様さまに好き勝手言われることを「気にしない」と言いながら、ほんとうはいちばん気にしていたのもきっと自分で、だからこそ、しっかりしていたい、という気持ちが強かったのだ。


　深行はその礼人の壁かべを、すこしだけ崩くずしてくれて、その内側に触ふれようとしていた。


　深行みたいだったら自分も、だれになにを言われることなく「長男」らしく見てもらえるだろうにと羨うらやむ気持ちも確かにあった。けれどそれよりも、彼のようではないからこそ彼に感じる心地ここちよさや、彼から貰もらえる情のようなものがうれしいのだと思えば、もうそれでよくなっていたのだ。


　だけどそれで惹ひかれていく心を止められなかったのならば、なんて皮肉な話だろうか。


　これでもう、また礼人は崩されかけた壁を自分で作り直してしまうしかない。その中を見られることは、さらに彼と遠くなってしまうということと、イコールだ。


　だれにも知られないこと。この想いを封ふう印いんしていつか完全に忘れてしまうこと。それができなければ、いけない。


「……しっかりしろ、叶野礼人……」


　自分に向けた小さなことばは、浴室内に反はん響きようすることもなく湯気に紛まぎれて消えた。











　とりあえず、深行に礼人の気持ちを悟さとられないためには、変わらずに接することが第一条件だった。


　本音を言えば、すこしでもこの恋こい心ごころが小さくなるまで、距離を置きたい。深行のことを想いながら、昂たかぶってしまった己おのれを自分で慰なぐさめてしまった後ろめたさも、まだ燻くすぶっている。それに顔を見ればきっと、またこの心臓はどきどきと騒さわぎ出して落ち着かないのだろう。


　それでも無む闇やみに避さけてしまうには、それ以上に気持ちに気付かれてしまう可能性が高いことが怖こわかった。やはり礼人にできることといえば、なんでもないふりをすることしかない。さいわい、年季の入ったポーカーフェイスもあるし、そこだけは見み栄えっ張りな自分に感謝した。


　その数日後に会った深行には、たぶん普ふ通つうの顔ができたのだろう。いつも通りの態度が取れていたかどうかは、反応からさぐるしかなかったが、なにも訝いぶかしがられることなく過ごせたと言っていい。「今日は寝ね不ぶ足そくじゃない？」と揶揄からかうように訊きかれて「十時間寝てきた」と笑って返すことができたし、無む駄だに過か剰じような反応を見せることもなかった。


　けれど、いままでとちがって、自覚したうえでのその抑よく制せいは、予想以上に神経を疲ひ弊へいさせる。それは、自分に噓うそをつき続けるということで、段々と溜たまっていくその澱よどみは礼人の心を重くした。


　忘れなければいけないのに、変わらず会い続けることでやはり想おもいは強くなる。けれど離はなれてしまえば、その想いを知られてしまうかもしれないというジレンマもある。なにより別れたあとにすぐまた顔が見たい、声が聴ききたいと思ってしまうのはもう、どうしようもなかった。


　複雑な悪あく循じゆん環かんを繰くり返しているようで、思ったような心境の変化を見いだせないまま、半月以上が過ぎた。


　三月に入り、昼日中はあたたかい陽ひ射ざしに寒さも和やわらぐようになる。そんなある日の暮れどき、まだ朝晩が寒いうちに最後の鍋なべをやっておこうと深行に誘さそわれ、礼人はいつかのスーパーにいた。


　あれから何度か深行といっしょに買い物に来たり、もしくは深行のアパートへ行く途と中ちゆうで寄っていったりと、よく利用している。二十四時間営業のそのスーパーは、コンビニよりも割安で利用勝手がいいこともあり、学生の姿も多かった。


「あ、うどん忘れた。うどん入れようよ、礼人さん」


　ふと思い出したらしい深行はそう言ってカゴを持ったまま、野菜コーナーから素通りしてしまった練り物関連の一角へとひとり踵きびすを返した。すでにずらりと肉類の並んだ奥に来ていたので、礼人は深行が戻もどってくるまで、適当にその辺を眺ながめていることにする。どうせ材料の善し悪あしはわからないので、ほんとうに見ているだけだが、肉もいろいろ種類があっておもしろかった。


　鶏とり肉にくのミンチを見つけて、深行に肉団子を作ってもらいたいなあと、前にいつか鍋をしたときのことを思い出す。しかしどれくらいの分量のを買えばいいのだろうかと、首を捻りながら手にとっていると、ふいに背後から声をかけられた。


「あら、もしかして、礼人くん？」


「え？」


　名前を呼ばれ振ふり向くと、カートを押した中年の女性がひとりこちらを向いて立っていた。あ、と礼人は心の中で声を上げる。


「……公きみ恵えさん。おひさしぶりです」


「ほんとにひさしぶりねえ。買い物？」


　にこやかに笑いながらも、どこかじろじろと粗あら探しするような視線に、はい、と笑顔を浮かべつつ礼人は、厄やつ介かいなひとに会ったなあと内心で苦く思った。


　五十を過ぎた頃ころかと思われる瘦やせぎすの女性は、礼人の親しん戚せきだった。厳密には叶野家の、というか、亡なくなった母方のほうの縁えん者じやだ。母の母、つまり礼人の祖母の兄の娘むすめ、になるので、従姉妹いとこ違ちがい、もしくは従祖母いとこおばというふうになるのだろう。親等としても遠いし、そう会ったことがあるわけでもなかった人物なので、咄とつ嗟さに顔と名前を一いつ致ちさせることができた自分の記き憶おく力に感謝した。


　なぜならこの女性は、いささか口うるさいというか、噂うわさ好ずきというか、とにかくひとのやることに興味津しん々しんで、少々わずらわしい性格の持ち主だった。確か礼人が最後に会ったのは、母の一いつ周しゆう忌きのときだ。母と特別親しかったわけでもなかったので、それ以降の法事には招いていなかったのもあり、考えてみれば七年ぶりになる。ほんとうによく思い出せたものだ。


（……家この辺だったっけ？　さすがにそれは覚えてないなー……。それにしても……）


　彼女のほうはともかく、当時十六だった礼人はそれなりに変わっていると思うのだが、よく気が付いたなと半ば感心もする。


「礼人くんはいま……確かもう、二十三くらいだったかしら？　大学は行ってたわよね？　だったらもう卒業して、就職してるの？」


　そんなことまで知ってるのかと思いながら、肯こう定ていと否定を同時に返すことになった。


「いえ、就職はしてないんです。いまは院に進んで勉強させてもらってるので」


「そうなの。すごいわね。じゃあすぐそこの大学？　もう春休みじゃないの？」


「あ、大学はほかのところです。春休みではあるんですけど、友人の家に行くところで」


　礼人の答えに、公恵は、あら、と眉まゆを上げた。なにかまずい発言でもしたかと思っていると、公恵はなにかを思い出すように視線をスーパーの天てん井じようにやり、それからまた礼人を見た。ふたたび注がれるじっとりとした視線に腰こしが引けそうになったが、にっこり笑え顔がおを返してみる。


「おともだちのおうちに？　よく来るの？」


「……ええ、そうですね。仲よくしてもらってるので」


　なんでそんなことまで答えなければいけないのかと思ったが、反論することは即そく礼人の評価を下げることになるだろう。口うるさいひとなだけに、自分の評価を下げてしまえばそれはまるまる、叶野家を嘲あざけられることになってしまうかもしれないと、礼人は笑みを浮かべたまま頷うなずいた。


「あら、じゃあ、いまおうちのほうは、弟さんたちだけ？　健けん作さくさんは海外に行かれてるとかで、お忙いそがしいって聞いたけど、夕飯はどうしてるの？」


　なんで七年も会っていないのにそこまで知っているのかと、わずかに空そら恐おそろしくなりながら、その質しつ問もん攻ぜめに答えようと口を開いた。


「……夕飯は弟が、仁が料理が得意なんで作ってくれますね。それに彼はしっかりしてますし。俺より頼たよりになるんですよ」


　だが、冗じよう談だんを交えて返したつもりの礼人の返答は、どうやら公恵のお気に召めさなかったらしい。またどこか嫌いやな感じを与あたえる公恵の視線が礼人を捉とらえた。


「ねえ、礼人くん。こんなことは言いたくないけど、しっかりしてるって言っても、弟さんたちはまだ、未成年でしょう？　それを放って長男の礼人くんが、こんなふうに出歩いて遊んでるのはよくないんじゃないかしら」


　案の定つらつらと駄だ目め出だしをされて、礼人はことばに詰つまった。素す直なおに頷くにはすこし、礼人の中のコンプレックスを刺し激げきするようなものばかりで、思わずてのひらを握にぎり込んでしまう。


「おばさんね、礼人くんもしっかりしてて、いいお兄ちゃんだと思うのよ。だからこそこうして言わせてもらうけど、これじゃ弟さんたちのいい見本にはなれないんじゃない？」


　挙げ句にそんなことまで言われ、より責めるような口調に、反発しそうになる心もあった。だがいまここで、関係ないと突つっぱねてしまうことは、先に思った通り、礼人だけでなく、ひいては家のことまで印象悪くしてしまうことになりかねない。そう思って、謝罪を口にしようとしたときだった。


「礼人さん？　知り合いのひと？」


「深行」


　うどんを足したカゴを手に戻ってきた深行は、礼人に歩み寄ると、公恵に笑いかけた。


「こんばんは。俺、礼人さんの友人で、有沢深行といいます」


「あら、こんばんは」


　深行の爽さわやかな笑顔は、女性には例外なく受けがいい。公恵ももれなく、深行のひとめでわかる好青年ぶりに、すこし口調がやわらかくなった。


「あ、えーと、深行。こちらは……亡くなった母のほうの親戚で、公恵さん。いま偶ぐう然ぜん会って」


　ちら、と目が合った深行がわずかに驚おどろいたようだったのは、いま初めて、礼人の母親が亡くなっていることを聞いたからだろう。そういえば普ふ段だんあまり家のことは話していなかったなと、礼人自身もいまさら気が付いてすこし躊躇ためらったが、隠かくせば公恵に変に思われる可能性もあるかもしれないと、そのまま口にした。


　深行はなにを思ったのか一いつ瞬しゆん礼人を見つめてから、公恵にまた笑みを向けた。


「そうなんだ。あ、俺礼人さんとは大学ちがってて、そこの国立なんですけど。建築士をやってる共通の先せん輩ぱいを介かいして知り合ってから、すごくよくしてもらってるんですよ。それに俺いま、小学校教きよう諭ゆを目指してて、公立の採用試験もとってもらえたんですけど、やっぱり準備はきちんとしたいじゃないですか。だから礼人さんに勉強を見てもらったりしてて。ほんとにお世話になってます」


「……あら、そうなの？　小学校の先生の卵なのね。子供好きなのはいいことねえ。礼人くんはいいおともだちを持ったわね」


「いえ、俺のほうこそ、礼人さんと会えて、すごくいい友人を得たって思ってますよ。家族想いだし、それでいてちゃんと自分の勉強も怠おこたらないし、見習いたいところがたくさんあります」


　そう、と頷く公恵は、しっかり深行のことを気に入ったようだ。自然な笑顔で対応している深行を見ながら、礼人は、胸の奥がじんじんと痺しびれるように熱くなるのを感じていた。


（……どれだけわざとらしいこと言うの、もう……）


　公恵が食いつきそうな単語ばかり織り交ぜる深行に、よくそこまで見え見えのフォローが通じるなと、そんなふうに思って、礼人は甘い痛みを訴うつたえる胸の内を誤ご魔ま化かそうとした。


　ここまで庇かばってくれるということは、きっと深行は、どの辺からかは知らないが、公恵との会話を聞いていたのだろう。それで礼人が窮きゆうしているのを聡さとく見取って、あのタイミングで入ってきたにちがいない。


　しかも公恵を責めるわけでもないのに、彼女のことばを覆くつがえすようなフォローをしながら、その機き嫌げんまでよくしてしまった。そういうことをさらりとしてくれるから、あきらめられないのだと、半ば責任転てん嫁かのような気持ちまで浮うかんでくる。


　すっかり深行のペースに乗せられた公恵は、礼人への非難めいた忠告のこともすっかり頭から消えた様子で、買い物の続きへと戻っていった。


「……なかなか個性的なおばさんだね」


「会ったの七年ぶりなのに、変わんないもんだよね、びっくりした。……ごめん、ありがとね。たすかった」


　深行の呟つぶやきに苦く笑しようを返して、礼人は礼を述べた。小さく笑みを足してみせる礼人に、深行は首を傾かしげるようにしてこちらを覗のぞき込んでくる。


「いいえ。俺、わざとらしくなかった？」


「あは、ちょーっとね。でもいいんじゃない？　公恵さんにはばっちり効果あったみたいだし。ただ俺を褒ほめちぎりすぎだよ、深行は」


「そう？　結構どれも本音だけど。ああでも、そういや俺、礼人さんの家のことあんまり知らなかったのに、想像で言ったとこもあるな」


「あー、そういえばあんまり話してなかったね」


　さらりと返された前半のことばが気にかかったが、あとのほうの呟きに答えて、礼人は手にしたままだった鶏とりのミンチを深行にかざして見せた。


「深行、肉団子作ってくれる？　まえに食べたやつ、また食べたいなあ俺」


「いいよ。で、訊きいたら家のことも教えてくれる？」


　パックを受け取った深行の問いに、礼人は笑った。話題を逸そらしたつもりではなかったので、知りたいと言われれば教えることに問題はない。


「わかった。ってべつに、そんな話すほどのことないんだよ。深行んちと似てるかな？」


　敢あえて自分から話さなかったのは、最初に深行が長男だと知って感じたコンプレックスのせいで、言うタイミングがそのままずれていただけだ。いまでも自分が理想とするものにはまだ遠いのに変わりはないけれど、深行のことをもっと知ったいまでは、話すことに躊躇いはない。


　なにより、弟たちのことは、基本的にものすごく愛しているのだ。兄バカと言われても自じ慢まんしたいくらいには、礼人にとって誇ほこりだ。きっと、深行が弟妹を想おもうのと同じくらい、負けないものがある。それだけは確かだった。


　買い物を再開して礼人の話を聴ききながら、深行は始終笑顔だった。へえ、と頷きながら、時折質問をし、笑ってくれる。そしてひととおり聴き終えた深行は、こんなことを言った。


「じゃあ俺の言ったことも、想像じゃなくて合ってたってことだ」


　それは彼が公恵に言った「家族想い」のくだりの話だろう。


　なぜそう言う深行がうれしそうなのかはわからなかったけれど、またその笑みに、あきらめとは反対の方向へ進む気持ちを、礼人は思い知った。


　どうしてそんなに、自分を誤解なく理解してくれるのだ。躊躇なく情を向けて笑ってくれるのだ。それが友情からくるものだとわかっていても、自分はこんなにも簡単に、惹ひかれ続ける。その波に抗あらがえない。


（……どうしたらいいのか、わかんなくなるよ）


　そうして礼人は、また好きになる気持ちを、ますます捨てられなくなってしまうばかりだった。











「あれ、……みゆきー？」


　晩ごはんを作ってもらったときの常で、そこだけは買って出る後かたづけを終えた礼人は、磨すり硝子がらすの戸で仕切られた部屋に戻もどり、目を瞬まばたいた。


　すこし手て狭ぜまにはなるが冬はやっぱりこれだと言って、深行の部屋にはこたつが置いてある。もう春先だが、まだ寒い日も多いのでそのままだった。奥のベッドの手前、二畳じよう用で小さめのそれの一辺に、布ふ団とんを腹まで掛け仰ぎよう臥がしている深行は、どうやら眠ねむっているらしい。


（……お酒呑のんだから、眠くなったかな？）


　少量ならばそう心配もないということも、何度も食事をともにしたことでわかり、礼人はとくに深行の飲酒を止めることはしなかった。


　だがそのアルコールと、あとはたぶん、このこたつのあたたかさに勝てなかったのだろう。


（……寝ね顔がお、ひさしぶりに見るかも）


　以前、まだ礼人が深行への恋こい心ごころを自覚するまえには、何度かこのアパートに泊とまったこともあった。礼人とは反対で、意外と朝に弱いらしい深行は、たいていの場合礼人よりも目覚めは遅おそい。それで深行の寝顔を拝見する機会も幾いく度どかあったのだが、ここしばらくはさすがに泊まることは避さけていた。


　膝ひざをついて座り込んだ礼人は、そっと深行の顔を覗き込んだ。相手に意識がないとなると、すこしだけ遠えん慮りよが薄うすれてしまう。募つのった想いも重なって、これまで見たどのときよりも、礼人は深行の顔の造りに魅み入いってしまった。


（……意外と睫毛まつげ、長いよね。それに瞼まぶた閉じてても二重の線、くっきりだ……。でも、開いてるときのほうが、断然いいな。あの目、なんであんなにきれいな色なんだろ……）


　澄すんだ闇やみ色、なんて矛む盾じゆんした表現が浮かぶほどに、深行の虹こう彩さいの色を礼人は気に入っていた。いまは見えないそれをうっとりと思い返して、そのまま視線はすっと通った鼻筋に移る。意志の強そうな瞳ひとみといい、しっかりした造りをしているのに、どうして濃こいとかしつこいといった印象を与あたえないのだろう。やはり雰ふん囲い気きや、あの笑え顔がおのせいなのだろうか。


（……歯並びもいいんだよね。笑ったとき、すごいきれいだし。口唇くちびる……厚めで、おおきいから……）


　───キスも、上手だった。


　ゆるゆると流れるような思考は、段々と止めどなくなっていき、そんなことまで礼人は心の中で呟いた。


　じわ、と頭の芯しんをぼやけさせたのは、いつかの口くち接づけの感かん触しよくだった。視界に映る、わずかに開かれた口唇に、引き寄せられるように礼人の頭が重力を増していく。


　たぶんきっと、このときの礼人は酔よっていた。そうでなければ、こんな危あやうい状じよう況きようで、いままでいちばん恐おそれていたことが露ろ見けんするような行動を、取ってしまうわけがなかった。


　そっと触ふれた口唇は、やわらかい弾だん力りよくで礼人のそれを迎むかえ入れ、ぬくもりを伝えた。一秒にも満たない間、ただ重ねただけで、礼人は身体からだの軸じくが脆もろく崩くずれ去ってしまったかのような、そんな感覚を味わう。まるで夢でも見ているような心地ここちで、わずかに離はなれたときだった。


（───あ）


　ぎくんっと一いつ瞬しゆんにして心臓が縮み上がった。瞼を開いた視界に、あるはずのないものがあった。


　それはついさっき、見えないのが残念だと思ったばかりの、深行の瞳。濡ぬれたように黒いそれが、礼人を捉とらえていた。


（……あ、俺、なに───）


　自分がいま、なにをしたのか、どんな状況になったのか、すべて理解してしまえば終わりだというように、頭が働かない。けれど、どんなことばも言い訳にすらならないと、どこかでわかってもいた。


　まるで嗄かれてしまったかのように喉のどがからからになっている。それでもなんとか喘あえぐように、礼人は口を開いた。


「……っぁ、の、みゆ……っ、！」


　だがそのわずかな声も、最後までは音にならなかった。呑み込まれてしまった息に、礼人は目を瞠みはる。けれど視界はぼやけて利きかず、代わりにわかったのは、己おのれの口唇に重ねられたものの熱さだった。その思わず震ふるえるほどの熱を、礼人は覚えている。


「んん……っ！」


　キスをされている。そう認にん識しきしたときには、床ゆかに突いていた腕うでを摑つかまれ、がくんっと肘ひじが折れた。口唇を合わせたまま引き寄せられるように、礼人は深行の上に覆おおい被かぶさる形になってしまう。無意識に出た逃にげの体勢は、後頭部に回されたてのひらによって阻そ止しされた。


（……なんで……っ？）


　どうしてこんな展開になっているのかまるで理解できない。だがそんな混乱など知らないというように、深行の口唇は傍ぼう若じやく無ぶ人じんに礼人のそれを貪むさぼった。


　隙すき間まなく重ねられた口唇の合間から入り込んできた舌は、にゅるっと礼人のそれの表面をなぞるように行きすぎて、そのまま上うわ顎あごをくすぐる。喉がひくんっと震えると同時に引っ込めかけた舌を、今度は捉えられて擦こすり合わされた。


「ん、んっ、ふぁ、みゆ、ン……っ」


　ぞくんぞくんと背中を駆かけ上っていくものに翻ほん弄ろうされて、身体に力が入らない。伸のしかかられているわけでなく、自分のほうが上にいるというのに逃げられないのは、腕もてのひらも震えてままならないからだった。


「……礼人さん」


「っぁ、ん……っ」


　そしてなぜか、こうして深行に名前を呼ばれると、おかしいほどに身体の奥から沸わき上がってくる熱があった。さわ、と耳みみ許もとにかかる髪かみをかき上げられ、眦まなじりを指の腹が掠かすめる。すでに深行の片手は、礼人の後頭部から逸それているのに、離れることができなかった。


「……っんぅ、ん……」


　吸われるまま濡れていく口唇は、痺しびれているようなのに敏びん感かんで、自分の吐はく熱い息すらもどかしく感じてしまう。頭の奥も芯をなくしてしまったかのように、快楽が混乱を覆っていく気がした。


　与えられる強ごう引いんでやわらかな熱は、礼人の思考を段々と溶とかしていく。だがふいに、耳朶みみたぶをくすぐっていたてのひらとは別の、もう一方の深行のそれに臀でん部ぶを撫なぜられた瞬しゆん間かん、礼人はびくんっと戦慄わなないた。


「ん……っ！」


　半ばうっとりと閉じていた目を見開くと、そのままの勢いで上半身を起こす。


「……っ、あ……」


　いつの間にか深行の腰こしに密着していた部分が感じた硬い熱に驚おどろいて、礼人は瞳を揺ゆらした。


（……うそ……）


　それが深行の中心の持つものだと理解した途と端たん、ものすごい速度で血が全身を駆け巡めぐった。かああ、と首から耳から熱が伝い、火ほ照てっていくのを感じる。そしてなにより、どくんっとより強く疼うずいたのは、礼人自身だった。


「……っ」


　そうして、ぐいっと同じように上半身を起こした深行と合った視線の距きよ離りが近づいたことで、さらに背を反らせてしまう。軽く背中をこたつ台にぶつけ、礼人はちいさく声を上げた。


　だが、眉まゆを寄せて痛みに耐たえたあと、視界に射さした影かげに息を呑む。


「……みゆ、き」


「……礼人さん……」


　こたつ台を背にした礼人を、両側から囲うように手を突ついて距離を詰つめながら、囁ささやくように深行は名前を呼んだ。


　その瞳は、口接けを受けるまえに礼人を捉えたそれと変わらず、虹彩が濡れたように水分を含ふくんで見えた。揺らめいているようにも、じっとなにかを湛たたえているようにも思える。それはいつか見た、アルコールにたわんだ理性の霞かすむ色で、けれどそれだけではなかった。そこになにか、べつのものを含んでいるようにも感じられて、礼人はふるり、と震えた指先に、その正体を知る。


　それはついいま、深行に感じた熱と同じもので、礼人に伝でん染せんしじわじわと侵おかし続けているものだった。


　濡れた欲に彩いろどられた深行の瞳を見つめ返しながら、礼人は、ふいに泣きたいような気持ちになった。いまごろになって、越こえてはいけなかった線を越えてしまった自分に気が付き、ぞっとするほどの後こう悔かいが襲おそってくる。


　それでも、震えそうになる口唇を開いてしまったのは、どこか縋すがるものが欲しかったのかもしれない。


「……深行、酔ってんの……？」


　小さく呟つぶやいた問いには、答えは返ってこなかった。代わりに、すっと目の前の瞼が閉じられたまま近づいて、距離がゼロになる。ふたたびやわらかい熱に口唇を覆われて礼人は、もうそれ以上なにを考えることもできずに、震える睫毛をそっと伏ふせた。











　長いキスを続けたまま、カーディガンを脱ぬがされ、次いでカットソーの裾すそから入り込んできたてのひらの感触に、喉が鳴った。


「んっ……、んん」


　しっとりと吸い付くように感じたのは、深行のてのひらも、礼人の肌はだも、どちらもが熱を持っているからだろうか。腹を撫ぜられ、そのまま上がってきた手に胸を弄いじられた。途端におおきく肩かたが揺れる。


「っん、ぁ……っ」


　ちゅっと濡れた音を立てて、ようやく口接けが解かれたが、深行の口唇くちびるはそのままずれただけで、礼人の耳朶を齧かじった。胸のしるしと、耳の端はしに同時に刺し激げきを与あたえられ、礼人は頤おとがいを反らせる。その動きで、いまだこたつの台を背にしたままだった礼人は、肩けん胛こう骨こつが擦すれる感触に痛みを覚えて眉を寄せた。


　するとすぐに、深行の腕が伸のびてきて、背を抱だくように引き寄せられる。そのまま、またキスを施ほどこされて目を閉じると、くるんっと視界が回転したように感じた。それでも衝しよう撃げきはほとんどなく背にラグの感触がして、横たえられたのだとわかる。


（……なんでこんなときまで、そんなやさしいの）


　なにも言わないくせに、と礼人はきゅうっと締しめ付けられる胸の痛みにそんなことを思った。


　じわ、と眦に滲にじんでくる雫しずくのせいで、微かすかに開いた瞼まぶたの先にある深行の顔はぼんやりとしか見えない。ちゅ、と顎あご先に落とされたキスは、そのまま首筋を辿たどり始めた。


　こんなふうにただ施されるものを受け入れる側に回るのは初めてで、それでなくとも、だれかと触ふれ合うことに礼人はほとんど経験がない。そのせいで、揺れる気持ちよりも、与えられる感覚に意識を持って行かれてしまう。


「んっ……、ふ」


　いつの間にか首もとまでたくし上げられているカットソーは、陽ひに焼けていない礼人の白い胸や腹を晒さらしていた。さっきと同じように胸の突とつ端たんを掠めた指先は、くりっとその感かん触しよくを確かめるように小刻みに動く。


「っあ、……っ」


　引き攣つれるような刺激の中に微かに甘い痺れが疾はしって、礼人は思わず喉のどから出た声にはっと口を噤つぐんだ。だが、止めてはもらえない愛あい撫ぶに、すぐにそれも解ほどけてしまう。


「……礼人さん……」


「っや、ぁ……っ」


　さらに甲かん高だかい声が零こぼれたのは、ふっと口を開いた深行に名前を呼ばれたからだけではない。礼人を呼びながら深行が、指で弄っているほうとは反対の突とつ起きをその口に含んだからだった。


「っあ、あ……っ、や、んぅ……っ」


　左胸の先を、ちろちろと舌でなぶられ、口唇で挟はさみ吸い上げられたかと思えばまた舐なめられて、甘あま嚙がみされる。右胸は同時に、赤く充じゆう血けつしてしまった粒つぶだけでなく、その周囲も揉もみ込むようにしててのひらで押し上げられた。


（……うあ、や、なんでこんな、なって……っ）


　どうして胸なんかを触さわられ舐められたくらいで、こんなにぞくぞく背筋が甘く震ふるえるのかと、困こん惑わくが礼人を襲う。


「……っは、ぁ……っ、あ、ん……っ」


　深行の口唇は礼人の胸から至るところへ移動しては口くち接づける。舐められ、吸われ、そのたびにびくびくと礼人の身体からだは跳はねた。段々と、どこを辿られても震えが抑おさえられなくなっていく。それが普ふ段だん意識もしないような場所でも、深行の指であれ舌であれ、彼のなにかが触れた途端に、そこが血の集まる場所になった。


　それだけに、すでに熱を蓄たくわえ硬くなっていた中心に触れられたときには、ひくっと息を呑のむほどの反応を返してしまった。


「っん……っ！」


　ジーンズの上からその形をなぞるように触れて、すぐに解かれた釦ぼたんとファスナーの下に、てのひらが潜もぐり込んでくる。直接触れられた瞬間、瞼の裏がちかっと光った。


「ぁ、あ……っ、ンや……っ」


　最初確かめるように触れた深行の手は、礼人のそれを緩ゆるく握にぎり込むとやんわりと刺激を送ってくる。意外なほどにやわらかい動きにすこし驚いて、けれど与えられる快感はそんなことをいつまでも考えていられるようなものではなくて、すぐに思考はふやけてしまう。


「んん、ん……っ、あっ、あ」


　ぐに、ぐに、と全体を揉むように自身の弾だん力りよくを知らされたかと思うと、上下に擦こすられて、そこが芯しんを持っていることも教えられる。すでに先せん端たんからは透とう明めいな雫が滲しみだしていて、とろっと深行の手を濡ぬらした。


（……すごい、やっぱり、ちがう……）


　落ちてきた雫をまた先端に戻もどすように指の腹でぐにっと押され、喉を鳴らしながら、礼人は飽ほう和わ状態の思考の中でぼんやりそんなことを思った。


　予想しない動きで一いつ瞬しゆんたりとも息をつかせてくれない深行の手は、いつか、溶とけた頭で妄もう想そうしながら自分で施した愛撫とは、まるでちがう。あのときとは比べものにならないくらい、ほんとうの深行のてのひらは熱くおおきく、礼人に困惑するほどの感覚を与えた。


「……っん、あっ、んんっ、ん……っ」


　上がる息を受けて、口元に持ってきていた手の甲こうが濡れていく。段々浮ふ遊ゆうしていくような快楽に、中心に集まる熱がもうすぐいっぱいになってしまうのがわかった。


「……っあ、や、も、はなし……っ、……っんぁ！」


　喉をついて出た声と共に、びくんっと背中がしなる。ふっと中心からてのひらが離はなれたかと思ったら、次の瞬しゆん間かん触ふれたのは、生あたたかい粘ねん膜まくだった。


「やぁ、や……っ、あ、あっあ、やっんっ」


　じゅる、と音が聴きこえる。それが深行の口唇と、自分の硬く濡れた欲が交じって生まれた音だとわかったら、身体中が震えた。ちゅう、と先端を吸われ、出てきた雫を舐め取られたかと思えば、その舌はそのままつーっと降りていく。


　礼人の頭の中は、もう本格的になにも考えられなくなっていった。それまでも充じゆう分ぶんぼやけていた脳が溶けてしまったみたいに、ただ与えられる感覚だけがそこへ刺激を送る。


「うン、んっ、あ、ああ……っ」


　膨ふくらんだ奥の果実までやわらかく口唇で挟まれ、吸われる。なのにまた、屹きつ立りつしたものにまで伸びてきた手が、ぬるぬると擦り上げるから、礼人はもう、啼なくしかなかった。


「やあ、あ、あ、でちゃ、やっ、だめ……っや、あ……っ！」


　声も、跳ねる腰こしも我が慢まんできない。きん、と脳のう髄ずいになにか変な感覚が疾って、礼人はそれを追いかけるようにそのまま、上のぼり詰つめてしまった。


　ひくんっ、ひくんっ、と繰くり返し足の指先まで痙けい攣れんして、力が抜ぬける。それでも震えは止まらないままで、薄うすく開いた瞼は涙なみだでいっぱいになって視界はぼやけていた。瞬まばたきをすることさえ思いつかず、息いき継つぎをするたびに微かな声が喉から漏もれている。


「……っぁ、……っ」


　なにが起こったのかわからないくらいに、凄すさまじい感覚だった。バイクのエンジンのような音を立てて絶え間なく響ひびいているはずの鼓こ動どうさえ、耳に戻ってくるまでに時間がかかる。


（……いまの、なに……？）


　初めてなんかじゃないのに、いままでそれを知っていたかと言われると、首を振ふるしかない快楽があった。


　こんなもの、知らない。こんな、底の見えないようなものがあるなんて。


（……俺、どうなるの……）


　ぼんやりとした戦慄おののきを覚えていると、ふいに脚あしに空気を感じた。ぼうっと肺に酸素を取り込んでいる間に、ジーンズごとアンダーウェアまで脱ぬがされている。


「あ……っん、ぅ……っ、んっ」


　臀でん部ぶの奥に、奇き妙みような感覚を受けて、礼人は呻うめくと膝ひざを立てようとした。脚に力を入れたかったが、身体から芯を抜かれたように、ただそれだけのことができない。礼人を襲おそった快楽は、まだ痺しびれるように全身を巡めぐっていて、言うことを聞いてくれそうになかった。だが力の入らない脚は、深行の手に支えられるようにゆるく開かれる。もうわずかでも理性が残っていれば、羞しゆう恥ち心しんで消え入りたくなるような格好だったが、そのときの礼人にはそんな認にん識しきも持てなかった。


　硬くはないがそうやわらかくもないそれは、なにかぬるっとした液体を伴ともなって触れていた。襞ひだを持って侵しん入にゆうを防ごうとする場所をなぞり、ぐるりと馴な染じませるように小さく円を描えがく。かと思うと、くにっとその中まで入り込んできた。


「ぅあ……っ、あっ、ん……っ」


　身体の中に、なにかが入ってきている。無意識の抗あらがいに一瞬それは動きを止めて、礼人がほっとしたと同時に、熱い息が顔にかかった。


「あ、んン……っ、ん」


　キスを施ほどこされ、やわらかく心地ここちのいいその感触にうっとり身を委ゆだねた瞬しゆん間かん、再度奥に入り込んでいたものが動き出した。くぐもった喘あえぎを吸い取り、口接けはやめられることなく宥なだめるように続けられる。くち、と微かすかに耳が拾ったものは、キスの音だったのか、それともその触れられている下か肢しの奥からだったのか、そのときの礼人にはわからなかった。


　ただその一本が───奥をさぐっているのが、深行の指なのだとそのとき初めて認識した───ゆっくりと内部を馴ならすように行き来しているうちに、違い和わ感かんが少なくなっていく。そうするとそれを見み越こしたように、また指が増えた。キスされたまま再度礼人は、深行の口唇くちびるにあえかな声を吸い取ってもらうことになる。


「……っん、ん……、ぅん……っ」


　どれだけの時間そうしていたのかはわからなかったが、それをゆっくりと繰り返すうちに、礼人の奥は、ただじんじんとした痺れのような疼うずきを感じるようになった。そうして同じくらい腫はれぼったい感覚の口唇がようやく自由になったとき、同時に礼人の奥をさぐり続けていたものも引いていく。


「……っん、あ……」


　まだ力の入らないままの脚を這はった深行のてのひらが、太ふと腿ももに辿たどり着いてさらにくいっと圧した。半ば持ち上げられるようにされて腰もわずかに浮ういてしまう。ぼんやりとされるがままになっていた礼人は、そうしてふいに脚の付け根に触ふれた熱に、びくっと背中を震わせた。


「……っ、あ……っ」


　ひくんっと肩かたも揺ゆれ、無意識に首を起こした礼人の目に入ってきたものに息を呑む。


（……うそ、うそ……っ）


　最終的に辿り着くのはそれだということを、どうしてだか認識していなかった礼人は、直接目で確認した現実にひどい混乱を覚えた。


　深行の硬く張りつめたものが、自分の中に、入ろうとしている。


（……っやだ）


　さあっと、礼人の中からなにかが抜けていった。ぼんやりと享きよう受じゆしていただけの甘い快楽が、わずかに薄くなる。


（……これ、やだ……っ）


　怖い、と思った。されることでなく、ただこの行こう為いに含ふくまれる情がなにもないことに、いまさら気が付いて、恐きよう怖ふばかりが礼人を襲う。


　深行は、なにも言わないままだった。キスをくれても、宥めるようなてのひらをくれても、声を聴かせてはくれなかった。一度名前を呼んでくれたけれど、それだけであとは、なにも。


　ついさっきまで施されていたものが、そのための準備だということももうわかる。きっとものすごく丁てい寧ねいに、時間をかけてやってくれたのだろう。痛みなんか感じることなく、ずっと心地いいばかりの深行のキスの感かん触しよくを植え付けられていた。


　だけど、こんなときにまでやさしい深行の気き遣づかいを知っても、心が震ふるえることに、身体からだはそのままの反応を見せてしまう。


「……っやぁ、やだ……っ！」


　声を上げた礼人に、深行の動きがぴたっと止まった。


　怖い、怖い。それだけが思考をぐるぐる支配する。だけどどう言えばいいのかはまったくわからなくて、礼人は力の入らないままの身体で逃にげようとした。


「……っぅ、ふ……っ」


　仰あお向むけの状態から横おう臥がして、肘ひじをつき、てのひらをつく。這いずるような姿勢になったとき、ふいに肩に触れたてのひらの感触に、礼人は大おお仰ぎように背中を震わせた。


「……っゃ」


　だが、触れられてそのまま力を込められたら抵てい抗こうできなくて、礼人はまたそれまでと同じ体勢に戻ってしまった。


「……礼人さん」


「っ……！」


「礼人さん……礼人、さん……」


　それから肩も背中も浮くほどにきゅう、と強い力で抱だき竦すくめられ、何度も何度も名前を呼ばれる。は、と礼人は息を吐はき出した。耳朶みみたぶを食はみながら、頤おとがいを辿りながら、喉のどに吸い付きながら、深行はただそれだけを囁ささやく。


「……礼人さん、礼人さん……」


「……っう、はぁ……っあ」


　ふるっと口唇を震わせて、礼人は喘ぐようにまた息を吐くと、ぎゅうっと目を瞑つぶった。


（……ひどい、よ……深行）


　思って、礼人は泣き出しそうな心持ちになった。


　すこしずつ荒あらくなっていく深行の息を感じて、確かに自分は歓よろこんでいた。熱を持ったてのひらに肌はだをなぞられ、せわしなく深行の髪かみの毛が胸を腹をうごめくたびに、戸と惑まどいながらもうれしさが湧わいていた。


（……だけど、だって、そんなの）


　仕方がない。どうしようもないのだ。自分で制せい御ぎよできる感情であれば、とっくにそうしている。だけどできない。思ってしまうことは、抑おさえられないのだ。


（……好きなんだ）


　深行を好きなのだ。好きな人間に触れられて、求められて、それを歓ばないことなんてない。逃げようとしたって、止められてしまえばもう、動けない。


（……だって好きなんだよ、深行。好きなのに……）


　それでもそう告げることは、できない。なにもことばをくれないひとに、一方的な熱を送ることは、許されない。


　だってさっき、深行は答えなかった。礼人が仕し掛かけたキスをそのまま奪うばい、こうして深く触れてくる理由を、答えてはくれなかったのだ。それは、「訊きくな」という無言の拒きよ否ひだったのではないか。それを訊くことに、答えることに意味はないと、そういうことだったのではないだろうか。


　確かに、あの日の最初のキスが酔よっていた故ゆえのものであったとしても、それがいま、こうして抱き合うことの理由にはならない。深行が酔っていれば抱かれてもいいと思ったわけでも、もちろんなかった。だけどもしもあのとき、深行が頷うなずいていても、自分は抵抗しなかったかもしれない。


（……覚えてるって、言ってたよね）


　酔って箍たがが外れなにか失敗してしまったときも、深行はそのことを次の日覚えているのだと、まえに言っていた。なら、深行が頷かなかった理由はひとつだろう。


　そのことに気が付いて、礼人はほんとうに自分は過あやまってしまったのだと思った。


　ただ、忘れろということ、なのだ。このいま、匂においもぬくもりも共有している時間も記き憶おくも、全部が明日の朝にはなかったことになる。


　酔っていると認めれば記憶は残っていることになり、酔っていないと言えば、この行為への理由がなくなってしまう。だから、なにも、深行は答えなかった。


　卑ひ怯きようだ、と思う。どうしてこんなことを、そんなひどい方法で始めたのかと、深行を問いつめたい。だけど、礼人にはこの秘ひめた気持ちがある。深行に抱く、よこしまで浅ましい想おもいは、そんなふうに責める権利など奪い去ってしまった。


　───結局は、受け入れた自分がいちばん悪いのだ。


「……深行」


　礼人はようやっとそう口を開いた。考えてみればおかしなことに、この最中さなかに彼の名前を呼んだのは、これが初めてだった。


　首筋を辿っていた深行の口唇が止まる。かたかたとなりそうな指先に力を入れて礼人は、両手を持ち上げた。そのまま、深行の顔をそっと両側から包み込む。ゆっくりと上がる深行の顔が視界に入る頃ころに、礼人はすこしずつ、また瞼まぶたを閉じていった。


（……これで、終わっちゃう、な……）


　そう思ったのがなにに対してだったのか、自分でもはっきりとはわからないまま、そっとその愛いとしいひとの口唇くちびるへと口接けた。


　ゆるく触れて、睫毛まつげを震わせながらわずかに離はなれ、礼人は小さく口を開く。


「……いいよ。して……」


　微かすかな声を紡つむぐ間にも、深行の目は見ることができなかった。











　また、キスをされた。


　そうすれば礼人が安心するのだとわかっているように、口唇を合わせたまま、添そえられていた深行の灼しやく熱ねつの塊かたまりが、ゆっくりと入り込んでくる。


「……っぅん、ン……っん……っ」


　圧あつ迫ぱく感かんと妙みような感覚だけで、痛みは感じないのに、涙なみだが出た。キスが解かれたことで、ああ全部入ったのかな、と礼人はぼんやり認にん識しきする。


「……あやと、さん」


「っん！……っんあ、あっ、あ……っ」


　名前を呼ばれ、今度は抱かかえられた脚あしに口くち接づけられた。ゆる、と動いた熱から広がる痺しびれに、喉が反る。


　繫つながった箇か所しよ近くの湿しめった肌が、くっついたり離れたりするたびに、そこに汗あせがわき出ては余計に濡ぬれていった。深行の腰こしは、ぐぐっと深く入り込んですこし引き、また奥へ進んでは戻もどる。その熱が内部を擦こすり動くと、いろんな水音がした。なにかが溢あふれるように滲しみ出て、つっと尻しり下のほうへと伝い落ちていく。そんな些さ細さいな感触すら、指先を震わせて仕方なかった。


「ひぁ、あ……っ、あン、あっ、あっ」


　腰を摑つかまれ、より引き寄せられる。そのまま振しん動どうを送られて、ひっきりなしに声が出た。そうして感じてしまうところを教えられ突つかれて、気持ちがいいと思うごとに、礼人の胸の中に痛みが疾はしる。


　初めてこんな身体の中を抉えぐられて、どうして痛みじゃなく快楽を得てしまうのか、それを考えると、代わりのように心臓が縮まるのだ。それが、これはいけないことなのだとそう言っているようで、ひどくかなしい。


「あぁ、あ……っ、ん、んん、あ」


　それでも涙で膜まくの張った視界には、ぼんやりとしか周りが見えずにいることが、礼人には救いだった。声を抑えずにいられるのも、そのおかげだろう。深行の顔を、あの瞳ひとみを見てしまったら、きっと胸は潰つぶれてしまう。無理矢理追い出している感情が甦よみがえって、どうなるかわからない。


　ぐいっと膝ひざの裏を押さえられ、脚を広げられた。それまでよりもさらに深くなった穿うがちに、礼人はきゅうっと自分の指を握にぎり込んだ。敷しかれているラグは厚めで、摑むにはむずかしい。与あたえられ、どう逃のがせばいいのかわからずに溜たまっていく欲を耐たえるように、ただてのひらに力を込めるしかなかった。


「……っんんっ、あ……っあっ、う、ん……っ」


　だがふと、そのてのひらをそっと包んだものに、指を解かれる。その指の間を縫ぬうようにして重ねられたのが、深行のてのひらだとわかって、礼人はまた込み上げてくる涙を堪こらえきれなかった。


　震ふるえる指先で、一いつ瞬しゆんだけ躊躇ためらってから、握り返す。揺ゆらされながら、そこだけがよすがのように、手を繫いだ。


　律動は、もう緩ゆるまることなく送られ続けている。それはこのまま加速するだけで、その先にあるものに辿たどり着つくまで止まらない。


「っあ、あ……っ、や、ああ、もぅ……っ」


「……礼人、さん……」


「んっ、みゆ、みゆき……っ、んぁ……っ、あ！」


　何度目かの称しよう呼こに、思わず呼び返したら、礼人の中にある深行が、ぐぐっと嵩かさを増した。それに反応したように、また礼人の内部が蠢うごめく。すでに隙すき間まなどないのに、さらに狭せばめるようにきゅうっと収縮したようだった。


「……っあやと、さん……っ」


「ぁや、や、ああ、ア……っ！」


　ずっと弄いじられていた礼人自身から、欲が放たれた。それから身体からだの奥にあった熱からも、さらに熱いなにかが溢れるのを感じて、背筋が戦慄おののく。


　ぴん、と張っていた糸が切れたように、礼人には感じられた。それはその瞬しゆん間かん、礼人の意識もぷつりと途と切ぎれてしまったからだった。











　次に礼人が目を覚ましたとき、部屋の中はうすぼんやりとした青い光に包まれていた。


（……朝……？）


　いつもよりも重い気がする頭で思って、億おつ劫くうな首を回した礼人は、それがカーテンの紺こん色いろを通して陽ひの光が差し込んでいるかららしいと気が付いて、はっと目を瞠みはった。


（……俺……！）


　ものすごいスピードで脳内を記憶が甦り、礼人は横たえていた身体を起こした。思わず自分の身体を見下ろすと、裸はだかではなかったが、着ていた服に余計にいたたまれない気持ちに苛さいなまれる。礼人が元から着ていた服でなく、見覚えのあるパーカとスウェットは深行のものだった。


　戸と惑まどいながら礼人は、いま自分がいるのがベッドの上だということを認識し、視線を巡めぐらせた。


（……深行、は）


　同じベッドにはいない。ではどこだろうかと身体をずらしベッドから降りようとして、礼人は上げそうになった声をすんででこらえた。


「……っ」


　ベッドのすぐ横の床ゆか、ラグの上にこたつ布ぶ団とんを被かぶって深行が眠ねむっていた。動きを止めていた礼人は、息を潜ひそめてそろそろと足を降ろす。どきどきと朝からうるさい胸に手を当て押さえながら、ゆっくりと床に立った。一連の動きに違い和わ感かんを感じることもなく、どうやら平気そうだと、自分の身体の具合を確かく認にんする。


　すこしだるい気はするが、どこも痛いところはなさそうだし、気持ち悪い感触もない。深行の服を着せてもらっていることから考えても、彼が礼人をきれいに清めてくれたのだろうということは、想像に難かたくなかった。


　だが、寝ねている深行を起こさないようにと静かな動きを気にかけながら、礼人はきょろ、と自分の服を捜した。するとこたつの向こうに、きちんと畳たたんで置いてある目的のものを見つけ、そちらへと足音を殺して移動する。


　服を手に取り、礼人は壁かべ掛かけの時計に目を遣やった。時刻は七時十分まえを指している。


（……よかった。電車動いてる）


　となれば、さっさと帰りたいとすこし気持ちを急せかせながら、着き替がえることにした。いまはまだ、礼人の頭は混乱に包まれている。一晩明けて、昨日の空気が噓うそのように[image: ]りんとした朝の気配が、この部屋にも漂ただよっているというのに、すこしも気分は晴れてくれていなかった。ぷつんと切れた意識のあと、次の認識がこの朝なのだから、仕方ないのかもしれないけれど、なにも整理できない。できればいまはまだ、深行と話すことは避さけたかった。だが、ふっと背後で空気が動くのがわかり、びくっと肩かたが揺れる。


「……っ、礼人さん……？」


　深行が起きるまえにこの部屋を出なければ、と思いながらさっと身み支じ度たくを調ととのえていた礼人は、それが失敗に終わったことを知る。息を呑のんだような気配のあと、急いで起き上がったらしい深行の声を聴きいて、動きを再開させた礼人は、羽織りかけていたコートに袖そでを通した。


　紺色のトレンチ。青い朝の光に包まれて、なお深い色に見えるそれは、深行に初めて会った日着ていたものだった。あの、いまとなっては、ここへ繫がるためのなにかが始まった気さえする日。───深行にキスをされた日のコート。


　締しめ付けられるような胸の痛みに耐えるように、一瞬だけ眉まゆを寄せ瞳を閉じた礼人は、次に瞼まぶたを開いたときには、振ふり返り笑えみを浮うかべていた。


「……おはよ、深行。こたつで寝て寒くなかった？」


　そう訊きいておいて礼人は、深行に答える間を与えずすぐにことばを続ける。


「って俺がベッド占せん領りようしてたから仕方ないんだけど、ごめんね。時間早いし、まだ寝るならベッドに移ったほうがいいよ」


「……礼人さん、あの」


「俺目覚めちゃったから、帰るね。電車ももう動いてるし。あ、服ありがと。ここ置いとくから」


「礼人さん！　ちょっと、待って」


　喋しやべりながらバッグを手に取り玄げん関かんに向かおうとしていた礼人は、深行の強い呼びかけに足を止めた。


「待って礼人さん、俺」


　礼人のほうへ近づいた深行がなにかを言いかけたとき、ふいに部屋の中に耳みみ障ざわりな音が響いた。身を硬くしていた礼人は再度肩を揺らしたが、すぐにそれがなにか気が付いて、音源のほうを見み遣やる。


「……電話、みたいだよ。深行」


　部屋の隅すみに据すえられたシルバーラックに置かれている固定電話が、姦かしましい響ひびきで喚わめいている。深行は反応しない。心の中ですうっと息を吸って止めると、礼人は振り向いた。そうして、数歩分しか離はなれていない位置に立っている深行に、小さく笑いかけてみせる。


「わざわざ家いえ電でんにかかってくるなんて、たいせつな連れん絡らくかもしんないよ？　しかも時間まだ、早いし。緊きん急きゆうだったら大変だよ。ほら、取んないと」


　そう言って、礼人は敢あえて、深行の腕うでに触ふれて促うながした。深行は、なにに対してなのか、すこし驚おどろいたように目を瞠る。だが礼人に「ぼうっとしてると切れるよ」と指で電話を示され、はっと我に返ったようにそちらに歩み寄った。


「はい、有沢……結ゆう生き？」


　深行の口から出た名前が、彼の妹である双子の片われのものだとすぐに思い当たる。何度か聞いていた彼の話ですでに覚えてしまっていた。


「どうした？　こんな朝早く……え？」


　それまで、礼人が帰りはしないかと心配なのか、ずっとこちらを見ていた深行の視線が揺れ、電話に落ちた。受話器の向こうにいる妹を見るように、意識がそちらへと切り替かわったようだった。


　途と端たんに礼人の肩からすこし力が抜ぬける。ふっと息を吐はくと、踵きびすを返した。


「うん？　うん、それで……、っ礼人さん！」


「ごめん、俺帰るね、深行。今日朝から用事あったの思い出しちゃった」


　焦あせったように名前を呼ぶ深行に、笑って手を振ると、礼人はキッチンに続く磨すり硝子がらすの戸を引いた。そのままさっさと玄関へ向かい靴くつを履はく。


「まっ……、え？　うん、ああ、だいじょうぶだから……。泣くなって、結生？」


　妹に引き戻もどされる深行の声を聴きながら、もう一度も振り返ることなく、礼人は部屋を後にした。


　朝のひんやりとした空気に晒さらされる自分の顔が、変なふうに見えていなければいいのだけどと、ラッシュ前でまだひとの少ない駅への道を辿たどりながら、礼人は俯うつむいていた。


（……うまく、できたかな）


　たぶん、できたのだろう。なんでもないふりを、昨夜のことを「わざと」忘れたふりを、きっとできたのだ。本心を隠かくして笑ってみせるのは、もとから得意だった。……なのに。


（……なんでこんな、苦しいの）


　確実に失ってしまったなにかを、きちんと見つめることがまだできずに、礼人はうまく空気を取り込めない胸をてのひらで押さえた。こんなに苦しいのに、なぜか涙なみだは落ちてこない。


　駅に着くまでの間にも、深行は追ってこなかった。











「ただいまー！」


　まだ声変わりまえの少年特有の、伸のびやかな声が玄関から聴こえ、そのままリビングへと元気な足音は移動してきた。


「おかえり、王志」


「あやちゃん！　お腹なか空すいた！」


　ソファで大学の図書館から借りてきた資料用の本を読んでいた礼人は、飛び込んで来るなり本能のままを訴うつたえる弟にくすりと笑みを漏もらした。膝ひざの上にあった本をソファの端はしに除け、立ち上がるとキッチンへと足を向ける。


「お昼ごはんなら用意してあげるから、荷物自分の部屋に置いて、手洗っといで」


　礼人のことばに、素す直なおに「はーい！」と返事をして階段を上っていく、まだ小さな背中に笑みを浮かべながら、冷蔵庫に近づきドアを開いた。大型のその冷蔵庫の中は、きちんと整理されていて、すぐに目的のものは見つかった。


　ラップの被せられた形のちがう皿をふたつ取り出すと、片方に小さなメモ用紙が貼はられていた。そこには流りゆう暢ちような字で『ラップは取って、レンジで一分。タレはそのまま』と書かれている。仁の字だ。


　それにふんふんと頷うなずきながら、礼人は指示通りにレンジで皿の中身をあたためる。その間にコンロに載っていた小こ鍋なべを火にかけ、戸と棚だなからどんぶりをふたつ取り出した。すぐに一分経たち、レンジが、ピーッピーッとあたため終しゆう了りようを告げる。硝子戸を開けると、湯気を立てているてんぷらの山がそこにあった。昨日の夜の残りだが、敢えて残るように作られたものだ。


　礼人と王志ふたりぶんの今日の昼食は、仁特製のタレをかけた天てん丼どんだった。


　今日は平日だが、王志は小学校が午前中までだった。仁も郁郎も学校があるので王志を迎むかえる人間は、今日は大学が夕方からの礼人しかいなかった。だが、礼人には王志の昼を用意できるスキルはない。コンビニかファーストフードで買ってくるか、出前でもよかったのだが、ならばと仁が用意してくれていたのだ。


　沸ふつ騰とうしだした鍋の火を消し、これも仁が朝作り置いてくれていたみそ汁しるをよそう。どんぶりにごはんを盛っていると、ばたばたと足音を立てて王志が下りてきた。


「王志、階段下りるときは静かに下りないと、仁に怒おこられるよー」


「あやちゃんその怒りかたなんかおかしくない？」


　たのしそうに笑いながら王志が礼人からどんぶりを受け取る。すぐにもうひとつのどんぶりも、はい、と渡わたされて礼人は礼を言いながら笑みを浮かべた。仁のしつけもあるのだろうが、もとから利発なこの末っ子は、こうして言われずとも手伝いをしてくれる。多少欲目もあるが、いささか変わった家庭環かん境きようなのに、いい子に育ってくれていると思う。


　だが、王志を、というわけでなく、ここ最近、小学生くらいの子供を見ると連れん鎖さして思い出してしまうことに、また引きずられそうになり、礼人は心の中で首を振ってそれを追いやった。


「あやちゃん、これ半分にわけていーの？」


「うん？　王志が好きなのあるなら、二個取っちゃってもいいよ」


「えーそんじゃ平等じゃないじゃん。ちゃんとわけるよ」


　テーブルのてんぷらを指して言う王志に、子供はことば覚えるの早いなあと苦く笑しようして「じゃあ半分こね」と返す。率そつ先せんしてふたつのどんぶりにてんぷらをわけていく王志にそちらは任せて、礼人は冷蔵庫からウーロン茶を出しグラスに注ついだ。


「できた！　ね、おいしそうだよ、あやちゃん！」


「おお、ほんとだ。王志盛りつけうまいねえ。俺よりずっと上手」


「ほんと？」


　ほんと、と笑って頭を撫なでてやると、王志はうれしそうにする。テーブルについて、いただきます！　と元気に手を合わせてから箸はしを使い始めた。倣ならって食事を始めながら、礼人はまたすこしぼうっと思考を巡めぐらせてしまう。


　ここひと月ほどは、気を抜けばこうしてとりとめなく意識をどこかへ飛ばしてしまうことが多かった。───深行との連絡を絶ってから、そのあとのことだ。


　あの日、家に帰り着いた数時間後に、携けい帯たい電でん話わに深行から連絡があった。だが、もうこれ以上普ふ通つうに接するのはいまは無理だと、礼人はその電話には出なかった。かけ直すことももちろんできず、そのあと何度かかかってきた電話にも出ずにいると、メールが送られてきた。内容は、会えないかという旨むねのものだったが、礼人はそれに、しばらく忙いそがしくて会えそうにない、と返事をした。


　それが噓うそだということは、深行にもわかるだろう。だからこそ、礼人の意志をわかってもらえるだろうという想おもいもあった。


（……会えるわけないでしょ？）


　会ってなにを話すというのだろう。少なくとも礼人は、もうまえのようには戻れないことを覚かく悟ごのうえで、あの夜許したのだ。それを深行も承知して、行こう為いを進めたのではないのか。


　あんなことを、なにもなかったことにするということは、以前のようにつき合うという意味ではないはずだ。お互たがい問いつめることなく、それでもう、おしまいだと、そういうことだ。なのに、深行はまだなにを、礼人にさせようというのか。


　唯ゆい一いつ思い浮うかぶとしたら、もしかしたら、自分の気持ちに気付かれているかもしれない、ということだった。それでもしも、謝られたら。それこそ礼人はもう、立ち直れなくなってしまう。


　好きなひとに、好きな気持ちを知られて抱だかれて、そのことを謝られるなんて、いくらなんでも笑って受け入れられるわけがない。きっとあの朝の礼人は、その気配を無意識のうちに敏びん感かんに感じ取っていて、だから深行の目が覚めないうちに帰りたかったのだ。


　ずっとこんなことになりたくなくて耐たえてきたものは、あっさりと崩くずれ落ちてしまった。しかも自分でやってしまったも同然だ。深行に会う、勇気がなかった。


　けれど、そのメールのあと、また数回、電話はあり、礼人は携帯電話に伸びそうになる手を必死でこらえた。声は聴ききたい。だって好きなひとだ。こうして無視することで、深行の気持ちが不快になるかもしれないこともつらい。


　携帯電話が繫つながらなければ、深行は礼人に会う手段はほかにない。家族のことは話したが、深行を家に連れてきたことはなかったし、場所を教えたこともなかった。だけど、でも。そうして躊ちゆう躇ちよしているうちに、ぱたりと、深行からの連れん絡らくは来なくなった。


　そうしてそれに、ひどく傷付いている自分に、礼人は、すこしも深行のことをあきらめ切れていないことを苦く自覚した。……きっともう、深行のほうはそうではないのに。


「あやちゃん？　どうかした？　ぜんぜん食べてないよ」


　ふっと思考を遮さえぎるように王志の心配そうな声が耳に届いた。いつの間にかまた、何度も同じことを考えてしまっている。もうどうしようもないとわかっているのに、未練がましいんじゃないかと自分を叱しつ咤たして、礼人は笑えみを浮かべてみせた。


「あー、ごめんね、王志。ちょっとぼうっとしてた」


「だいじょうぶ？　おいしくない？」


「ううん。おいしいよ。仁が作ってくれて、王志がよそってくれたんだから、おいしくないわけないでしょ」


　ばくん、と食べてみせて笑うと、一応安心したのか、王志は自分の食事に戻りかけて、なにかを思い出したように「あっ」と声を上げた。


「そうだ、あのね。俺、学校からプリントもらってきたんだよ」


「プリント？」


「うん。新しいクラスのね、紹しよう介かいとか、新学期の行事のおしらせとか書いてあんの」


　深行と最後に会ったあの日が三月の初しよ旬じゆんで、ひと月以上経ったいまはもう、四月だ。王志も小学三年に上がり、クラスも変わった。


　どうやらズボンのポケットにたたんで入れておいたらしいそれを、はい、と差し出されて礼人は受け取る。


「へえ、わざわざ名めい簿ぼとかも載のせてあるん……」


　二枚綴つづりになっているプリントを眺ながめていた礼人は、途と中ちゆうでことばをなくした。どきんっと、久しぶりに胸がせわしない動きをし始める。


（……うそ）


　プリントの一枚目、左半分には、桜と学校のイラストのポップが印刷されている。その右側、王志のクラス、三年二組の名簿がずらりと並んでいる中の一いつ箇か所しよから、礼人は視線を逸そらせなかった。耳の裏で、ものすごい早さで血が流れているのがわかる。


　クラス名簿のいちばん上、『三年二組・担任』の横に記されていた名前は、どう見ても間ま違ちがいなく、有沢深行、だった。











　そのあとの礼人は、あからさまにおかしかったのだろう。結局そのまま食事は喉のどを通らなくなり、心配した王志が、遊びに行く予定をとりやめて礼人についている、というくらいだった。なんとか説とき伏ふせて、せっかく約束してるんなら行ってこいと王志を送り出したのはよかったが、その間もずっと動どう揺ようは治らなかった。


　それでも大学には顔を出したのだが、まったく使いものにならず、また教授や先せん輩ぱいに迷めい惑わくをかけてしまう。自分でもうんざりしながら、だがまだ混乱が残っている頭でふらふらと大学を出ようとしたところに、携帯電話が着信を知らせてきた。思わずびくっとなって、どきどき騒さわぐ心臓を感じながら見ると、相手は中川だった。


　彼から連想するものにまたすこし躊躇してしまったが、結局受話をオンにする。


「……もしもし？」


『おー、礼人？　元気？　俺だけど、中川』


「はい。なんかひさしぶりですね。……どうかしたんですか？」


『いやいまさー、クライアントとの打ち合わせ終わって、大学の近くにいんだけど。礼人大学にまだいんなら、いっしょに晩飯でもどうかなーと思ってさ』


　どうする？　と訊きかれて礼人は、久々に中川と呑のむのも気晴らしになっていいかもしれないと誘さそいを受けることにした。車で来ているらしい中川が大学まで迎えに来てくれ、彼の知っている店に行くことにする。すこし移動し、結局大学からというよりは、礼人の家からのほうが近いという場所までやってきた。


「へえー、こんなとこにこんな店あったんですね」


「最近オープンしたんだぜ。って、なんか気付かない？　礼人くん」


　和風モダンな外観が、オレンジ色の間接照明に照らされている一いつ軒けん家やの店は、落ち着いた雰ふん囲い気きを漂ただよわせている。おいしかったら今度仁たち連れてきたげよう、と思っていた礼人は、中川にそう訊かれ、え？　と瞬まばたいた。それから、ぴんっと来て、ああ、と笑みを浮かべる。


「中川さんが設計したんですか？」


「そーなんだよー。どう？　ってまだ中入ってもいねーうちから訊くのもなんだけど」


　予想はビンゴだったらしく、中川はうれしそうに言う。若手建築士の中では随ずい一いちの腕うでらしい中川は、事務所でも単独の仕事をばりばりとこなしているらしい。こうしてたまに自分が設計を手がけたものを見せてくれることがあった。大学時代から変わらない、大人っぽさと同居したこういうすこし無む邪じや気きな中川もきらいではなかった礼人は、笑って頷うなずいた。


「すてきですよ。この辺住宅街だから、これくらい静かめな店のほうが雰囲気合ってる気がしますし。これで安くておいしかったら文句ありません」


「だろー？　味も値段も保証するぜー。つってもまー、そっちは俺の管かん轄かつ外だけどな。確かランチもやってるから、近所の奥様方にも気に入ってもらえんじゃねーかな」


　中に入り案内された席は半個室で、掘ほり炬ご燵たつになっていた。普通のテーブル席もいくつかあるようだし、おおきく取られた窓でどの席からも中庭が見えるようだった。この雰囲気なら味さえよければ繁はん盛じようするのではないだろうか。


「そういえば、中川さん、車どうするんですか？　今日は禁酒？」


「代行呼ぶに決まってんだろー。ここ確か、酒もうまかったんだよな。焼しよう酎ちゆうの種類すげーの」


　メニューを見せられ、品しな揃ぞろえのよさに感心しつつ、呑んだことのない地方の焼酎を注文した。料理はコースもあるらしいが、今日のところは単品で適当に、選んだ焼酎に合いそうなものをチョイスすることにする。先に運ばれてきた焼酎で乾かん杯ぱいし、つきだしをアテに呑み始めた。


「ところで礼人、最近どうよ？」


「その訊きかた、どこのオヤジですか。どうもこうも、普ふ通つうですよ。いたってフツー、です。院は二年目だから修士論文は大変ですけど、だんだん固まってきたし」


「弟くんたちは？　元気？　確か親おや父じさんの再さい婚こんでひとり増えたっつってたよな？」


「元気ですよ。仁は相変わらず俺よりしっかりしてるし、王志もすくすくいい子に育ってます」


「あいかーらず弟好きだねーおまえ。で、増えたひとりは？」


「増ぞう殖しよくしたみたいに言わないでくださいよ、もう」


　ちょこちょこ運ばれてきた料理を口にする。なかなか上品な味付けで、どれもおいしかった。また来ようかな、という気になる。


　中川の言いかたに苦く笑しようしながら、礼人はグラスを傾かたむけた。


「かわいーですよー。仁と同い年なんて思えないくらい、すごい素す直なおで一いち途ずで一いつ生しよう懸けん命めいで、弟としては申し分ないです」


「へえ？　写メとかねーの？」


　ありますよ、といつだったか不意打ちで撮とった郁郎の写真を携けい帯たい電でん話わで見せる。中川は、いきなり携帯電話のカメラを向けられて驚おどろいている郁郎を眺めて、おー、と声を上げた。


「なにコレ。かわいーじゃん。男の子だったよなあ？」


「そうです。だけどかわいいのは外見だけじゃないんですよー。もう純じゆん粋すいで無む垢くで、汚よごれた俺は羨うらやましい限りなんですけどねえ」


　郁郎のまっすぐな眼まな差ざしを、礼人は思い出した。遠えん慮りよも多いし思考がたまに後ろ向きになるらしいが、それでも彼は、ひたむきな想おもいを隠かくす術さえ知らず雄ゆう弁べんにおおきな瞳ひとみで語る。意識していないその汚れなさは、礼人には真似まねできないものだった。


　そうしてそれを、すこしだけ羨ましいと思ってしまう自分に苦笑しながら、ちくりと胸を痛ませた。あの、感情を秘めておけない素直さが自分にあればまたなにかちがっただろうか、なんて、そんなしょうもないことを考えてしまうことが、切なかった。


「礼人が汚れてんなら俺なんかどーなんだよ。……深行となんかあったか？」


　苦笑したようなあとに、静かにそう訊かれ、礼人は一いつ瞬しゆん動きを止めた。そういえば中川には、深行にキスされた場面はしっかり見られている。それから連れん絡らくを取っていることも知られているし、聡さとい中川のことだから、予想はすぐについたのだろう。だがすぐにぐいっとグラスを空け、礼人は、たん、とテーブルに置いた。


「……なんでそこで深行が出てくるんですか」


「だっておまえ、ほかはともかく俺が気付かないわけねえだろ。見てりゃわかるよ。いつもよりペース早いし」


　おまえもっとゆっくり呑むタイプだろ、と指し摘てきされ、珍めずらしく礼人はぐっと詰つまった。ストレートとはいえ、まだたったの焼酎三杯ばいだ。それなのに、アルコールが回ったように、思考が揺ゆれていた。今日知らされた事実は、まだ礼人を混乱させたまま、対処の仕方を見み出いだせない。


「礼人はあんま悩なやみごとあっても相談してくんねーからなあ。先輩としちゃーさみしいもんだぜ？　まあ、無理には聞かねーけど」


「……べつに、中川さんを信用してないとかじゃないんですよ。ただ、……相談したからってどうにかなるような問題でもないっていうか……うまく言えないんですけど」


　自分のこととなると、てんで説明下手になってしまう。それでも、こうして気にかけてくれるひとの気持ちはありがたくて、最近自覚した自分の不器用さをもどかしく思いながら、礼人はことばを探した。


「……俺、ずっと、ひとになにかを伝えることのたいせつさを、研究してるつもりだったんです。いまはもう使わなくなったことばで昔のひとが伝えたかったこと、理解して、わかりやすくだれかに教えることで、それがすこしはできてる気が、してたんです」


　だけど、と礼人はからっぽのグラスを見つめながら眉まゆを寄せた。


「だけどほんとうは、だれかにちゃんとなにかをわかってもらうって、すごくむずかしいことなんだっていまさら気が付いたりして……。現代語で、同じ国のことばで通じ合えるのに、実際はたったひとりのひとの気持ちさえわからないなんて、情けないですよね。だけどもう、どうしたらいいのかもわかんなくて、自分の気持ちさえ、コントロールできないんです……」


　どこで最初に間ま違ちがえたのだろうと、ずっと考えていた。それを見つけたからといってどうにもならないとわかっているのに、それでも探さずにはいられない。


　忘れようと思ったけれど、できずにいるうちに、また否いや応おうなしに関かかわりを持つことになってしまった。偶ぐう然ぜんと言うにはすこしおおきすぎるそれは、いったいなにを自分にもたらすのだろう。募つのるのは不安や戸と惑まどいで、迷ってしまうばかりだった。


「……確かに、だれかとちゃんと理解し合うなんてこと、そうそうできるもんじゃねーけど」


　あやふやで抽ちゆう象しよう的な話を静かに聞いていてくれた中川は、ふっとそんなふうに話し出した。


「それはお互たがいべつの人間だから仕方ねーことだろ。だいたい、なにも間違えずに全部を理解できる相手なんかいるわけがない」


「……それは、そうですけど」


「だけどさ。たとえばそういう場合、そこで、もーいいやって、ぽっと投げだしちまう相手と、そうじゃない相手に別れる。大事なのはそこじゃねーか？」


　中川は小さく笑えみを浮うかべて、さらに続ける。


「どうでもいい相手と、どうでもよくない相手が存在するわけだ。礼人が苦しいのは……深行が、どうでもよくない相手だからだろ？」


「……そ、れは」


「だからいろいろ考えるし、わからないことがまたつらい。だけど、だからこそ、その相手を放ほうり出したらだめなんじゃねーのかって、俺は思うよ。好きだから、苦しいんだ。だったら、苦しいほど好きな相手をみすみす逃のがすなんて、ばかげてるだろ。そんな相手、もうほかにいないかもしれないんだぜ」


　ほかにいない、と心の中で繰くり返して、礼人はきゅうっと締しめ付ける胸を押さえた。中川は、通りがかった店員に焼酎の追加を告げると、また向き直る。


「わからないってんなら、礼人がさっき自分で言った通り、同じ国の同じことばで通じ合えんだから、話せばいいんじゃねーのか？」


　簡単なことだというように、中川は笑みを深めた。


「おまえ、深行と話したか？　ちゃんと、思ってること言ったのか？　それでわかんねー相手じゃねえだろ」


「……中川さん」


　中川のことだから、礼人が深行に抱いだいているほんとうの気持ちも悟さとられているのかもしれない。敢あえて言うことでもないし、そのつもりもないが、ぼんやりとした話を聴きいてもらっただけで、すこし気分が楽になって、ふっと礼人は小さく笑みを浮かべた。


「中川さんて、モテるのに特定の恋こい人びとできないのは、意外と相談役で終わっちゃうパターンが多いからなんですね、きっと。やっとわかりました」


「礼人、おまえな……恩を仇あだで返すなよ。俺は、できないんじゃなくて作ってねーんだっつの」


「でも、真面目まじめな中川さんなんて中川さんじゃない、とか言う子いそうですよね」


「いねーよ。むしろギャップにめろめろになんだよ、相手は」


　調子の戻もどってきた会話に笑いながら、礼人は、いまごろ深行はなにをしているのだろうと、そんなことを思う。そうして切なく疼うずく胸にまた、すこしも小さくなっていない恋こい心ごころを再度自覚していた。











　数日後、朝のロンの散歩当番だった礼人が、自室から階下へ下りていくと、仁がいつものように朝食と弁当の用意をしていた。


「はよー、仁。いい匂におい、目え覚めるねー」


　やさしく鼻び孔こうをくすぐるいくつかの匂いに引き寄せられるように、キッチンへ足を運ぶと、仁も「おはよう」と返してくる。


「礼人、おまえ今度の土曜、空いてるよな？」


「土曜？　うん、なんもないけど……なんかあったっけ？」


　わざわざ予定を確かく認にんされるような行事があっただろうかと、テーブルの上に載のせられている弁当のおかずらしきものを眺ながめながら、礼人は首を傾かしげた。


「ねー仁、ウィンナーいっこ食べていい？」


「おまえの朝食からさっ引かれるだけだから自由にしろ。授業参観だ」


「ええ、自分のから？……って、え？　なに？」


　器用に箸はしで玉子焼きをひっくり返しながら、仁はこちらには視線を向けないまま口を開く。


「授業参観。王志のだよ。おまえプリント見たんだろ。行事予定の横に、詳しよう細さい書いてあったろーが」


「え、ちょ、待って。なにそれ……まさか、俺が行くの？」


「あたりまえだろ。おまえが保護者代理なんだし」


　聞いてないよ！　と叫さけびそうになって礼人は口を噤つぐんだ。確かに父も母も不在のいま、叶野家での年長者は自分だ。見た目も中身も、どれだけ仁のほうが大人っぽかろうと、礼人が唯ゆい一いつの成人者なのだ。仁はあと半月もすれば十八にはなるが、そういう問題でもない。


「俺と郁郎は、用事あっていないからな。どのみちおまえが行くしかないけど」


「……授業参観」


「そう。ほらプリント」


　用意していたのか、このまえ王志に見せてもらったプリントを渡わたされる。条件反射のように、プリントを見るだけで高鳴る鼓こ動どうを聞きながら、ぺらりと紙を捲めくった。目を通せば、確かに、四月の行事予定の記された右側に、授業参観についての詳細が載のせられている。


「授業参観て、こんな早くあったっけ……」


「書いてあるんだからそうじゃないのか。去年までは親おや父じが行ってたからな」


　王志にこれを渡されたときは、深行の名前に動どう揺ようしてしまって、二枚目まで見る余よ裕ゆうがなかったのが、よかったのか悪かったのか。あのとき見ていたからといって、結局礼人が行くことになるのは変わらないのだが。


　どのみちいつかは、保護者代理として会わなければいけない日が来ることはわかっていたことなのに、まださきのことだろうと高たかを括くくっていた自分を、後こう悔かいする。中川にすこしでも話を聞いてもらえたことで、わずかに落ち着いてはいたものの、実際会う日が決まってしまうと、俄にわかに怖こわくなった。しかもあまり間がない。


（……どうしよう。いきなり俺が行ったら、深行は、どう思うん、だろ……）


　そう思ってはたと気が付いたのは、もしかしたら、深行も、王志を見て礼人の弟だとわかっているかもしれないということだった。


　深行に家のことを訊きかれ話したとき、礼人は弟たちの名前もちゃんと教えていた。それを深行が覚えているのなら、王志の名前を見たときに、礼人の弟だと気が付いた可能性は高い。


　だけど、と礼人はまたひとつの事実に気が付いて、苦しくなる胸を感じた。


（……けど、なにもない、よね）


　さすがに王志を通してというのは無理かもしれないが、もし深行が礼人の弟だと気が付いているなら、なにかしら反応があってもおかしくはないのではないだろうか。相変わらず礼人の携けい帯たい電でん話わには、深行からの連れん絡らくはなにもない。その、再度繫つながった接点を生かそうとは、深行は思っていないのでは、と礼人はじわ、と染み込んでくるようなかなしさを味わった。


（自分からはなにもせずに、こんな勝手に傷付いて、馬ば鹿かみたいだ……）


　ならばこちらのほうから連絡を取ればいい。そうは思うのに、やはりそれは無理そうだった。授業参観という大義名分を掲かかげ深行に再会したとして、もしもそのとき、あの青年がなにもなかったような態度だったら。礼人を見て、マイナスの感情を伴ともなう色を、あの瞳ひとみに浮かべられたら。そう考えるだけで、授業参観そのものに行きたくなくなっているというのに、こちらから連絡を取るなんて、できそうになかった。


「……そんなに嫌いやならやめるか？」


「え？」


　ふっと仁が言ったことばに、礼人は沈しずんでいく思考から我に返った。仁はつと礼人に視線を寄こすと、静かな瞳で続ける。


「なんか理由があって、授業参観行くの嫌なら、やめてもいいぞ」


「え、でも、仁用事あるんでしょ……」


「キャンセルしてもいいし、もしくは義よし人ひとさんか瑞みず江えさんに頼たのんでもいいけど」


　近くで個人病院を経営している伯父おじ夫ふう婦ふの名前を出して、仁が提案するのに、礼人は視線をさまよわせた。確かに、以前から仕し事ごと柄がら不在がちだった父の代わりに、子供のいない伯父夫婦は自分たちをかわいがってくれたし、言えば喜んで引き受けてくれるだろう。


　けれど、と礼人は迷った。王志はたぶん、当然礼人が来るものと思っているだろうし、そのことを抜ぬきにしても、頷うなずくにはなぜか躊躇ためらいが生じた。正直、どうしたいのか、まだわからないのかもしれない。


「……礼人はさ、もうすこし、ひとに頼たよってもいいと思うけど」


「なに、いきなり。いまでも充じゆう分ぶん俺、頼りっぱなしじゃない？　とくに仁にはさ」


　逡しゆん巡じゆんしている礼人を見てなにを思ったのか、そんなことを言い出す弟に、すこし驚おどろく。


「物理的な話じゃなくて、精神的な話だ。無理に話せなんて言わないけどな、あんまりひとりで抱かかえ込むとしんどいだろ。まあ、俺じゃ言いにくいってんなら、郁郎にでもいいし」


　そんなふうに言って、仁は小さく笑えみを浮うかべた。礼人は意外な想おもいに囚とらわれたまま仁を見返すばかりで、なにもできない。仁がこんなふうに礼人のことを直接的に気にかけてくれることが、まえにもあった。あれは、そうだ。深行に初めてキスをされたとき。


「俺はこんな性格だからな。自分でやれることは自分できちんとしたいし、実際完かん璧ぺきにこなせるから、おまえが長男だとか俺が次男だとか、そういう括りはすっとばして世話しちまうわけだけど」


　冗じよう談だんを交えながらも、仁のことばはいい加減な軽さを含ふくんではいない。仁が礼人になにを伝えたいのかわかってきて、じんと胸の辺りが熱くなるのを感じた。


「だけど、そういうのを周りとか、事情も知らずにいろいろおまえに言うやつだっているし、礼人がそれをどう思ってんのかも、俺は一応ちゃんと知ってるつもりでいる。それでも、礼人がしっかりそうやって、俺たちをたいせつに思ってくれてるおかげで、安心して俺はこんなふうに堂々と家の中のこと仕切ったりできてるわけだ。礼人がいることで、俺はやっぱりすげー助かってるってこと。ちゃんと俺も、おまえのこと頼りにしてるよ。……知ってたか？」


　そう訊かれて、礼人は首を振ふることも、頷くこともできなかった。知らなかったわけがない。だけど、知っていたというにはやはり、認にん識しきしていなかったものが多すぎた気がした。向けられる情を、きちんと受け取っていたと胸を張って言える自信はない。


「……だから、ほんとうにおまえが嫌なら、無む理り強じいはしない。俺にはおまえの事情はわかんねえけどな、とりあえず逃にげ道はちゃんとあるってこと、忘れんなよ」


「……ありがと、仁。すこし……考える。いい？」


「どうぞ。で、だ。そろそろロンと、おまえのことが気にかかってるやつがもうひとり、待ってるぞ」


　もうひとり？　と首を傾げて、礼人は仁が指したリビングのほうを見み遣やる。すると、ウッドデッキに続く窓の外に、愛犬のとなりで手を振っている少年がいた。驚いてそちらへ歩みよると、がらっと硝子がらす戸を開けて、郁郎が「おはよう礼人さん」と笑う。


「郁郎くん？　あれ、今日のロンの散歩、俺だったよね？」


「うん、そうなんだけど。俺、いっしょに行ってもいい？」


　そう訊いてくる郁郎が、ここしばらくの自分の様子を気にかけていたのには、一応気が付いていた。だが、どうにもならないことだと思っていたから、笑ってみせること以外に対応できなかったのだ。


　朝は弱いはずの少年が、こうして早起きまでしてくるとは、つくづく心配をかけていたらしい。じっと窺うかがうように見つめてくる郁郎に、首を振る気など起こるはずもなく、礼人は笑って頷いた。


「いいよ。じゃ、玄げん関かんから回ってくるね」











「礼人さんといっしょに散歩行くの、ひさしぶりだね」


「ん？　そっか、そうだねー」


　いつもの散歩コースを辿たどりながら、朝の静せい謐ひつな空気を肺に吸い込むことで、礼人はわずかに胸の中が浄じよう化かされるような気になった。しばらくしてきれいに芝しば生ふが整えられた広い公園に着く。遊歩道を辿って奥へ行くと、いつも小しよう休きゆう憩けいを入れる、小高い丘おかのような場所へ出た。


　この季節のこの時間は、もう朝陽は昇のぼってしまっているが、冬場なら街を照らす白くきれいな日の出の輝かがやきをそこから見下ろすことができた。ロンのリードを片手に、すでに明るい街を眺ながめていた郁郎が、礼人を振り返る。


「礼人さん、覚えてる？　俺が初めて礼人さんにロンの散歩連れてってもらったときのこと」


「うん？　覚えてるよ。あのときの朝陽きれいだったねー」


　四ヶ月ほどまえ、郁郎が叶野家に越こしてきたばかりのことだった。仁に迷めい惑わくをかけてしまったと落ち込んでいた郁郎を、当の彼に言われて朝のロンの散歩に誘さそったのだ。肩かたを落としてかなしそうな郁郎が気にかかっていたのもあり、なにか元気づけてやれればと思い、ここから日の出をいっしょに見た。


「……俺ね、あのとき、礼人さんに散歩に誘ってもらって、いろいろ話してもらったこと、すごいうれしかったんだ」


　そう言って郁郎は、ふわりと笑みを浮かべた。どちらかというと童顔で、甘い印象を与あたえる貌かお立だちの郁郎だが、その笑顔はいつもよりすこし大人びていて、けれど彼の持つ透すき通った印象を持ったままのものだった。


「仁のこと怒おこらせたかも、嫌きらわれたかもって、それだけでいっぱいになってたの、礼人さんがすいってやわらげてくれた。俺、人見知りだからさ、礼人さんみたいに気負いなく接してくれるの、すごいほっとして、ちょっと前向きになったんだよ」


「せっかくできたかわいい弟と、もっと仲よくなりたかったからね」


　面と向かってそんなことを言われるのはやはり照れるもので、礼人がそう返すと、またうれしそうに郁郎は笑みを深めた。


「俺、ずっとひとりっ子だったから、兄弟できたの、うれしかったんだ。それが礼人さんみたいなひとだなんて、夢みたいだって、いまでもたまに思うよ。ほんとにそう思う」


　ふいに郁郎は、だから、と言って口を噤つぐんだ。なにかを言い淀よどむような郁郎に、礼人は首を傾かしげて近づく。


「あの、礼人さん。……もし間ま違ちがってたら、あれなんだけど」


「？　なに？」


　なにか言いにくいことなのだろうかと思ったが、なんでも言っていいよと促うながすと、郁郎は一いつ旦たん地面に視線を落としてから、また礼人を見た。そのまっすぐな目に、思わずどきりとする。どこか純じゆん粋すいな聡さとさを思わせる色だった。


「……あの、礼人さん、好きなひと、いたりする？」


「え？……えっ？」


　あまりに直球な問いに、礼人は一いつ瞬しゆん意味を摑つかめず、それから目を瞠みはった。


「あっ、あの、ごめんなさい！　やっぱいきなりすぎた？　礼人さん、ずっと元気なかったの見てて……そうなのかなって思ったんだけど」


「え、いや、あの、えーとね」


　お互いあわあわと落ち着かないふたりに、つき合っていられないというように、ロンは芝生に伏ふせをしてのんびり街を眺めている。それを目の端はしに留めて、ちょっと図星を指されたくらいでこんなに動どう揺ようするなんてと、礼人はひとつ息を吐はいた。


　どうもこの少年は、鈍にぶいところと聡いところを妙みようなバランスで併あわせ持っているようで、たまに心臓に悪い。


「あの……礼人さん？」


「……郁郎くん、意外とちゃんと見てるねえ……」


　苦く笑しようして呟つぶやくと、郁郎は瞬まばたきをして「じゃあ」と口を開いた。それに頷うなずいて、礼人はロンのとなりにしゃがみ込む。


「……ちょっといろいろね、なんかどっかで方向間違えたみたいに、なっちゃって」


「……方向？」


「けんか……ともちがうかな。なんだろ、好きなことすら言えないまますれちがって、別れちゃった。それは考えてみれば俺が悪いんだけど、まだあきらめられないでずっと……好きなままなんだよねー……。我ながら往おう生じよう際ぎわ悪い」


「……俺ね、礼人さん」


　ロンを挟はさんで、同じようにしゃがみ込んだ郁郎は、街の景色けしきに目をやったまま続けた。


「俺、仁のこと好きになって、よかったって、いつも思うんだ。叶かなうまえは、とんでもないって思ってたことがさ、受け入れてもらえたらもう、手放せないくらいにたいせつなんだ。だけどそれは、俺がそのしあわせもらうには、簡単なことばっかじゃなくて……。なんて言ったらいいのか、ちょっとよくわかんないんだけど、あのね……」


　自分のなかのことばをさぐるように視線をさまよわせてから、郁郎は礼人を見た。


「もし礼人さんがさ、いまその、つらいときなんだったら、だからこそっていうか……。そこを超こえてさ、そのさきにあるものを、ちゃんと摑んでほしいんだ。そのさきが、すごくしあわせだって、俺、教えてもらったから。だから、礼人さんにも、知ってもらいたい。でもそれ、教えてくれるの、礼人さんが好きなひとじゃなきゃだめなんだよ。ほかのひとじゃ、だめなんだよ」


「……ほかのひとじゃだめ、かあ……」


　中川にも同じようなことを言われたなと、思い出して礼人は芝生にすとんっと尻しりをつけ、空を見上げた。息を吸い込んで、目を閉じる。


　こんなにもだれもかれもが、自分を心配して気にかけてことばをくれても、まだ心に竦すくみは残っている。けれどそれは、同時に、どれだけ深行へ向かう想おもいがおおきいのかを、また思い知ることにもなった。


「ほんと、そうだね……なんでだろ……」


　どうして深行なのだろう。それはきっと考えてもほんとうの答えなんか出ないことで、だからこそ、いつまでも探し続けてしまう。


（……もう一度会ったら、あきらめられる、かな）


　郁郎の言う「そのさき」が「ない」ことを突つきつけられても、ちゃんと受け入れられるだろうか。だけどそれが、この想いの向かうさきなら───。


「……礼人さん？」


「そろそろ帰ろっか、郁郎くん」


　思考を吹ふっ切るように礼人が立ち上がると、つられて腰こしを上げながら、郁郎はすこし不安そうに視線を返してくる。余計なことを言っただろうかと心配しているのがわかって、礼人は笑えみを浮うかべてみせた。


「ありがとね、郁郎くん。心配してくれて」


「……ううん」


　まだ迷っている礼人に気付いているのだろう郁郎は、それでもふるふると首を振ふって笑みを見せる。ロンを立たせひと撫なぜしてから歩き出す郁郎のあとを追いながら、礼人は深行と再会する覚かく悟ごを固めようと、握にぎり込んだてのひらに力を込めた。











　王志の授業参観のその日、礼人は緊きん張ちようのせいか重い気がする身体からだを叱しつ咤たして、家を出た。降り注ぐ春の陽ひ射ざしはやわらかいはずなのに、どこか眩まぶしすぎて、眩暈めまいにも似たものを感じる。気温はそう低くないが吹く風がすこし肌はだ寒ざむかった。


　歩いて十分弱という近きん距きよ離りにある公立小学校は、礼人の母校ではない。いまの家は、父の健作が新居を建てる際に購こう入にゆうした土地で、元の家からそう離はなれてもいなかったが、校区はちがっていた。越してきたときすでに礼人は小学校は卒業していたし、中学ならば同じところで問題ない地区内だったのだが、ちょうど小学校に上がったばかりだった仁にとっては母校になる。


　昼過ぎ、二時半から開始する六時間目の授業が参観できるらしく、礼人が五分まえに学校に着いたときには、すでに廊ろう下かに保護者が溢あふれていた。教室はがやがやと騒さわがしく、廊下側の窓からそっと中を窺うかがった礼人は、途と端たんにうるさく飛び跳はね始める心臓が苦しくなり視線を逸そらした。


　───いた。


　授業の用意をしながら、生徒と談だん笑しようしている青年の背中、それを目にしただけで、すでに心臓ははち切れそうになっている。いまからこれでどうすると礼人がそっと息を吐いていると、教室の後ろの戸のほうから名前を呼ばれた。


「あやちゃん！」


「……王志」


　どきっとしながら、戸のところに立っている王志に近づくと、うれしそうに弟は笑う。


「よかった。来てくれたんだ」


　その笑顔に、すこし肩かたの力が抜ぬけた。


「ちゃんと朝、俺が来るよって言ったでしょ？　授業、がんばって受けるんだよ。見てるから」


「うん！　見ててね！」


　授業はどうやら算数らしい。文系の礼人とちがって、仁と王志のふたりは理系なので、はりきっているようで微笑ほほえましかった。笑顔の王志の頭を撫ぜてやっていた礼人は、ふっと視線を上げて、ぎくり、と身体をこわばらせる。


（───深行）


　教きよう壇だんに立った深行が、こちらを見ていた。わずかに見開かれた目は、驚おどろきに揺ゆれて、小さく口唇くちびるがなにかを呟いた。子供たちと保護者のざわめきで、その声は届かなかったが、深行がなんと口にしたのか、わかってしまう。


　───礼人さん。


　そう、言った。


「……っ」


「あやちゃん？」


　急に黙だまった礼人を不思議そうに見上げる王志に、なんでもないと答えなければと思うが、どうしても、その眼まな差ざしから目を逸らせなかった。鼓こ動どうは痛いほどに猛もうスピードで身体中を駆かけ巡めぐっていて、指先が震ふるえそうになる。


　一歩、深行が教壇からこちらへと足を踏ふみ出した。目が合ったまま、身じろぎできずにいた礼人が、息を呑のんだとき、学校中におおきなチャイムの音が鳴り響ひびいた。


　まるで、ぱんっと空間が弾はじけたように、深行との間にあったものが霧む散さんする。廊下にいた保護者たちが教室に入り始め、生徒たちもおのおの自分の席に戻もどり出した。


「あやちゃん？　どうしたの？　具合わるい？」


「……あ、と、ごめんね、王志。なんでもないよ。だいじょうぶだから、席戻って。ね？」


　心配そうな王志になんとか笑いかけて促うながすと、まだ気になるようだったが、周りを見て頷く。


「あのね、具合わるかったら、途と中ちゆうで帰ってもいいからね」


「だいじょうぶだって。ごめんね。心配しないでも、ちゃんと最後まで見てるよ」


　十五歳も年下の弟に本気で心配され、いささか情けない思いに駆られながらも、しっかりしろと自分を叱咤して、礼人は安心させるように笑ってみせた。王志が席につくのを見届けてから、一いつ旦たん教室の外へ出る。参加している保護者はほとんどが母親で、生徒の歳からいえばたいていまだ若かった。だが、礼人はさらに若いうえに、まえに陣じん取どっていたのでは目立つし邪じや魔まだろう。


　教室のうしろ戸の外、廊下にはひとつ机が置かれていて、紙とペンが用意してある。保護者用の出席簿ぼだ。王志の名前を見つけて、礼人はペンを手に取ると、「授業参観」の欄らんに丸をつけ、ふと迷った。欄はもうひとつあり、そちらには「保護者懇こん談だん会」とある。


（……懇談会って、やっぱ担任と、ってことだよね）


　王志のためを思うなら出席したほうがいいのかもしれないが、さっきの数十秒だけであんなに狼狽うろたえてしまったというのに、なに喰くわぬ顔で懇談会になど出られるとは到とう底てい思えなかった。


　見るとどの保護者も両方に丸をつけているというわけではなく、授業参観だけのものも多い。仕事を一時抜け出してきただけの母親もいるだろうし、強制というわけではないようだ。迷った末に、礼人はペンを置いた。


　どうしてもまだ、あと一歩を踏み出す勇気が出なかった。











　ひっそりと、そんな必要もないのにひとり息を潜ひそめ授業を見ていた礼人は、終しゆう了りようのチャイムが鳴ると廊下へ出た。深行の授業は、まだ教職についてひと月経たっていないとは思えないほど落ち着いたもので、始終和なごやかに行われた。日が浅いにもかかわらず子供たちも懐なついているように見え、まだ年若い担任に不安もあっただろう保護者の好感も得たように思える。


　けれど、深行の成功をよかったと思う反対側で、礼人はつきんと痛む胸を誤ご魔ま化かすことができなかった。


　まるで礼人に再会したことの動どう揺ようも見えず、授業中、深行と一度も目が合うことはなかった。その事実は少なからず礼人の心を重くする。かけらも深行に作用したものはなかったのだろうかと、そう思えば、このあと深行に話しかけようなどという気持ちも湧わいてこなかった。


　授業が始まるまえ、目が合ったときの驚いたような表情は、単純にそれだけのものだったのだろう。礼人が予想していたように、王志のことには気付いていなかったのかもしれない。だから、どうしてここに礼人がいるのかと驚いただけで、それ以外の意味はなかったのだ。


　だとすれば、保護者や生徒の目もあるし、個人的な知り合いだとわかるような接せつ触しよくはきっと、深行もしてこないだろう。やはり懇談会は出席せずに帰ろうと、ずきずきと鈍にぶい痛みを訴うつたえる胸に眉まゆを寄せたとき、教室から王志が出てきた。


「あやちゃん！　もう帰るの？」


「王志。うん、そうしようかと思ってるけど」


「ならちょっと待ってて！　あのね、もうすぐ帰りの会あるんだけど、すぐ終わるから、いっしょにかえろ！」


　かわいい誘さそいに、礼人はわずかに痛みを癒いやされるような気になって、笑えみを浮かべると頷うなずいた。


「わかった。じゃあ……裏門の外で待っててもだいじょうぶ？」


　校庭側の正門よりも、校舎裏の教師用駐ちゆう車しや場などがあった裏門のほうが、自宅への帰り道に繫つながる方向に近い。昇しよう降こう口ぐちや正門あたりだと混雑するおそれもあるから、そちらのほうがいいだろうと思い礼人が言うと、王志はうれしそうに頷いて教室に戻った。


　まだ保護者で溢れ、騒がしいままの教室の中をちゃんと見ることはできず、礼人はそのまま踵きびすを返すと来客用玄げん関かんで靴くつを履はき、校舎裏のほうへ回った。保護者専用の駐車場はほかにあり、そちらは混雑しているかもしれないが、やはりこちらはひとの影かげもない。校内だと不ふ審しん者だと思われてしまう可能性も、昨今の世情ではないことではないので、礼人は王志に言った通り、門の外で時間を潰つぶそうとそちらへ足を向けた。そのときだった。


「……！　っわ！」


　ぐいっと背後から腕うでを引かれると同時に、声が降ってきた。


「……っ礼人さん！」


　どくんっと心臓が跳ね上がる。呼ばれた名前に応こたえることもできずに、信じられない想おもいで身体からだがこわばった。


「礼人さんっ、ごめん、待って、ちょ……」


　息切れしたような急いた声で、腕を摑つかんだままの深行は振ふり向けない礼人のまえに回ってくる。スーツの胸が目の前にきて、思わずびくっとなった。


「……礼人さん、あの」


「……帰りの会は？」


「え？」


　心の中で深呼吸を繰くり返しながら、つっと視線を上げる。きちんとセットされていたはずの髪かみの毛が、すこし乱れているのを見て驚きながらも、なにを訊きかれたのかわからないというような深行に、笑みを向けて続けた。


「帰りの会、あるんでしょ？　そのあと懇談会みたいだし、遅おくれたら、せっかくの保護者さんたちの好感度、下がっちゃうよ」


「礼人さん、俺」


「すごい堂々としてて、これなら王志任せても安心かなあって思ったよ。あ、俺王志の保護者代理だから」


「知ってる！　そうじゃなくて！」


　大声を出され、礼人の肩かたが揺れた。それを見て、深行は息を呑んだように「ごめん」と呟つぶやく。


「ごめん、そうじゃなくて、礼人さん。話、聞いて欲しいんだ」


「……謝んなくていいよ。それより、腕離はなしてもらえるとうれしいんだけど」


　ちょっと痛い、とわざと茶化すように言うと、深行は一いつ瞬しゆん詰つまったがすぐに、逆にきゅっとすこし力を強くした。


「俺の話、聞いてくれるって約束してくれる？　そしたら離すよ」


「どういう交こう換かん条件なの、それ。早く戻んないと困るの深行なんだから、変なこと言ってないで、離してくんないかな」


「嫌だ」


　苦く笑しよう気味に笑った礼人にとりあわず、深行は強い色を瞳ひとみに浮うかべた。常にうるさい鼓こ動どうがひと際きわおおきく跳はね上がる。どうしてそんな目をするのかと、礼人は崩くずれそうになる表情をぐっとこらえた。


「……深行」


「いま礼人さんの手離したら、そのほうが俺は後こう悔かいするよ。だから、礼人さんが頷いてくれるまで絶対離さない。……礼人さんは、きっと俺の立場心配してぎりぎりの時間になるまえに、頷いてくれるって、俺わかってるから」


「……ずるい」


　情けない声が出た。そんなことを言うなんて、その通りにしてしまう自分なんか簡単に想像できるから、余計に悔くやしい。確かに、時間が過ぎることに焦あせっていたのはきっと自分のほうだ。冗じよう談だんでなく早く戻らなければいけないことは、礼人にもわかる。


「ずるくていいよ。礼人さんが約束してくれるなら、それでいい」


　それにこんな、傍はたから見たら揉もめているとすぐにわかるような状じよう況きようを、だれかに見られてしまうかもしれない危険性だってあった。


　深行がどんなつもりで礼人を追ってきて、どれだけの話があってこんなに必死なのか、それすらわからない。だけど、ここまでされれば、礼人にはもう選せん択たく権などなかった。


「……俺の話、聞いてくれる？　礼人さん」


　何度目かのその問いに、礼人は声に出さず、ただこくん、と頷いた。いつだって、いままでだって一度も、深行のことばに勝てたためしなどなかったのだ。それがどんな結果に繫がろうと、結局最後は、頷いてしまう。


「……ありがとう」


　俯うつむいた礼人に、ほっとしたようにそう呟いて摑んでいた手を離した深行は、ポケットをさぐるとなにかを取り出す。それをそのまま礼人のてのひらに握にぎらせた。


「？　なに……」


「俺の部屋の鍵かぎ。預けるから先に行ってくれる？　遅おそくても七時には帰るから」


　アパートの場所まえのままだから、と深行は、鍵を渡わたした礼人の手を自分のそれできゅうっと包むと、そっと離した。


「……待ってて」


　そうしてそう言うと、今度こそ礼人の手を離して深行は、校舎へと踵を返した。











「あやちゃん！　おまたせっ」


　のろのろと門の外まで出て、そのままぼうっと、深行に握り込まれたてのひらに触ふれながら待っていた礼人は、王志の声に意識を引き戻もどした。


　かえろー、と笑う王志になんとか笑みを返して、歩き出す。


「……ねえ、王志。帰りの会、ふつうに始まった？」


「帰りの会？　うん、べつにふつう。なんで？」


「んーん、ふつうならいいんだ。ちょっと気になっただけ」


　どうやら間に合ったらしいと、すこしだけ安あん堵どする自分に苦笑が漏もれた。あれだけ苦しい想いを味わってなお、好きな人間が困るのは嫌いやだなんて、どうしようもない。


　不思議そうだった王志は、礼人を見上げていたおおきな瞳を、ふと迷うように揺ゆらした。まだ幼いがしっかりした性格の王志が、そんなふうな顔をするのは珍めずらしく、礼人は足を止める。


「王志？　どうかした？」


「……うーん、と……あのね、あやちゃん。俺ね、すこしまえから、気になってたことがあるんだけど、訊いてもいい？」


「うん？　なに？」


　そんな窺うかがうような言い回しをするのも初めてで、いったい弟はなにを訊きたいのだろうかと首を傾かしげた。王志は、礼人が促うながすのに背中を押されたように、口を開く。


「……あやちゃん、先生と、けんかしてんの？」


「───え？……えっ？」


「っていうか、まだ仲直りしてないの？」


　いったいなにを訊かれているのか、把は握あくできずに礼人は混乱した頭で弟を見返した。王志は、瞬まばたきせずにじっと礼人を見ている。


（……え、と、ちょっと待ってよ……？）


　どういうことだ、と思考を巡めぐらせながら口を開いた。


「えーと、王志？　あの、先生って……」


「有沢先生」


　やっぱりそれしかないよね、とは思ったが、なぜ王志の口からそんな問いが出るのかはわからない。


「……なんで王志、そんなこと」


「うーんとね、あやちゃんと先生がともだちだってことは、実は俺まえに先生に聞いてたんだ。ともだちなんだよね？」


「え、ああ……うん、そうだね」


　そのカテゴリ内に入るのかどうかはわからないが、細部を言えるわけもなく礼人が頷うなずくと、王志はやっぱりというように頷いて続ける。


「でもね、なんか先生、あやちゃんの話俺に聞くときとか、元気なくてさ。そんで俺、先生に訊いてみたんだー。もしかしてあやちゃんとけんかでもしてんのかなあって思って」


　いつの間にそんな話をしていたのかと、王志の説明を聞いていた礼人は、弟の意外な直球さにも驚おどろいていた。


「……それで、先生は？」


「そうだって。……あのね、そんで先生、あやちゃんにきらわれちゃったのかもって、そう言ってたんだよ。……あやちゃん、先生のこと、きらいなの？」


　心配そうに訊きかれ、礼人はことばに詰つまった。きらいなわけがない。けれど好きだからこそ素す直なおにそう言うことには躊躇ためらいが生じてしまう。だが、きっともうあの新任の先生に懐なついているのだろう王志の顔をかなしくさせることも避さけたくて、結局礼人は、すこし曖あい昧まいな答えで否定した。


「……そんなことないよ。きらいになんかなってない」


「ほんと？　あのね、俺、有沢先生、好きなんだ。すごいおもしろいしね、いろいろ遊びとか上手だし！　新しい先生なのに、みんなに人気なんだよ。だから、先生が元気ないときがあるの嫌だし、あやちゃんとけんかしてるなら、ちゃんと仲直りしたほうがいいよって言ったんだ」


「王志……」


「でもさ、先生とあやちゃんのけんかだから、俺があんまりいろいろ言ったりしないほうがいいのかなって思ってたんだ。だけど、先生だけじゃなくて、あやちゃんも元気ないでしょ？　俺、それ心配だったんだけど、今日あやちゃんが授業参観きてくれるっていうから。そしたら、先生と仲直りできるかなって思ってたんだけど」


　なんかまだあやちゃん元気ないから、と王志は言う。


「ねえあやちゃん、ちゃんと先生と話して、仲直りしてよ。俺、先生もあやちゃんも、両方に元気になってほしいんだ。あやちゃんが先生とともだちだってこと、うれしかったから」


　そのなんの含ふくみもない純じゆん粋すいな瞳を、礼人は揺れる想おもいで見返した。


　深行に渡された鍵をしまっていたポケットにそっと手を忍しのばせ、触れる。ついさっき、自分の腕うでを摑つかみ、いやに真しん剣けんな光を灯ともして見つめてきた黒い瞳を思い返した。あの深い色に真正面から向き合うのは、まだひどく、礼人の心を怖おじ気づかせ、震ふるえさせるのだけれど。


（……だけど、区切りは、つけなきゃね）


　どこかできちんと、この想いに答えを出さなくてはいけないのだ。それが郁郎や王志の言ったように、いい形で迎むかえられるかどうかはわからない。それはやっぱり怖こわいけれど、それでも、もうそろそろタイムリミットなのかもしれなかった。


　きっかけを与あたえられたのに動くこともしないままでいたら、礼人はこのさき、いつまでたっても自分をほんとうに好きにはなれない。勝手に感じていたコンプレックスからも、抜ぬけ出すことなんかできないだろう。それでは、中川や仁がくれたことばも、王志や郁郎がくれた気持ちも、この身に留めてはおけない。それを受ける資格がない。


　あのアパートへ、深行の部屋へ行けばきっと、彼に抱だかれたあの日を思い出して、そしてそれ以外の記き憶おくにも包まれて、苦しくなる。いまこうして思い浮うかべるだけで、胸の奥が締しめ付けられるようだった。けれど、もう行くしかないのだ。


　どこか必死さを感じた深行の表情やことばを思い出せば、彼が礼人のことを、どうでもいいと思っているわけではないことはわかった。態度を崩くずさず授業をこなしたことは、深行の仕事に対する姿勢の顕あらわれで、彼の集中力が優すぐれていたということなのだろう。


　そう考えれば、すこし胸は痛むけれど、深行の話がなんなのかは、おのずとわかってくる。彼はきっと、謝りたいのだ。礼人の意志を半分放ほうったまま、あんな行こう為いに及およんでしまったことを後こう悔かいしているにちがいない。礼人が怒おこっていると思い、きらわれたかもと気に病やんで、責任を感じている。酒の勢いで犯おかした過あやまちを、すっきりときれいに拭ぬぐいたいのだ。


　───そこにきっと、恋れん愛あい感情はないけれど。


（……許せば、もう、終われる？　深行……）


　もういいよ。なんとも思ってないよと、あの日、キスされたことを謝罪されたときみたいに、笑って許せば、それで。


　叶かなうとは思っていなかった想いだけれど、今度こそ終わるのだと思えば、やはり胸は塞ふさいで、かなしくなった。











　授業参観用に着て行ったスーツから私服に着き替がえ、深行が帰ると言っていた七時よりも一時間ほど早く、礼人はアパートに着いた。だが、鍵かぎは使わず、外で待つことにする。一応本人に渡わたされたとはいえ、他人の部屋にひとり上がり込むのは気が進まないし、なによりそうすれば気持ちが保もちそうになかった。本人はいないのに、好きなひとの存在が溢あふれた空間など、どうしていいのかわからなくなるに決まっている。


　時間経過の実感がなく、壁かべに凭もたれながら、すっかり暮れた星の見えない夜空を眺ながめていた礼人は、耳が拾った足音に肩かたを揺らしてそちらを見た。


　外にいた礼人に驚いたように目を瞠みはった深行は、階段のある廊ろう下かの奥から慌あわてたように走ってくる。


「ちょ、礼人さんなんで外にいんの！　今日寒いんだから、中で待っててって、鍵」


「深行」


　肩に触ふれようとした手から、一歩さがって離はなれた礼人が名前を呼ぶと、深行はぴくっと動きを止める。心の中で息を吸い、深行の目をまっすぐに見つめて、礼人は口を開いた。


「好きなんだ」


　静かなそのことばに、深行は宙に浮いた手をゆるゆると下ろし、驚いたように視線だけを返してくる。


「え……？」


　ビジネススーツを着こなし、ベージュの春コートを羽織った深行の姿は、見慣れなかったが格好よかった。バランスのいい長身の上に乗っている顔は、何度見ても飽あきずに礼人を惹ひき付けてどきどきさせる。なかでもやっぱり、いちばん心を騒さわがせる、大好きな黒い瞳ひとみを見つめ返したまま、礼人はそっと口を開いた。


「深行のことが、好きなんだよ、俺。もしかしたら、気付いてたかもしんないけど、一応ちゃんと言っとこうと思って」


「……あの、礼人さん」


「待って。いきなりなんだって思うだろうけど、最後まで言わせてくれる？」


　なにか口を開こうとした深行を遮さえぎって、礼人は答えを待たず続けた。


「俺、ずっと深行が、好き、だったんだ。……だからね、深行がもし、あの日のこと、謝りたいって思ってるなら、それ必要ないんだよ。あのときのことは、深行のこと好きな、自分に勝てなかった俺が悪いんだから。深行がこうやって、俺に悪いことしたって思って気にかけてくれるの、うれしいけど、謝られると、……逆に俺はつらい」


　そう言って、礼人は笑えみを浮かべてみせた。


「自分の想いだけでいっぱいで、深行の隙すきついて、……キスなんかしちゃって、ごめんね。そういうの全部、恥はずかしくて、避けてたんだ。ずっと連れん絡らくくれてたのに、顔合わせるの怖かったっていうか、どうしていいのかわかんなかった。でも、もういい加減、ちゃんとしなきゃって思って……」


「……礼人さん」


「だから、深行が気にしてくれるのはうれしいけど、困る。でも、べつに、深行にどうしてほしいとか、そういうのないし、迷めい惑わくかけようとも思わないから」


「礼人さん」


「だからもう、これで、終わり。……勝手ばっかり言って、ごめんね。聴きいてくれて、ありがとう」


　てのひらに取り出した鍵を、礼人は深行に差し出した。きちんと深行の話を聴くということはできなかったが、いまはこれだけで精せい一いつ杯ぱいだった。手の震えを抑おさえていられることすら不思議なのだ。


　けれど、深行は鍵を受け取ろうとしない。だが自分から触れることはどうしてもできなくて、どうするべきか迷ってしまう。強ごう引いんだが廊下の床ゆかに置いてでも行くしかないだろうかと、視線を落としたときだった。


「……礼人さんの話は、それで終わり？」


「っ、みゆ……っ」


　すいっと近づいた深行に、鍵を持ったままだったてのひらごと摑まれて、ぎくんっと顔を上げる。なぜかどこか苦しそうな深行の目と正面から向き合うことになった。


「だったら次は、俺の番だよね？……約束、しただろ？」


「っ離し……、！」


　深行のそんな表情は気になったが、これ以上ここにいれば泣かない自信がない。急激に込み上がってくる感情に狼狽うろたえて身を捩よじった礼人は、瞬しゆん間かん襲おそってきた眩暈めまいに、ぐらりと身体からだが傾かしぐのを感じた。


「礼人さん！」


　だが腹に回された深行の手が支え、肩を引き寄せられる。さらに近くなった深行の匂においと体温に、かあっと身体が熱くなった。だが逃にげようとするまえに、今度は首筋にてのひらをあてられ、ぞくっと震えが疾はしりぬける。


「やっぱ熱あるよ、礼人さん」


「……え……？」


「とにかく、中入ろう」


　熱？　と顔を上げた礼人は、そういえば、と思いあたる。今日ずっと身体が重いようなだるさを感じていたのは、気持ちのせいだけではなかったのか。自覚すれば急に身体に力が入らなくなった気がした。だが、だからと言って促うながされるまま深行の部屋へ上がるには、やはり竦すくむものがある。


「ま、待って深行、平気だから……っ」


「礼人さん」


　名前を呼ばれた声は静かだったのに、礼人はそれだけで動けなくなる自分に呆ぼう然ぜんとした。深行は、じっと礼人を見つめたまま、眉まゆを寄せる。


「こんな状態で、ひとりで帰せるわけないだろ。心配なんだ……」


「……みゆ、き」


「……お願いだから、このまま帰るなんて言わないで」


　摑つかまれた肩に、きゅと力がこもる。そこから深行の情のようなものが流れ込んでくるような気がして、礼人は顔を歪ゆがめた。ああまた、自分は負けてしまうと、切なく思う。


　わかった、と呟つぶやいたちいさな声は、春の宵よい闇やみにすうっと溶とけたようだった。











　いつか寝ねかされていた深行のベッドに身体を沈しずめて、礼人は泣きそうになった。深行の匂いしかしない空間に、確実に感じている悦よろこびを自分の中に見つけてしまう。


（……ほんと、どうしようもないね、俺は……）


　こんな始末のつかない想おもいを自分が抱かかえることになるなんて、すこしまえまでは想像もしなかったのに、いまではもう、それが礼人を動かすすべてだ。


　きっと情けなく崩くずれてしまっているだろう顔を見られたくないと、礼人は横になったまま壁のほうを向いた。深行は、礼人をベッドに寝かせたあと、キッチンに引っ込みなにやらごそごそやっている。耳式体温計で測った礼人の熱は、三十七度六分で、微び熱ねつといった程度だった。たいした症しよう状じようでもないのに、とベッドに横になっていることがいたたまれない。


　すこしして磨すり硝子がらすの戸を開け部屋に入ってきた深行は、ベッドのそばまで近寄ってくると、床に座ったようだった。背後でする気配に身を硬くしていた礼人に、深行の声がかかる。


「……具合、だいじょうぶ？　気持ち悪いとかない？」


「……だいじょうぶだよ」


　そっと訊きかれたことに、声が震ふるえないようにと思いながら答えると、ほっとしたような息が聴こえた。


「そっか、ならよかった。……俺の顔、見たくない？」


「っ、ちが、そういうんじゃ……っ」


　けれど、次に届いたのは、さみしげな色で、礼人は思わずくるんっと寝返りを打ちながらベッドの上に起き上がった。


「……ならよかった。はい、コレ」


　途と端たんに、小さく笑みを浮うかべた深行に胸が高鳴って、じわっと、熱のせいだけでなく首から熱くなるのを感じる。深行が渡してきたものはミネラルウォーターのミニペットボトルで、そのひんやりとした冷たさが心地ここちよかった。


「ごめんね、急いでてコンビニ寄って来る余よ裕ゆうなかったんだ。冷蔵庫にもろくなのなくて。せめてスポーツ飲料でもあればよかったんだけど」


　深行は言って、小さく苦く笑しようする。


「ほんとはいまからでもコンビニに走って、いろいろ買ってきたいとこだけど。いま部屋空けると……その間に礼人さんに逃げられそうで、出かけられない」


「……っ、そんなこと」


　ない、とは断言できずに、中ちゆう途と半はん端ぱな反論を礼人は口の中に収めた。それから、やっぱり、と苦く笑っている深行を見て、ふといまの話で気になるところを見つける。


　深行は、家事全ぜん般ぱん器用にこなしていたし、もちろんしっかり自じ炊すいもできていた。冷蔵庫にはいつもいろいろ入っていて、過去自分は何度もその恩おん恵けいに与あずかっているから、その中身の充じゆう実じつぶりも知っている。スポーツドリンクや清せい涼りよう飲料水なども、いつもではないがストックがあることが多かった。なのに、いま深行は、ろくなものがない、と言わなかったか。


　どういうことだろうと思った礼人の視線に気が付いたらしい深行は、また小さく笑みを浮かべる。


「珍めずらしいなって思ってる？　用意が悪い俺のこと」


「……珍しいっていうか、どうかしたのかなって、気になるよ」


「……俺はさ、礼人さん。礼人さんが思ってるほど、そんな完かん璧ぺきでも健全でもない男だよ」


「え……？」


　どこか自じ嘲ちよう気味に響ひびいたことばに、礼人が困こん惑わくして視線を返すと、深行は続けた。


「好きなひと誤解させて、傷付けてばっかで、なのにそのフォローだってうまくできない。ほんと情けなくて、どうしようもないんだ」


「……え、と……」


　言われたことばの半分も理解できずに、礼人が呆然としていると、深行はくすりと笑う。


「ここは誤解のないよう、さきにちゃんと言うよ。───俺、礼人さんが好きだ」


「───え……」


「信じられない？」


　今度こそ、空耳なのではと自分の耳を疑っている礼人に、深行はまた苦笑してそう訊いてくる。礼人は、じわじわと染み込んできた、ことばの意味を理解して、身体中の血が騒さわぎ始める音を聴いた。


「……だ、って、でも、……うそ」


「噓うそじゃないよ。ほんとに、俺は、礼人さんが、好きだよ」


　一語一語、言い聞かせるように口にする深行に、まだまともな反応を返せない。それをどう思ったのか、深行は、あのさ、とすこしだけ身を乗り出した。


「もし俺が礼人さんのこと、あの合コンの日よりずっとまえから、知ってたって言ったら、どうする？」


「……まえ？」


　どういうことだと訊き返す礼人に、深行は頷うなずいて説明を始めた。


「礼人さんに直接会ったのは、もちろんあの日が初めてだよ。だけど、礼人さんの存在自体は俺、それよりもまえに知ってたんだ。───増岡先生って、わかるだろ？」


「……増岡さん？」


　いきなり出てきた、意外な名前に、礼人は瞬まばたきをした。まさかそんな名前をここで聞くとは思っていなかった。だがふと、深行と彼には共通点があることに気が付く。そうだ、ふたりとも───小学校の、先生。


「深行、増岡さんと知り合い、だったんだ……」


「うん。っつか、俺が教育実習に行った先の指導教きよう諭ゆが増岡先生。それからいろいろ相談とか乗ってもらったり、指導してもらったりしてる」


「……じゃあ、もしかして、俺の書いた……」


「そう。礼人さんの書いた話、あれ見せてもらったんだ」


　そんな繫つながりがあったのかと驚おどろいている礼人に、深行は笑えみを向ける。


「俺ね、理系だからってわけじゃないけど、文章書くときもどっか計算してんだよね。まあ俺が書くのって論文とかレポートくらいしかなかったから、きちんと計算して書かなきゃいけないんだけど。そうじゃなかったとしてもたぶん、国文系の表現ってよくわかんないし、苦手だったんだ。けどさ、礼人さんの書いた話読んで、俺ちょっと目が覚めたっていうかね。すげーな、こんな文章書けるひともいんだなって、感動したんだよ。……読むひとのことを想って書かれたものなんだろうなって、そう思った」


　それが自分に向けられたことばだと、礼人は実感できずにいた。ただ、深行がほんとうにそう思っているということだけは伝わってくる。


「どんなひとが書いてんだろうって興味持って、ずっと気になってた。そしたら、俺の執しゆう着ちやくぶり見て、まるでその文章に恋こいでもしてるみたいだって言って中川さんが、会わせてやろうかってさ、あの合コンに誘さそってくれたんだよ。───そこで、俺はほんとに、礼人さん本人を、好きになった」


　すっと、深行の視線が礼人の目の奥のなにかを捉とらえるように注がれた。まるでなにか、魔ま法ほうでもかけられたように、礼人は身じろぎできない。なのに、とくんっ、と一いつ拍ぱく胸の底で跳はねた鼓こ動どうは、そこから身体中に走り抜ぬけていく。


「会うまではね、ほんとに、そういう感情を持つなんて思ってもみなかったんだよ。男のひとだって知ってたし、俺と年もそう変わんないってことで、せめてともだちになれないかなって、そういうのはあったけど。いろいろ話してみたかったしね。だけど、遅おくれてやってきた礼人さん見たら、もう目が離はなせなくなった。いままで男に見み惚とれたことなんてなかったのに、こんなきれいなひともいんだなって、あの文章そのまんまのひとだって思って、ずーっと、礼人さんのこと、見てた。……礼人さん」


　呼びかけられても、段々俯うつむいてしまった顔を礼人は上げられなかった。顔が熱い。面と向かってきれいだの見惚れただの言われ、恥はずかしくて仕方がない。ペットボトルを持っていたてのひらを額にあて熱を逃にがそうとする礼人に、小さく、深行は笑ったようだった。


「なんで顔、隠かくしてんの？」


「……深行が臆おく面めんないから、でしょ」


「だって、ちょっとちがうかもだけど、一ひと目め惚ぼれみたいなもんだったからさ。恋に落ちる予定なんかなかったのに、ただ気になる文章書いたひとと会ってみたかっただけだったのに、礼人さん、俺の好みど真ん中、ストライクだったんだもん」


　だもんとか、かわいい言いかたで誤ご魔ま化かそうとしないでほしいと思いながら、それでも、ふとあの日のことを思い返す。そういえば自分は、視線を感じた気がして深行と初めて目があったのだ。見られていたと思ったのは、勘かん違ちがいではなかったらしい。


　だが、まだ顔を上げられずにいる礼人に、深行はまた苦笑を滲にじませたような声で「だけど」と続けた。


「……けど、案外俺自身も、自分がそんなふうにひとを好きになるなんて予想外で、ちょっと困惑もしてた。いままであんまり自分から好きになったひとっていなかったし、実は混乱もあったんだと思うんだ。そんでちょっと呑のみすぎて、……あのざまだよ」


　礼人はそっと顔を上げた。そこには案の定、苦いものを含ふくんだような顔の深行が笑っている。


「ゲームとはいえ無理矢理キスしたようなもんだったし。これじゃ恋こい人びとになるどころか、友人にすらなってもらえないって焦あせったよ。あのままにはしたくなくて、中川さんに礼人さんの電話番号訊きいて、すげー必死だった。どうにかして会ってもらいたくて、だから、礼人さんが笑ってもういいよって言ってくれたのもほっとしたんだ。だけどさ、考えてみれば礼人さんて、たいていのことは笑って許してくれてんだよね。あのときのコートの件もそうだけど」


「……え、そうかな？　でも俺結構言うことは言うでしょ？」


「っていうかさ、一見ふわふわしてそうで、だけど実際はそんなにゆったりしてるタイプでもないって感じだよね。笑え顔がおの下に、本心隠しちゃってる気がしてたんだけど、なかなかその中は覗のぞかせてくんないっていうかさ。そこをさ、俺はずっと欲しかったんだ」


　欲しい、という単語にどきっとして礼人は深行を見返す。


「対応はやわらかいから、受け入れてもらえたみたいな気がすんのに、実はガード堅いんだよね、礼人さん。だから、キスのこと許してもらえたこととはべつで、すっきり全部忘れられるのも実はちょっと、意識されてないみたいでさみしくて。……礼人さん、あの時点ではもちろん、俺のこと好きじゃなかった、よね？」


「……そんなはっきりとは思ってなかったけど、でも、俺もすごい、意識はしてた、よ？」


　経験が浅いことを示すようでいたたまれなかったが、なんとかそう答えると、深行は小さく笑う。それがさっきまでの苦く笑しようではないことに、礼人はすこしほっとした。


「うんまあ、俺もそれはなんとなく感じてたんだよね。でも、好きになってもらうにはこのままじゃ駄だ目めだなって思って、いろいろこじつけみたいな約束もしたわけだけど。……礼人さん、ほんとにそれだけのために俺がお願いしたみたいに思ってるしさ、ああこのひと案外鈍にぶいのか？　ってちょっとから回ってる自分が情けなくなったり」


「……えーと、カテキョーの話？」


「そう。ただ国語力強化したいだけならほかにも知り合いはいるよ。なのに、礼人さんまったく俺の気持ちには気付いてないし」


　仁にも言われ続けていたことはやはり合っていたのだと再度自覚して、う、と礼人はことばに詰つまった。ひとの気持ちをはかるのは長たけていると思っていたのに、やはり自分に関することだとまったく、それは機能しないらしい。


「でも、そういうちょっと抜けてるところとか……あんまりものごとに動じないみたいに見えるのに、結構俺の発言で照れたり狼狽うろたえたりすんのとか、意外だったけどそういうの、すごいかわいくて。……どんどん好きになった」


「……みゆ、き」


「だけどさ、俺一応、前科あるだろ？　だからいきなり距きよ離り縮めたら、礼人さん逃にげちゃうんじゃねーかな、今度こそきらわれんじゃないかなって思うとやっぱ怖こわくて。でも強くなってく想おもいは止められなくて、ちょっとだけ、焦ってた。……そんであの日、礼人さんにキスされて、俺、混乱しながら舞まい上がってたんだよ。気付いたらもう、止められなくて」


「……じゃあ、なんであのとき、俺が酔よってんのって訊いたの、答えてくれなかったの。あれ、俺は、このことをもうあとで蒸むし返すな、忘れろってことだって、そう思って」


　礼人がずっと引っかかっていたことを口にすると、深行はすこし驚いたように目を瞠みはってから、首を振ふった。


「ちがう。そんなわけない。……その、アルコールのせいにすんの、情けないけど。うまく頭ん中回んなくて、なんか言っちゃったら逃げられるんじゃないかって思って……。キスも途と中ちゆうから嫌いやがられなかったことに甘えてた。それに礼人さんの匂においとか、声とか、そんなんで煽あおられて理性は飛ぶし、挙げ句に泣かせるし。───結局いちばん肝かん心じんなことば、言えないまま、やっぱり逃げられたんだから、ほんと、どうしようもないけど」


　深行が、言えなかったということばが、さっきから何度も繰くり返されている「好き」ということばだとわかった。ひとつずつ解けていく誤解に、いろんなものが繫がっていく。じっと見返す礼人に、まっすぐ視線を向けて、深行は続けた。


「言い訳だってわかってるけど、言わせて。あの次の日の朝、実は成なる未みがさ、熱出したらしくて、それで慌あわてた結生が俺に連れん絡らくしてきたんだ。あの、礼人さんが出てくときにかかってきた電話、あっただろ？」


「成未くんが……？」


　成未とは確か深行のすぐ下の弟で、大学生だったはずだ。年度が替かわったいまではもう二年か。会ったことはないがやはり深行から聞いた話で覚えている。


「うん。あのときちょうど両親とも旅行中で、成未が家預かってくれてたんだけど、体調崩くずして……。すこしまえからなんか風邪かぜ気ぎ味みだったらしいんだけど、あいつもちょっと無理するから。けど下ふたり、ほかに俺しか頼たよる人間いなくて」


　ではあのとき、深行が追いかけてこなかったのは、すぐに実家のほうへ向かったからなのかと、かかって来た電話を思い出す。確か、まえに聞いた話だと、深行の実家はちがう沿線の駅から向かうのが近かったはずだ。妹なら深行の携けい帯たい電でん話わにかけるほうが早いような気もするが、それだけ混乱していたということかもしれない。


　あれだけ深行がかわいがっている家族の緊きん急きゆう時だったのだから、それは仕方のないことだったのだろう。あのとき痛んだ胸を思えば、いまでもまだ切なさは甦よみがえるけれど、理由がわかればすこしやわらぐのもほんとうだった。


　だが、深行は、つと眉まゆを寄せる。


「……だけど、礼人さんをすぐに追いかけなかったこと、すごい後こう悔かいした。忙いそがしくて会えないなんて、当たり障さわりのないメール送るくらい会いたくないんだって思ったら、苦しくて。声すら聴きけなくて、やっぱきらわれたのかなって、すげーつらかったんだ」


「深行……」


「赴ふ任にん先の辞令が下りたり、その面接とか研修とかこなしながら、そのうちに、礼人さんからなにも答えてもらえないことが怖くもなって。すこし間を置いたほうがいいのかなってそんなことも考えた。そうやってぐるぐるしてるときに、───俺の担任する生徒に礼人さんの弟の名前、見つけたんだ」


「俺の弟だって、すぐわかったの……？」


「わかったよ。だって礼人さんが話してくれたとき、すげーたのしそうだった。忘れられるわけない。だけど、それで繫つながりができたことはうれしくても、いきなり家に押しかけるわけにはいかないし、どうしようかなって悩なやんでたんだ。それで……王志、あいつすごいね、すげーひとのことよく見てるよ」


　苦笑付きでそう弟を褒ほめられて、礼人もすこし笑った。


「ああ、俺とけんかしてんのって訊いたんだって、言ってたね」


「そう。直球だよ。でもさ、礼人さんも元気がないんだ、だからちゃんと仲直りしなよって言われて、それで俺、あの授業参観に賭かけてたんだ」


「え……？」


「礼人さんがもし、来てくれたら、ちょっとでもそこに望みがあるんなら、次は絶対間ま違ちがえないって思った。それすら逃がしたら、もうあとがないことはわかるし、だから必死だったんだ。……実はさ、礼人さん呼び止めたとき、腕うで摑つかんで、ちょっと熱いなっては思ったんだよね。熱あんのかなって心配になったんだけど……でも、そのままなにも約束できずには帰せなくて、ごめん」


　言って深行は小さく頭を下げた。


「無理矢理頷うなずいてもらって、鍵かぎ押し付けて、また礼人さんのやさしさにつけいったんだ。だけど、礼人さんの具合が悪いなら、俺がそばにいたいって、そういう気持ちもあったから」


　じっと真しん摯しな色が滲にじむ深行の瞳ひとみを見返して、礼人はふと、だから外で待っていたことに焦っていたのかと納なつ得とくする。


「……でも、言えば言うほど、俺情けないよな。俺のこと、結構買ってくれてた礼人さんのことも気付いてたから、正直怖いよ。いろいろ幻げん滅めつさせたかもしれない。……でも、もっかい訊いてもいいかな」


　確かく認にんのような問いは、すこし自信がないような声だった。だが、依い然ぜん向けられる瞳は深くきれいな色をしている。さっきまでと打って変わり、とくん、と静かな鼓こ動どうがひとつ胸に響ひびいた。


「……礼人さん───俺のこと、まだ好き？」


「───……好きだよ」


　それでもどこか不安を抱かかえたような表情で、そんな確認めいたことを口にする深行に、礼人は小さく震ふるえる胸を感じて、そっと頷いた。その震えの正体は愛いとしさだった。だから、そこに躊躇ためらいも無理もないのだということを、わかってもらえただろうかと、首を傾かしげて深行を見る。


「……ね、深行。俺はでも、深行のそういう気持ちもらって、自分の深行への想いに気が付いたんだよ」


「え……？」


「深行がさ、俺のこと、……好きに、なってくれて。その気持ちちゃんと持ったまま、俺にいろいろくれたもの、ちゃんと伝わってたんだよ。俺、深行に会うまでは、むずかしいとかよくわかんないとか、ひとを好きになること放ほう棄きしてたのに、それ変えてくれたのは、深行の気持ちだと思う。……深行が好きになってくれなかったら、俺、ずっとこんな気持ち、知らないままだったんだよ」


「礼人さん……」


　確かに礼人は、深行の言うことに逆らえないときばかりだった。多少強ごう引いんなまでに迫せまられて、どうしようもなくなって頷いてしまうことが多かった。だけどそんなものは、礼人自身にも責任は充じゆう分ぶんにある。ほんとうに嫌なら、嫌だと首を振れるはずだった。心から拒こばんでいるなら、頷くことなんかできるはずがなかった。


　結局は、自分の意志で礼人は受け入れてきたのだ。礼人の中の、素す直なおに表に出すことのできない、けれどどうしても消せない深行への気持ちがあったから、ほんとうは歓よろこびすら、感じていたのかもしれない。


　むしろそう、自分の行動を思い返して礼人が実感することは、ほかにあった。


　たとえばさっき納得した、深行がわざわざ礼人に鍵を渡わたした理由。それだけじゃなく───これだけ近い距離にいて、まだ一度も、触ふれようとしない、その理由も。


　それはきっと、まだ礼人が深行との接せつ触しよくにいちいち肩かたを揺ゆらしてしまっていたからだろう。


　深行はいつでも、強引でごめん、甘えてごめんと言いながらも、礼人のことを気にかけてくれている。思えば最初会ったときから礼人は、深行のそんな気き聡ざとさに惹ひかれていたのだ。自然にさり気なく、ひとの心を重んじることのできるやさしさ。相手に気負わせず、いつの間にか与あたえられているそれは、礼人の胸の奥にあるやわらかいなにかをそっと摑つかんで、揺さぶるのだ。


　それでもこうして、ひどくおおきな遠回りをしてしまったのは、きっとお互たがい、足りないものがあったから。


　好きになってもらいたくて傾かたむけるやさしさと、きらわれたくないから胸の奥にしまってしまうことばがあったのだ。ふたりして、同じことを繰くり返していた。


　じっと、静かな凪なぎの向こうに嵐あらしを秘ひめたような、そんな色を浮うかべた瞳を、深行は礼人に向けていた。それはきっと、深行が礼人の気持ちを、好きだと言ったことばを、信じてくれた証あかしだ。礼人は、滲むような笑えみを浮かべながら、そっと深行へ手を伸のばした。


「……俺たち、意外と似たもの同士みたい。……ね、深行」


「……礼人、さん」


「幻滅なんかしてない。きらいになんかなれない。……俺、深行が、好きなんだよ」


　もう一度、そう告げたら、こらえきれずに一ひと粒つぶだけ、眦まなじりから雫しずくが零こぼれた。だけど浮かべた笑みは噓うそなんかないから、うれしくて胸が苦しいこともあるんだなと、礼人はそんなことを知る。


「……俺も、好きだよ、礼人さん。礼人さんが、好きだ」


　礼人が伸ばした手をそっと取って、深行は腰こしを上げるとベッドへ膝ひざを乗せる。視線を合わせたまま繫いだ手を引き、礼人を抱だきしめた。背中と肩に回された腕うでに力を込められるたびに、胸がきゅっと縮むように痛くなって、ため息が漏もれた。


　その甘い息を食べるように、深行の口唇くちびるが重なる。深行からもらう息も、くらくらするほどに礼人を酔よわせた。


　いままでの深行とのキスではもらえなかった、初めての感覚に、ふるっと指先が震える。背中に回したてのひらに力が入らなくなり、きゅ、と深行の服の裾すそを摑むしかできなくなった。


「……っん、ん……」


　だが、すこしの間触れて、幾いく度どかやわらかく啄ついばんだあと、しあわせを与えてくれていた口唇がそっと離はなれた。


「……ん、みゆき……？」


　裾を摑んだのが抵てい抗こうだと取られたのだろうか。そう思って名前を呼ぶと、深行は礼人の肩かた口ぐちに顔を埋うめるように、再度抱きしめてきた。そうしてそのままなにをするわけでもなく、だからといって離す気配もない。


　気持ちを確認し合ったあとの口くち接づけは、想像していなかったこともありひどく礼人の頭を痺しびれさせた。そう長くはないキスだったのに、じんわりと熱を持っている身体からだを感じる。もっと触れてほしいのに、とその余よ韻いんのまま、礼人は口を開いた。


「ね、深行……しないの……？」


　ぴくんっと、深行の手が震えたようだった。おとなしく次の反応を待っていると、深行は小さく息を吐はき出す。


「……ごめん、ほんとはさっさと離れないといけないんだろうけど、手放しがたくて」


「？　え、なんで……？」


「忘れてるかもしんないけど、礼人さん病人なんだよ。……無理、させらんない」


　呟つぶやかれたことばに、礼人は眉まゆを寄せた。


　病人なんて大げさだ。熱だってたいして高くないし、このまま眠ねむれと言われたら、きっとそのほうがつらい。


（……それでキスも、ちょっとだったのかな）


　だけど、と礼人は急にかなしくなる気持ちを抑おさえられずに、深行の背中に回したてのひらに一いつ瞬しゆんだけ力を込めた。それからそっと、腕を突つっ張って深行と身体を離す。


「……わかった」


「礼人さん？」


「風邪かぜだったら、うつるかもしんないもんね。深行が嫌いやなら、もう言わない。おとなしくしとく」


　すこし拗すねたような言いかたになってしまったのは、やはり熱のせいもあったのかもしれなかった。それが深行の礼人に対する気き遣づかいだということもちゃんとわかる。いままでのキスやセックスが、すこし強引な進めかただったトラウマみたいなものが、深行のほうにもあるのだろう。それで礼人にきらわれたら、とまた思っているのかもしれない。その気持ちも、わからないわけではなかった。深い触れ合いに持っていこうとしないのは、深行が、礼人を好きな証しよう拠こだ。


　だけどそれじゃ嫌だと思っている自分は、やっぱり変なのだろうか。


（……でも……ああ、俺、おかしいよね）


　わかったと頷うなずきながらちっともそうじゃない態度を見せて。こんなわがままを、いままでだれかに見せたことなどなかったのに。両りよう想おもいだとわかった途と端たんにこれでは、あぐらをかきすぎではないのか。


「って、ごめん。なんか嫌な言いかたしちゃった。だめだね俺、なんか、深行には甘えてるみた……っん！」


　小さく笑って謝罪しようとした礼人は、上げかけた顎あごを固定されそのまま施ほどこされた口接けに、目を瞠みはった。


「……甘えてよ。礼人さんが、俺には甘えられるっていうなら、どれだけでも甘えて。俺、しっかりしようって笑ってる礼人さんだって好きだけど、そうじゃない、弱いとこ見せてくれる礼人さんも、好きだよ。わがままも言って、拗ねてみせて」


　そんなことを言って深行は、礼人の眦に口接ける。礼人はその甘い微かすかな感かん触しよくに睫毛まつげを震わせて、深行のまえでは取り繕つくろえないものがあることに気が付いた。彼のまえでは、ただの「礼人」になってしまう。叶野家の長男でも、大学院の学生でも、なんでもない、ただの自分になってしまうのだ。だから時折、自分でさえ戸と惑まどうような子供っぽさやわがままも顔を出す。


「……深行」


「風邪がうつるかもなんて心配してない。そうじゃなくて、ほんとうは、俺の理性の問題なだけだったんだ。……不安にさせて、ごめん」


「……理性？」


「だって俺、たぶんいっかい触れ出したら、もう止まれない。今度こそ、礼人さん怖こわがらせないようにやさしくしたいのに、手加減できる自信、ない」


　そう言う深行の瞳ひとみの奥に、じりっと燻くすぶるような熱を見つけて、礼人は自分のほうこそ、わずかに残っていた理性を灼やかれた気がした。その炎ほのおは燠おき火びのように礼人の身体の芯しんを熱くする。


「……だから、礼人さんが嫌だって言っても、泣いちゃっても、やめてやれないと思うよ」


　わずかに深行の表情には、苦いものも見えたが、それでもそんなことばは、ただ礼人のことを好きなのだと言っているようなものだ。そうして礼人は、どうする、と訊きかれなくても、結局はまた、自分で選んで、受け入れてしまう。だけどそれはもう、礼人に幸福な気持ちしか運んでこなかった。


「……深行には、わがまま言ってもいいって、言ったよね……？」


「……うん。俺に言って」


　小さな問いかけに微笑ほほえむ深行が頰ほおに触れさせたてのひらに、自分のそれを重ねる。身体の中から溢あふれるように零れた息を、礼人は甘く吐き出した。


「……俺、いま、深行としたい……」


　口にした望みは、そのまま深行の口唇で受じゆ諾だくされた。











「……ん、ん……」


　ちゅ、ちゅ、という微かな濡ぬれた音を、ちゃんと耳にしたのは初めてな気がして、礼人は口接けの最中さなかにわずかに瞼まぶたを開けた。


　最初からやわらかいキスは、さっきもすこししてもらったけれど、あのときはまだ、その慣れない感覚にうっとりするだけで耳まで意識がいかなかったのだ。


　そっと合わせて、離れる。次に深行の口唇が触ふれてきたときには、すこしずれて上うわ唇くちびるを食はまれ、震ふるえて開いた下唇を続けて挟はさまれた。ちろっと口唇の輪りん郭かくを撫なぜていったものが舌だとわかって、熱い息を漏らすと、今度はまたきれいに合わされ吸われる。そんなことを繰り返しているうちに、すこしずつ濡れてきた口唇が、ちいさな音を立てていた。


（……なんか、なんだろ……）


　きゅう、と胸が甘い痛みを訴うつたえるようで、礼人は眉を寄せた。


「……っん」


「……、礼人さん？　どうかした……？」


　弾だん力りよくを持って離れた深行の口唇がそっと訊いてくる。その口元に目を奪うばわれていた礼人は、そっと視線を上げた。


「……ん、なんかこういうキスだと、ほんとに恋こい人びとっぽいなって、思って」


　しあわせな感じがする、と礼人は小さく微笑んだ。すると深行は、一瞬間を置いてから、なぜかすとんっと礼人の肩かたに顔を埋めてしまう。


「ほんとごめん。いままで余よ裕ゆうなくて……」


「え？　あ、や、深行？　そうじゃなくて」


「わかってる」


　余計なことを言ったかとすこし焦あせった礼人に、深行はふっと顔を上げる。その表情は想像していたようなものではなく、ちゃんと笑えみを浮うかべていた。


「礼人さんがそういう意味で言ったんじゃないってわかってんだけど。それちゃんと覚えといて、その上で……これから礼人さんがしあわせになってくれるようなキス、いっぱいするから」


　そんなことを言われ、滲にじんでくるうれしさを感じて、礼人はすこし離れていた深行へ顔を近づけた。


「……こうなったから思えるのかもしんないけど、いままでのキスだって、俺、嫌じゃないよ。でも、ん……っ、みゆ、んん」


「……でも、なに……？」


　ことばの途と中ちゆうで口唇くちびるを啄まれ、それでも囁ささやくような問いかけにぼんやり促うながされるように、礼人は口を開く。


「でも、んっ……ぁ、いまがいちばん、すき、っん……っ」


　言こと葉ば尻じりを呑のみ込まれて、そのまま舌を吸われた。さっきまでのキスよりすこし深くなって、仰のけ反った拍ひよう子しにぐらりと背中が倒たおれる。そのままベッドにふたりして沈しずんで、口唇が離はなれた。


「……俺も、礼人さん。いましてるキスが、いちばん好きだよ」


「みゆき……、ん……」


　ひどく近い距きよ離りでそう声を落とされ、また口唇が重なる。薄うすく瞼を開けたまま、そっと礼人が口唇を開くと、ピントのずれた先で深行が小さく笑んだような気がした。自分から受け入れるように深行を迎むかえたことを喜んでくれたのだとわかり、うれしくなる。


「ん、ん、……っふ、んん」


　そっと入り込んできた深行の舌は、歯列をなぞるとその奥に礼人のそれを見つけ、擦こすり合わせてくる。頭の芯が痺しびれるような気持ちよさに、すこし震えを感じながらも、礼人は逃にげずに自分の舌を必死に応こたえさせた。すると舌を触れさせたまま口接けの角度を変えた深行に、さらに深く咥こう内ないをさぐられ、礼人は溢れる唾だ液えきを呑み込みきれなくなってしまう。


「っふ、ぁ……っ、ぅん、んっ……」


「礼人さん、好きだよ……、かわいい……」


　その零こぼれた唾液を舐なめ取るように頰へ口接けを移した深行は、そのまま額、眦まなじりへと順にキスしていく。愛いとしさを示すようなキスは、くすぐったいけれどうれしくて、睫毛が震えた。だが、そのままずれた口唇が、ちゅう、と耳のあたりの骨に吸い付いたとき、ぞくぞくっと背中を快楽が通り抜ぬけ、礼人は肩を竦すくめる。


「んっ、あ……っ、あ」


　吸われたところを次に舌で舐められ、耳朶みみたぶをかじ、と歯で甘あま嚙がみされれば、肩は揺ゆれるばかりで止めることができない。挙げ句には耳の中に差し入れられた舌でにゅるっと舐め回されればもう、震えは全身をさざ波のように支配していた。濡れた音が直接響ひびいて、ただ耳を愛あい撫ぶさされているだけなのに、ひどくいやらしい気持ちになっていく。


「……っん、みゆき、みみ……っ」


「耳、やだ？……でも俺、礼人さんの耳、きれいな形してるなって、ずっと思ってた」


「やっ、あ……っ、んっ」


　タートルネックを着ている上から、頤おとがいや喉のどを辿たどっていたてのひらが、すいっと動いて、礼人の胸に下りた。セーター越ごしに、深行の手はなにかを探すようにさまようと、ふっと止まる。


「っあ、や……っ」


「……ね、礼人さん、乳ち首くび勃たってる……」


「んん……っ」


　服の上からでもわかるよ、とそこをつままれて、礼人は頤を反らした。耳みみ許もとで囁かれながら、胸をセーターごと撫ぜられる。


　身を捩よじると手は離れたが、そのままセーターを胸むな元もとまで上げられ、今度は直じかに肌はだに触れられた。すいっと脇わきを撫ぜていった両手が胸まで辿り着き、同時に左右の胸のしるしを擦られる。


「っあ、んん……っ、んっ」


「……胸も、きれいだよね、礼人さん」


「……あっ、あ、ん……っ」


　言われると同時に吸い付かれ、礼人は背中を浮かせた。口に含ふくんだまま、胸の先を舌で転がされたと思ったら、押しつぶすように舐められる。顔の横に投げ出したままの指先がぴくぴくと震えた。


「気持ちいい……？　礼人さん……、ここ舐められるの好き？」


「やっ、あ……っ、あっ」


　ぴん、と尖とがった乳首の周りをれろんっと舐められて、鳥とり肌はだが立つ。くすぐったいというよりは、どうにかしてほしい、もっと強く触れて欲しいと思ってしまうようなじれったさが襲おそってきて、声が震えた。


　それからふと、そういえば、初めて抱だかれたときも、胸を弄いじられてすぐにこんなふうになってしまったと思い出して、すこしいたたまれなくなった。


　考えてみればまだこうして触れられるのは二回目なのに、こんなに最初から感じてしまっていてもいいのだろうか。抑おさえきれない声が喉から零れるばかり。すこし耳を舐められたくらいで、胸まで敏びん感かんになって、吸い付くにたやすいほどに真っ赤にしこっている。


（……っこれ、俺、だいじょぶなの……？）


　あのときは混乱していたのもあるから、自分の反応がどうだとか、快楽に落ちていく速度だとか、そんなことは頭にも浮かばなかった。けれど、蕩とろけてはいても、深行のくれるものをちゃんとわかっていたいという想おもいのある、いまの思考では、余計なことまでひっかかってしまう。


「……っ、ぅん……っ、ん」


「……礼人さん、結構敏感なんだよね。普ふ段だん割と飄ひよう々ひようとしてるぶん、スイッチはいると、すげーエロい……」


「っあ、あ……っ！」


　すこし思考が逸それていた礼人は、今度はさっきと反対の耳に直接そう吹ふき込まれ、ひどく過か剰じような反応を示した。いきなりそんなことを言うなんて反則だと、顔を上げようとして失敗する。


「ふぁっ、あ、ん……っ」


　ジーンズの上からてのひらを押し付けるように、中心を確かめられて身体からだに力が入らなかった。意図を持って触れられたそこが、もうどんな変化をしているかはわかってしまっただろう。


　そのままベルトを緩ゆるめファスナーを下ろし、内側に入り込んできた手は、まだ直接でなく下着の上から礼人をなぞり、ぐに、と揉もんだ。


「……もう滲んでるよ、ここ……すごい硬い」


　そうしてそんなふうに囁かれて、たまらなくなった礼人はきゅうっと眉まゆを寄せた。


「……っン、あ……っ、やぁ、……っなん、でっ」


「……ん……？」


　頤を伝っていた口唇が離れ、深行が顔を上げる。瞼まぶたに力を入れたことで眦から、つっと溜たまった雫しずくが目の横を通り耳じ殻かくへと落ちていった。


「……っなんで、そんな、言うの……っ」


　深行は、饒じよう舌ぜつとはいわないが、ずっと囁きを落としながら礼人に触ふれている。まったく声を聴きけないよりは全然いいけれど、それでもわざわざ羞しゆう恥ちを煽あおるようなことを逐ちく一いち言われるのは恥はずかしかった。


　それが快感を増すための睦むつ言ごとなのだとしても、そもそもこの身体は、深行に触れられているということだけできっと昂たかぶってしまっている。なのにそんなふうにことばで刺し激げきされ続けると、余計にどうしていいのかわからなくなってしまいそうで、怖こわかった。


　すきだから触れ合っているのだということを理解していても、深行の声に応えられないのは、なぜなのだろう。自分からしたいと言い出したのに、こんなことを言われて深行はさぞ困っているだろうという想いも浮うかんで、情けなくもなった。


「……言われるの、嫌？」


　だが、そう訊きいてきた深行の声は、呆あきれも怒いかりもない、ただやさしい色だった。それで思わず、反らしていた視線を深行の顔に戻もどすと、すぐにちゅ、とやわらかく口唇くちびるを啄ついばまれる。離れた先には、蕩けそうに光を含んだ黒い瞳ひとみが、礼人を見つめていた。胸が静かに跳はねて、息が苦しくなるような切なさが落ちてくる。


「……嫌って、いうか……どうしたらいいのか、わかんなくて……。ごめん、俺、なんか、ひとりだけやらしくなってるみたい、で……」


「恥ずかしかった？」


「ん……」


　こくん、と頷うなずくと、深行は「そか」と呟つぶやいて、それから小さく苦く笑しようした。その表情を不思議に思って首を傾かしげると、深行はまたひとつ、キスを落とす。


「……あのさ、俺、初めて礼人さんのこと抱いたとき、ただ夢中で、逃げられるの怖くて、なにも言えなかったって、言っただろ？」


「うん……？」


「でもさ、いまはもう、礼人さん俺のこと好きでいてくれるんだって思ったら、うれしくて、思ってること口にするの、抑えられなかったんだ。礼人さんのきれいなとこ、弱いとこ、かわいいとこ、全部俺は好きで、もっと見せてほしいって思ってるって、伝えたかった。だけどそれ、礼人さんがどうしていいのかわかんないっていうのも、初めて抱いたときの俺の態度が結局原因だよね？」


「え……あ、そっか……」


　言われて、礼人はすとんっと納なつ得とくした。そうか、あのとき、名前以外なにも喋しやべらず礼人を抱いた深行が、いつの間にか基準になってしまったのかもしれない。それで、いろいろ言われるのに戸と惑まどってしまったのだろう。反応するたびにいちいちかわいいとかきれいだとか、言われ慣れていないことを羅ら列れつされれば、恥ずかしいに決まっていた。


「だけど、これが本来俺の抱きかただよ。……礼人さん」


「……っ、ん」


　今度は額に口くち接づけられる。吐と息いきが産うぶ毛げをくすぐって、ざわっとした感覚が疾はしった。


「好きなひとに、俺の声で、指で、全部で、気持ちよくなってもらいたい。感じたら、ちゃんとそう言って。嫌いやだったら、それも伝えて。我が慢まんしないで、声も聴かせて。礼人さんが俺のことばにどんな反応しても、震ふるえても、俺それ全部、きっとかわいいって思うよ。きれいだって感動する。それだけで俺はすでにさ、気持ちよくなってんだから……ね？」


「……っ、みゆき……」


　そっと取られた手を導かれた先、深行の中心も、ズボンの上からわかるほどに硬く、熱を持っていた。


「わかんないことあったら、言ってね。ちゃんと、ふたりで気持ちよくなろ、礼人さん」


「ん……」


　重なった口唇に、頷くように応こたえて礼人は深行の背中に腕うでを回す。スーツのジャケットを脱ぬいだＹシャツの背はさらりと心地ここちよかったが、それをすこしもどかしいと思った。


「……礼人さん？」


「ふく……」


　呟いた礼人の単語をただしく理解したらしい深行は、小さく笑うと、礼人の腕を引いて起き上がらせた。そうしておいて、先に自分の服を脱ぎ始める。しゅるっとタイを解き、シャツから腕を抜ぬくと、躊ちゆう躇ちよなくズボンも脱ぎ捨てた。


（……う、わ）


　段々と顕あらわになっていく深行の身体に、礼人は顔が熱くなるのを感じる。目の前の均整の取れた身体から目が離はなせないでいる礼人に気が付いた深行が、眉を上げて笑えんだ。


「……そういや礼人さん、俺の裸はだか見るの、初めてだっけ」


「……っ」


　前回抱かれたときは、深行は殆ほとんど服を乱れさせなかった。それ以前にも、いっしょに温泉などに行ったこともなかったし、着き替がえぐらいは見たがまじまじと観察したわけでもないので、初めてと言っても過言ではない。


　すこしからかうように言われても、それに反論できないほど凝ぎよう視ししてしまった礼人は、恥ずかしさといたたまれなさで、また赤くなってしまう。だが、すっと近づいたその裸の胸に、目を瞠みはった。


「……礼人さんが俺に見み惚ほれてる間に、礼人さんの服は、俺が脱がせようかな」


「……っん……っ」


　ついっと倒たおされた首が耳みみ許もとでそんなふうに囁ささやいて、礼人の胸まで捲まくり上げられたセーターの裾すそを摑つかんだ。思わず身体を竦すくませた礼人は、だが「腕上げて」とまた耳に吹き込まれ、そのまま上を脱がされる。タートルネックの部分が引っかかりそうになるのをやさしく解かれ、脱ぎ去ったあとに乱れた髪かみを撫なぜられる間にも、礼人はくらくらと酩めい酊ていしたままだった。


「寒くない？」


「……だいじょぶ。むしろ暑い、かも」


　礼人の返答に深行は艶つやを乗せたような笑みを浮かべて、そのまま今度はジーンズに手をかけた。すでにベルトもファスナーも緩められているそれを脚あしから抜かれるときには、心臓が壊こわれそうに踊おどり狂くるっていた。


「……礼人さん、肌はだ、すごいきれいな色になってる」


「ばか。……深行、俺、深行の触さわっていい……？」


　向かい合って、また囁かれたことばを誤ご魔ま化かすように返してから、礼人が訊くと、深行は「いいよ」と笑う。了りよう承しようを得たことがうれしくなり、礼人も微笑ほほえむと、そっと口唇にキスをしてから、深行の下方へと手を伸のばした。


　すでにちょっと勃たち上がり気味に硬くなっている深行のものに、指先で触れる。途と端たんにぴくっと震えるそれが愛いとしくなって、礼人はゆっくりとてのひらを添そえた。まだ完全に芯しんを持つには至らないものを、もっと熱くしたくて、ゆるく擦こするように刺激を与あたえる。


「……礼人さんの手、すごい気持ちいいよ」


「……っ、ん」


　礼人のほうに首を倒した深行が、低く掠かすれたような声で言いながら耳朶みみたぶを齧かじり、それに後あと押おしされるようにさらにてのひらを動かした。初めて触れる、他人のものは、すこしも嫌な感かん触しよくはせず、ただ形を変えていくさまがうれしい。


　それにただこうして触っているだけで、礼人の中の愉ゆ楽らくもじわじわと増えていくようで、頭がぼうっとしてきた。


「……みゆき、これ、舐なめたほうがいい……？」


「……っ、と、礼人さん？」


　呼びかけられて、視線を上げると、深行のわずかな苦笑が迎むかえる。


「やっぱ礼人さん、スイッチオンになると、すごい」


「ん……？」


　舐めたい？　と訊かれ、礼人はすこし考えて頷いた。これがまだ、自分が触ふれたことで変わっていくのなら、それで深行が気持ちよくなるなら、してみたいと思った。あの日、初めて抱だかれた日、礼人はほとんど深行に自分から触れることはできなかった。そのことがすこし悔くやしい。深行は自分に散々触れて暴あばいていったのに、こちらからはほとんどなにもさせてもらっていないのだ。


「……うまくできるかは、わかんない、けど。してもいい……？」


「うまいうまくないは関係ないよ。……あのさ、でも、そろそろ俺も礼人さんに触りたいんだけど」


「え、でも……」


「けど礼人さんがしてくれるっていうなら、うれしいし。だからさ、お互たがいしようか……？」


　深行の言うそれが、どういう方法なのかくらいは礼人も知っている。過去を思い返してもやったことはなかったが、触りたいという気持ちのほかに、深行に言われ、触れてほしいという欲も湧わいてきてしまった。じっと瞳を覗のぞき込まれ、それを想像するだけでじん、と身体からだの奥から昇のぼってくるものに任せて、礼人は頷いた。











　ベッドに仰あお向むけになった深行の横に添うように、礼人は上下逆向きに四つん這ばいになると、目のまえの熱を持った欲にそっと触れた。手を添え立たせたそれに、引き寄せられるように口接ける。そのまま上から下まで辿たどり、また上がることを繰くり返した。


「……っん、ん」


　何度目かに上まで戻もどってきたとき、その先せん端たんのくびれを口唇くちびるで挟はさむと、硬くなり始めていたそれが、さらに力を持った。うれしくなって、もうすこし深く、口の中に入れて吸う。するとなにか滲にじんでくるものがあって、それが先走りの雫しずくだとわかった礼人は、舌で舐め取った。


「……っふ、んん、んぅ……っ」


「礼人、さん……気持ちいい。そのまま、ちゃんと舐めててね……」


　そう言った深行の息が、下腹部にかかり、ひくんっと喉のどが震えた。


「……っ、ん……っ」


　下着だけはまだ残っていた礼人は、その上のほう、腹部にふいに口接けられくぐもった声を上げる。すると、臍へその窪くぼみを舌でくすぐり、深行の口唇はさらに下り、礼人のアンダーウェアの上から吸い付いた。


「っあ……っ！　あっ、んっ、んっ」


「……ここも見せて、礼人さん……」


　形をなぞるように手と口唇で触れ、すぐにそれもずらされる。するとふるっと顔を出したものが、震ふるえながら深行の顔のまえに晒さらされた。礼人からは直接目にできないのに、そこに注がれる視線は痛いほど感じてしまって、恥はずかしい。すでに深行のものを口に含ふくむ余よ裕ゆうがなかった。


「んっ、や……っ、あ……っ、そんな見ない、で……っ」


「それは無理……、だってかわいい……」


　ちゅ、とその先端に軽くキスされ、その下着も器用に脚を摑まれ、取り払はらわれる。


「ん……っ」


　脚を閉じようとしたところで片脚を取られ、深行の顔を跨またいでいるような状態にされてしまった。


「ほら、礼人さん……俺のもちゃんと舐めて」


「あ、う、ん……っ、んく、ん」


　促うながされ、そうだったと思い出した礼人は、深行のものがもう手を添えずとも硬く勃ち上がっていることに驚おどろきながらも、口唇を這わせ、銜くわえ込んだ。するとすぐに、礼人自身にも同じような愛あい撫ぶを施ほどこされ、喉が鳴る。だが、必死に深行から口唇を離さず舐め続けた。


「んっ、ん……っふ、んん……っ」


　けれど、深行の口こう淫いんは、礼人のそれより数倍巧たくみで、そのうちに自分がなにをしているのかよくわからなくなってきた。先端を吸われ、その窪みをくりっと舌で抉えぐられる。跳はねた腰こしが離はなれそうになると力強い手に引き戻され、今度は幹すべてを呑のみ込むようにじゅるっと前後された。腰から離れたてのひらはさらにふたつの袋ふくろまでも揉もみ込み、深行の手と口は礼人の意識を飛ばしてしまう。


「……っぁ……、ん、あん、ん、ぁ……っ、あ」


　すでに口に含むどころか、吸うことも舐めることもできずに、礼人は深行の下腹部に頰ほおを付けて小さく背中を震わせていることしかできない。


　そこに新たな刺し激げきを与えられ、礼人はひくんっと背をしならせた。


「っあ……っ、あっ、やっ、あ……っ」


　ふいにぐいっと拡げられたのは双そう丘きゆうで、その狭はざ間まに差し入れられ奥の窪みをくすぐった濡ぬれた感触に、甲かん高だかい声が上がる。


「っや、あ、みゆ、あ……っ、それ、や、なに、なにして……っ」


「……ん？　これ？……礼人さんの、ここ、解ほぐすために、舐めてる」


「んんっ、あっ、う、ン……っ」


「あーでも、やっぱ唾だ液えきだけじゃ、無理、かな……」


　くに、と襞ひだを撫ぜたのは指の腹だろうか。深行の唾液に絡からまって、礼人の奥をさぐるように押し進み、やわらかく開かせようとしているようだった。だが、それだけでは不足だと判断したらしい深行は、浅く侵しん入にゆうしていた指を抜ぬくと、身体をずらす。


「ごめんね、礼人さん。今度はちゃんとローション買っとくから、今日はほかので、我が慢まんしてくれる？」


「んっ、ほか……って……？」


　そうして、もうまったくと言っていいほど力の入らない礼人を下にして位置を入れ替かえると、深行はベッドそばにあったサイドシェルフからなにかを摑つかんで、掲かかげて見せた。


「軟なん膏こう。害はないから……これでいい？」


「……ん」


　すでに視界も滲んできた涙なみだでぼやけていて、あまりよくわからない。だが深行が言うならそれでいいと、頷うなずいた。


　プラスチックの器から軟膏を掬すくい取った深行の長い指が、礼人の奥へふたたび触れる。先にすこし解されていたそこは、塗ぬりつけられた軟膏の滑ぬめりを借りて、中への侵入を果たした。くち、と湿しめった音がする。


「……っん、あ、ん……、んっ」


「痛くない……？」


「んっ、だい、じょぶ……、あっ、あ」


　礼人の反応を見るかのように、慎しん重ちような動きで深行の指は中を行き来した。そのうちにふと圧あつ迫ぱく感かんが増え、かと思うとまたゆっくり馴ならされて馴な染じんでいく。その繰り返しをどれくらい続けたのか、礼人は痺しびれるような感覚の中に、小さな疼うずきを見つけて、息を吐はいた。


「……は、っん、みゆき……っ、なんか、へん、あ……っ」


「ん……？　いま三本入ってるよ。これ、よくなってきた……？」


「ぅん……っ、あ、じんじん、する……っんん」


「じゃ、もういいかな……」


　指が抜かれたのか、奥をさぐっていた感覚がなくなる。くったりとして荒あらい息に身を任せていると、ぴり、となにかを破る音が聴きこえたが、礼人の意識にはあまり掠かすらなかった。それからすぐ、代わりに、礼人の入り口にひた、とあてがわれたものに、無意識に身体が震える。くいっと太ふと腿ももを広げられ、すこし腰が浮ういた。


「……礼人さん、……礼人さん」


「っ、ん、……？」


「ん、口唇、嚙かみしめないで……ね？」


　いつの間にか力を込めていた口唇を、宥なだめるように啄ついばまれて、はあ、と息が漏もれた。


「うん、声、出していいから」


「ん……ごめ、ちから、抜けば、いい……？」


　やわらかいキスを繰り返されて、そう問うと、前まえ髪がみをそっとかき上げられる。


「このまえ、どうしたかわかんなく、て……」


　まえに抱だかれたときいったい自分はどうやって受け入れたのか、思い出せない。深行はじっと、急せかすでもなく奥に自分の熱をあてたまま、礼人の顔を覗のぞき込んだ。


「礼人さん」


　顔を近づけた深行の呼びかけに、礼人は閉じていた瞼まぶたを開いて、視線を返した。その拍ひよう子しに、溜たまっていた雫が流れて、視界がすこしクリアになる。そこへ飛び込んできた深行の瞳ひとみに、礼人は上がる息を呑み込んで、ん、と喉を鳴らした。


「だいじょうぶ。……もう、礼人さんの気持ち無視して、したりしないから」


　ゆっくりするよ、と微笑ほほえむ深行のことばに、礼人はふとこの行こう為いのまえ彼が言ったことを思い出した。


　───だって俺、たぶんいっかい触ふれ出したら、もう止まれない。今度こそ、礼人さん怖こわがらせないようにやさしくしたいのに、手加減できる自信、ない。


　そう言って、自分に触れることを躊躇ためらっていた。だから、礼人が泣いてやめてと言ってもやめてやれない、とそんなふうに告げていたのに。


　実際礼人に触れてきた深行の口唇もてのひらも、ずっと礼人を気き遣づかいながら、礼人のいいようにと、やさしかった。二度目なのに、まるで初めてみたいに、丁てい寧ねいに、抱いてくれている。


　きっといま、こうして待っている間だってつらいはずだ。同性だということが、こういうときは役に立つかも、などと礼人はふと思った。どんな女性でも、そのいっぱいに熱をもったものを持て余す苦しさは、一生わからないのだ。けれど、礼人はそれを知っている。それはとりもなおさず、自分の奥に微かすかに触れる深行が、どれだけ礼人を欲ほつしているかをも、わからせてくれた。


　そうすればもう、礼人の迷いも戸と惑まどいも、すうっと消えてなくなっていく。ただこの行為が、愛いとしくて愛しくて仕方がなくなった。ほんとうに今度こそ、深行を、もらえる。そのうれしさでいっぱいになっていく。


「っぁ、……っん、……すき。……いれて、深行……」


　小さくまた告白して、震える口唇くちびるでそうねだると、深行の瞳の中に、ちりっとなにかが燃えたような気がした。だがそれは、そのまま距きよ離りを縮められ重ねられた口接けのせいで、すぐに見えなくなる。けれど、合わさった口唇から、その欠片かけらのようなものを与あたえられたかのように、礼人の中にも熱が広がった。


「……礼人、さん……」


　わずかに離れた口唇の合間に、お互たがいの熱い吐と息いきが交じり合う。目が合って、もう一度軽く触れたあと、深行は上半身を起こすと、礼人の両りよう脚あしを抱かかえた。膝ひざ裏を軽く押され、両脚を広げられる体勢に沸き上がった羞しゆう恥ち心しんは、だがすぐにほかに移ることになる。片脚から離れたてのひらの指が、礼人の蕾つぼみの襞をめくるように押し開いたかと思ったら、すぐにそこに燃えるような熱い塊かたまりが入り込んできたからだった。


「っ、……っぁ、ア……っ、ンん、ん、は、ぁ……っ」


「……ん、あやと、さん……、だいじょぶ……？　くるしく、ない？」


「ぅ、ん……っ、へ、き……っ、あ、ん……っ」


　またぐぐっと両脚を広げられ、太腿の裏側にぺたりとした感かん触しよくが当たった。深行の腰こしが重なった、抱き合うとき独特のそれに、いま、彼との間に隙すき間まがないことを礼人は知る。


「……礼人さん、入った。わかる……？」


「ん、ん……っ」


「動いて、平気……？　それとも、もちょい、じっとしといた方がいい……？」


　繫つながった場所が、どくんどくんと鼓こ動どうを刻んでいるように熱い。なのにじっとなんかできるのかと、礼人は喉のどを突ついて出そうになる喘あえぎを抑おさえながら息を吐き出した。


「……っやだ、うごいて……っ、あ！　っン……っ！」


「……っ、礼人さん、やばい、それ……」


「んっ、んっ、あ……っあぅ、ん……っ」


　広げられた脚の間に深行の上半身が重なるように身体からだを折り曲げられ、さらに腰が浮いた。すこし上から突き入れられ、腰が離はなれて戻もどってくる間も深行の顔だけは遠くならない。それどころかぐっと近づいてきてそのまま口接けられた。


「っんぅ……っ、ん、ん……っぁは、あ、んん」


　だが送られる律動に揺ゆれる身体をとどめられるわけもなく、長い間はキスできずに喘ぎまじりのくぐもった声があがってしまう。


　脚を抱えなおされて、両りよう脇わきに深行の長い腕うでが突かれると、さらに身体は密着した。すこしペースが変わって、わずかにゆるやかな動きになる。


「……礼人さんの、なか、熱い……熱のせいかな」


「あ、あ……っ、ん、あ……っ」


「ね、礼人さん、きもちいい……？」


「ぅン……っ、ん、い……っあ、ぁ」


「熱があると気持ちいいって、あれ、されるほうとするほう、どっちの話なんだろって、思ってたんだけど……するほうも気持ちいいよ」


「っあ、ばか……っん、あ、みゆき……っ」


　うん？　と相あい槌づちを打つ深行の間近にある顔から、ぽた、と礼人のうえに汗あせが落ちてくる。それは礼人の浮かべたものといっしょに混じり、ひとつになった。


（……きもち、いいけど……なんだろ、これ……）


　ふと、ごく小さな違い和わ感かんのようなものを捉とらえて、礼人は眉まゆを寄せる。


「ね、ん……でも、っなん、か……ちが、う……っん、ん……っ」


「……え？　なにが……？」


　わずかに怪訝けげんそうな顔をする深行を見返して、礼人は、さっきからなんとなく感じていたものを考え考え口に出した。


「……あ、よく、わかんない、けど……なんか、ん……このまえと、感触、が……んっ」


「感触……？」


「なか、の……深行、が……なんか」


　ちがう、と礼人が口にすると、眉を寄せていた深行はなにかに気が付いたかのように目を瞠みはって、それから苦く笑しようを浮かべた。あくまでそんな気がするという話だったのだが、深行はその苦笑の中にもなにか、熱を秘ひめたままですいっと礼人の目を覗き込んでくる。


「それって、もしかして、ゴムしてるからとか、言う？」


「ゴム……？　え、してるの……？　ん」


　そりゃ……と呟つぶやいた深行の手が礼人の頰ほおに伸のびてきて、かかった髪かみの毛をやさしく除よける。


「礼人さんの負担、なるべく減らしたいしさ。……それにしても、ほんとに、すごい敏びん感かんだね、礼人さん」


「あっ、んん……っ、や、だって、あ……っあっ」


「かわいいけど、そういうの、ちょっと不意打ちでやられると……くる」


「……っあ！　やぁ……っ、あ、あン、んんっ」


　ふいにぐいっと上体を起こした深行は、礼人の腰を摑つかむとまた、こらえきれないような衝しよう動どうを思わせる律動を始める。肌はだのぶつかる音がおおきくなり、くわえて繫がった箇か所しよから溢あふれるぬめった液体が擦こすられ、なまめかしく礼人にも深行にもまとわりついた。


「礼人さんてほんと、聡さといんだか、鈍にぶいんだか、わかんないとき、あるよ……俺、絶対勝てない……」


「んっ、え……？　あっ、あ、ん……っ、んっあっ」


　さらにさっきから時折撫なぜられていた礼人自身にもまた手がかかり、律動に合わせて揺れるそれをゆるく握にぎり込まれる。上下に摩ま擦さつされ、先せん端たんをくすぐるように弄いじられ、付け根の袋ふくろもぐにぐにと圧あつ迫ぱくされてしまえば、そこはもう、耐たえきれないほどに欲をいっぱいにした。


「っあ、あぅ、んー……っ、やぁ、それ、そんなさわんない、でっ……」


「……もういっちゃう？　まだ一回もいってないし、我が慢まん、しないで、いいよ」


「んっんっ、あっ、や、だめ、あ……っ、んン……っ！」


　急速に追いやられた愉ゆ悦えつは、きんっと頭のてっぺんを疾はしり抜ぬけて、礼人の中心から溜まった熱を吐はき出させた。ぱたたっと白い液体が飛ぶのに合わせて、まだ中もゆるく擦られて声が止まらない。


「っあ、あ、あ……っぁ、は……っ、はぁ……、ん」


「……っ、と、だいじょうぶ……？　礼人さん」


「……っん、ぁ……」


　額の汗と、眦まなじりに溜たまった涙なみだを拭ぬぐうように深行の指が触ふれてくる。そちらにぼんやりと視線を返して、一度上がりきった息を整えようと胸を喘がせながら、礼人は自分の中からずるっと抜け出たものに眉を寄せた。それはまだ熱く硬いままだったような気がするのに、と腰を離した深行のほうへ、力の入らない腕を伸ばす。


「……深行、まだいって、ないよね……？」


「うん？」


　気付いて顔を寄せてくれる深行は、礼人の問いに小さく笑う。


「礼人さんが落ち着いてから、また触さわってくれる？」


「……やだ」


　思わず眉を寄せてそう言ってしまった礼人は、深行がなにか反応を返すまえにその口唇に嚙かみついた。


「っ、礼人さん？」


「……もっかい、今度は、ゴム取って……して」


「───……っ」


　息を呑のんだ深行は、はーっ、と次にそれを長く吐き出した。かと思ったら急に礼人の身体をひっくり返し俯うつぶせにさせると、腰を自分のほうへと引き寄せる。背後から、ぐにゅ、とふたたび奥に熱が触れた。


「あ、……───っん！　あぁ……っ」


「……これナマ。わかる……？」


「っあ、ん……っ、ああ、あっ、あ！」


　最初からぐぐっと根本まで入り込んできた深行のものは、礼人の中の、さっきとはちがう場所を掠かすめて抉えぐっていく。それだけでなく、感じる熱は、内部の粘ねん膜まくと絡からまり合いながら進むようで、さきほど極きわめたばかりのそこには快感が過ぎるほどだった。


「あンっ、んーっ、あ……やぁっ、ン、みゆっ、みゆき……っ」


「……っ煽あおった礼人さん、が、悪い。も、ひとがせっかく、耐えてたっての、に……っ」


「やっ、あ……っ、なん、で……しない、で、あっ」


「する。俺だって、そう、保もたないけど、礼人さんがもう、泣いたって……するよ」


「ちがっ、あ、そ、じゃな……っ」


　揺さぶられながら、なんとか振ふり返ろうと首を捻ひねる。すると、上体を倒たおし礼人の背中に張り付いてきた深行が、なに？　と掠れた声で訊きいてきた。礼人は、上がる息の合間に、喘ぎまじりに口を開く。


「ぁ、ん……っ、がまん、しないで……、みゆき、も、ちゃんときもち、よくなってくれないと、俺……」


　やさしくしてくれるのも、気を遣つかってくれるのもうれしいけれど、すこしくらい箍たがが外れたとしても、いっしょに最後まで気持ちいいのがいい。嫌いやなときはきちんと言うから、だから深行の望みも隠かくさないでほしかった。


「……礼人さん……」


「ん……、俺だけ、わがままは、やだよ……。深行も、俺に、甘えて……んん」


　声まで呑み込むように口くち接づけられて、礼人はうっとりとそのキスを受けた。だが上体を捻った姿勢がつらくなり口唇くちびるを離はなしてシーツに倒れ込むと、片かた脚あしを抱かかえ上げられ、そのまま深行の腰こしを跨またがされる。繫つながったまま仰あお向むけにされ、中の深行が角度を変えるのに、礼人は声を上げ背をしならせた。


「……あ……っ、あ、ん……っ、はぁ、あ、みゆき……」


「……俺が甘えられんのなんか、礼人さんだけだよ……」


「ん、ほんと……？」


「そうじゃなきゃ、俺、礼人さんのこと、あきらめなきゃいけなかったと思う。俺のこんなわがままな気持ち、礼人さんじゃなきゃ、受け入れてもらえなかったよ……」


　きゅう、と抱だきしめられ、さらに深く入り込んだ深行も感じ、礼人は背中を震ふるわせた。ずっと力のはいらないままの腕を、それでも伸ばして深行を抱きしめ返す。


「……なら、よかった……。……っん、ん……っ」


「好きだよ、礼人さん……、好きだ……」


「んっ、んっ、あ……っ、俺も、ん、ン、は……っすき、あ……っ」


　触れるだけのキスを啄ついばむように時折落とされながら、もう何度目かわからない告白を囁ささやきあいながら、また礼人は深行のくれる波に溺おぼれていく。


　お互たがいに与あたえ合うような熱の交こう換かんは、今度こそ、礼人に戸と惑まどいも迷いもない結末をくれるだろう。その確実な予感に向かって、いっしょに進んでいく唯ゆい一いつのひとを、礼人は深く、抱きしめた。











　すうっと眠ねむりのそこから意識を上らせた礼人は、瞼まぶたを開いた先で最初に目に入ってきたものに、一いつ瞬しゆんだけ思考を巡めぐらせてから、小さく微笑ほほえんだ。


　まだ薄うす暗ぐらい部屋は、深行のアパート。身体からだを横たえているのは、深行のベッド。そうして目の前にあるのは、深行の寝ね顔がおだ。


　こちらを向いて、微かすかな寝息を立てながら眠る顔は、穏おだやかな表情で、それだけで礼人はじんわりと滲にじんでくる幸福感を感じる。透すき通るような静せい謐ひつさと、胸の奥があたたかくなるようなやさしい切なさに、身体中が浸ひたっているようだった。


　昨夜、長い間抱き合ったあと、深行がレンジで作った温タオルで身体を拭ってくれた。自分でできると言うにはいささか体力が尽つきていて、仕方なくやってもらったのだ。だが、案外にその感かん触しよくが心地ここちよく、途と中ちゆうから記き憶おくがないところを見ると、丁てい寧ねいに扱あつかわれているうちにどうやら寝てしまったらしい。


（……ん？）


　どうやらベッドの壁かべ際ぎわに寝かされているらしく、深行の向こう側、ローテーブルの辺りに、ちかちかと光るものを見つけ、礼人はそっと起き上がった。


（……あ、俺のケータイか）


　春用のジャケットのポケットに入れたままだった携けい帯たい電でん話わの光だ。着信やメールがあると、それを報しらせるために一定の間かん隔かくで点てん滅めつを繰くり返し続ける機能が、礼人の電話にはついている。その光が、薄うす手でのジャケットを通して見えているらしい。


　深行を起こさないように静かな動きでベッドを下りた礼人は、自分の格好を見下ろして、くすりと笑えんだ。


　来ていたのは深行のパーカとスウェットだった。いつかこうして目が覚めたときと変わらない格好だが、切なさはもう襲おそってこない。またひとつ、深行のものに包まれている自分を感じて、しあわせな気分にすらなった。


　ローテーブル横の大型シェルフに引っかけられたハンガーに、きちんとかけてあったジャケットから携帯電話を取り出し開く。どうやらメールだ。


（……三件？）


　パソコンにならともかく、携帯電話のメールに一度に三件届くことはあまりない。大学、研究関係でたまに重なるときもあるが、メルマガなども登録していないので、珍めずらしかった。だれからだろうと思いながら受信画面を開き、いちばん上のものを選ぶ。羅ら列れつされているのは件名であって人名ではないので、無題のそれは開くまでだれのメールかはわからなかった。


（……あ、仁）


　───『帰ってこないなら、とりあえず連れん絡らくしろ。王志が心配してたぞ』


　内容はそれのみで、送られた時間は、昨日の十一時半過ぎだ。その時間はたぶん、もう礼人は眠り込んでしまっていたはずだ。もともとバイブレーションにしていたから、起きていても気付かなかった可能性もあるが。


　そういえば、家を出たあとはなにも連絡を入れていない。帰るとも帰らないとも告げずにきたから、心配させたのかもしれなかった。だが、電話をしようかと思って見た現在時刻は、まだ午前五時過ぎ。さすがにこの時間では仁もまだ寝ているだろう。メールにしようと決め、とりあえずあとの二件もチェックしようと操作したときだった。


「……あやとさん……？　っ礼人さん？」


「あ、深行。ごめん、起こし……」


「礼人さん！」


「え、わっ」


　がばっと起きたかと思ったらベッドを下り、礼人のそばまで来てぎゅうっと抱きしめてくる深行に、驚おどろいて首を傾かしげた。


「深行？　どうしたの、いきなり……」


「……焦あせった」


　え？　と礼人は訊き返した。横から腕うでを回し、礼人の肩かた口ぐちに顔を埋うめていた深行が、顔を上げる。首を捻りそちらを見ると、苦く笑しようしたような表情がすぐそばにあった。


「また俺、礼人さんに逃にげられたかと思って。ゴメン、寝ね惚ぼけてた」


　深行のことばに、礼人はきょとんとしてから、小さく笑んでみせる。なるほど、過去二回、深行になにかされたあとは必ず礼人は、話も聞かずに去っていた。それを危き惧ぐしてしまったらしい。


「俺こそごめんね。ちょっとメール来てたの見てたんだ。ほら……あ」


　操作途中だったメールは本文が開かれており、その送り主を見た礼人は小さく声を上げた。


「なに？」


「増岡さん」


「増岡先生？」


　頷うなずいて、礼人は文面を読んだ。隠す必要もないので、そのまま深行にも見える位置で読み進める。内容は、いつだったか彼に頼たのまれていた新しい話の件で、もうそろそろできましたか？　という作業状じよう況きようを窺うかがうものだった。礼人はまた声を上げるはめになる。


「……っあ、あー、どうしよ、すっかり忘れてた……」


「これ、いつ頼まれてたの？」


「えーと……確か一月……」


「うわ、三ヶ月経たってるよ。礼人さんにしてはド忘れしてたね」


　そうだ、深行と初めて会った次の日だ。それからなんだかんだと深行との関係が進んだりさがったりで、頭がいっぱいになり、すっかり忘れていた。


　もしかしたら、増岡は、新学期用に新しい話が欲しかったのかもしれない。だがいまから取りかかったのでは、到底間に合わない。


「……深行のせいだよ」


　思わず呟つぶやくと、言われた本人は「え？」と首を傾げた。


「俺？　なんで俺？」


「この三ヶ月、俺、深行のことでいっぱいだったの。ほかのことに気回す余よ裕ゆうがなかったの」


　とりあえずあとで、謝罪の返事を送るしかないと、次のメールを開きながら、すこしやけ気味にそう言う。すると、ぐいっと腕を引かれ、正面向きに抱きしめなおされた。


「礼人さん、それ、怒おこってんの？」


　顔を離はなした深行は、そんなことを訊ききながらなぜかうれしそうだ。その表情に、いまの自分のセリフが、結局はただ深行を好きだと言っただけなのだと気付く。そんなことでこんなふうに喜んでくれるのかと、礼人はまた膨ふくらんだ愛いとしさを乗せて、小さく笑った。


「……怒ってるって、言ったら？」


「礼人さんが怒るのは嫌いやだから、どうにかするよ。あーでも、謝るのはむずかしいかな。だって礼人さん、俺のこと好きだから悩なやんでたんだろ？　だったらちょっと、好きにならせてごめんって変だし」


　深行の言いざまがおかしくて、笑いながら俯うつむいたさきのメール、三通目を見て、礼人はさらに笑みを深めた。


「……じゃ、どうしよっかな。俺、深行が宥なだめてくんないんだったら、帰ろうかな」


「え？　うそ」


　下を向いたまま呟いた礼人のことばに、深行が驚いたような声を上げる。その手が礼人の頰ほおを包むまえに、顔を上げた。すこしきょとんとしたような深行の目のまえに、礼人は三通目のメールを開いたままの携帯電話を掲かかげてみせる。


「……『なかなおり、した？』……？」


「王志から。……昨日の夜、くれてたみたい。行き先がどこだって、俺言ってないんだけど。子供は案外勘かんがいいんだよね……困っちゃうなあ、もう」


　苦笑する礼人に、深行はすぐまた笑えみを浮うかべ、つと首を倒たおした。斜ななめに傾かたむけた角度から深行の黒い瞳ひとみは、さらに近く、礼人を見つめる。そこに含ふくまれているのは、やさしい光だった。


「……礼人さん」


「ん？　なに……？」


「今朝起きてから、まだ一回も、キス、してないね。……しよっか」


　仲直りのキス、と深行が微笑ほほえむ。わずかでも動けばすぐに触ふれそうな位置で、そんな提案を囁ささやかれ、礼人は、うん、と頷いた。


　そのまま目を閉じればすぐに、深行の吐と息いきが甘く礼人の口唇くちびるを塞ふさぐ。それはまた、これからの新しいふたりを告げるような、始まりの口接けだった。




真ま昼ひるの貴方あなたに想おもいを捧ささげる





高たか野の真ま名な
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